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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　魔族







「ねえ、ヴェル。敵の親玉の最期のシーンで忘れていたんだけど」

「忘れていた？」

「魔族って死んだの？」

「しまった！　忘れてた！」

　ルイーゼからの指摘で、俺は慌てて巨大ゴーレムの残骸から魔族を探すよう兵士たちに命令する。

　だが、見つけるより早く、瓦が礫れきの下から魔族が姿を現した。

　ただし水ぶくれが酷ひどく、体も機能がマヒしているのか上う手まく動けないようだ。

「ですが、致命傷ではありませんね」

「魔族って、頑丈だなぁ……」

　エリーゼが魔族を診断したが命に別状はなく、俺は魔族の生命力の強さに呆あきれていた。

「できれば治してほしいのであるな」

「そんなことをして、お前に暴れられても対抗できないからな。できれば、そのまま死んでくれ」

　この魔族には、まだ強大な魔力が残っている。

　下手に治療してまた暴れられると、再び戦闘不能にするのは困難であった。

　一回倒した相手に殺されるのは嫌なので、可哀かわい想そうだがここで死んでほしい。

「ここでトドメを刺した方が無難かも」

　イーナの意見に、全員が首を縦に振る。

「ううっ……バウマイスター伯爵は残忍であるな……」

「内乱を誘発して、大量虐殺の片棒を担いだあんたにそんなことを言われたくないな」

　魔族からの虫のいい訴えに、俺は皮肉で返した。

　さて、この魔族をどうしようか考えていると、ヴィルマが俺のローブを引っ張った。

「ヴェル様」

「なんだい？　ヴィルマ」

「この魔族を殺すと、魔族の国と問題にならない？」

「おおっ！　それがあったの」

　妙に勘がいいヴィルマに、この中でそういう話に一番詳しいはずのテレーゼも納得する。

「自国民を殺されたからと、魔族の国が兵を送る可能性もなきにしもあらずじゃの」

　こと国同士の話になると、どんな口実で攻められるかわからない。危険は冒すべきではないか。

「テレーゼさん、この魔族は内乱の片棒を担いでいますが……」

「それは事実じゃが、魔族の国との戦争の回避は考慮せざるを得まいて……」

　俺も心情的にはカタリーナの意見に賛同だが、魔族の国と揉もめる危険性について考慮すると、テレーゼの考えに同意せざるを得ない。

「内乱がようやく終わるのに、帝国は再び魔族の国との戦争になる。いや、この場合は王国も狙われる可能性があるの。両国の関係が修繕される前に攻められると危険じゃ」

　この中で魔族に関する知識がありそうなのは、元フィリップ公爵であるテレーゼであろう。

　俺と同じく俄にわか貴族であるカタリーナには、その知識はなかった。

「ヴェンデリンさんを超える魔力は凄すごいと思いますけど、この方……いえ、魔族とはそこまで脅威なのでしょうか？」

「魔族は、全員がかなりの魔力を持っておるそうじゃぞ。あくまでも古い書物から得た知識じゃが……」

　敵軍のすべてが、強力な魔法使いというわけか。

　こちらが数少ない魔法使いを投入してある程度倒しても、俺たちが倒されてしまったら、魔法が使えない兵士たちが蹂じゅう躙りんされるだけ。

　確かに、短絡的にこの魔族を殺す選択はできないか。

「導師、どうしましょうか？」

「おい魔族！　治してやってもいいが、抵抗はお勧めできないのである！」

　導師は自分と口調が似ている魔族がどうも気に入らないらしいが、自身の感情と政治的な判断は別と考えたのであろう。彼を助けるという選択肢を選んだ。

「ヘルムート王国の魔法使いたちは、慎重派なのであるな。ここで貴殿らと戦って逃げられたとしても、上の階にいる帝国軍兵士たちに捕捉されて死ぬのであるな。我が輩、無駄なことはしない性た質ちなのであるな」

「減らず口を……。エリーゼ、治してやるのである」

「はい。伯父様」

　エリーゼが軽く治癒魔法をかけると、上手く動けないでいた魔族は回復して立ち上がった。過治癒魔法によってダメージを受けていたとはいえ、いつまでも治癒魔法が残留するわけでもないので、軽い治癒魔法で簡単に回復してしまう。

　過治癒という現象がなかなか利用されない原因の一つであった。

　それなら、普通の魔法で攻撃した方が効率がいいからだ。

「治療に感謝なのであるな。我が輩は、アーネスト・ブリッツ。魔族の国の考古学者なのであるな」

「考古学者？」

　謎多き白タキシード姿の中年男性は、自分を考古学者だと自己紹介する。

「そのとおりなのであるな。我が輩の人生の目標は、未知の地下遺跡の探索と調査なのであるな」

　早速魔族から事情を聞くが、彼は魔族の国がある西の島から一人、密入国でこの大陸に潜り込んだと誇らしげに話す。密入国後、ニュルンベルク公爵領内に多数ある未発掘遺跡の噂うわさを聞き、そこの探索をさせてもらう見返りに、発掘品の修理などを請け負った。

　あくまでも、ギブアンドテイクの関係だと彼は言う。

「ギブアンドテイクねぇ……」

「これだけ犠牲を出して、随分と虫のいい話ですわね」

　元ボッチゆえに自分を貫くことが多いカタリーナも、導師に続きこの魔族には呆れているようだ。

「我が輩は考古学者なので、地下遺跡の探索と調査を行いたいのであるな。そのためには領主であるニュルンベルク公爵の許可が必要なのであるな」

　魔族には、魔道具職人や研究者としての才能もあった。

　だから、ニュルンベルク公爵家軍が装備していた武器は、この魔族が発掘品を修理して使えるようにしたものなのだ。

「ナイフを使えるようにして、それを渡した持ち主が殺人を犯しても、我が輩にはどうしようもできないのであるな」

「お前！　ふざけたことを言うな！」

「エルさん、落ち着いてください！」

　魔族のあまりの言いように、エルはブチ切れてしまった。

　ハルカが慌てて止めに入る。

「そこで怒られても、我が輩はそういう契約でニュルンベルク公爵領内にある遺跡を自由に調査できたのであるな」

　俺は納得がいった。

　彼は、心の奥底から学者であった。

　ただ自分の知識欲を満たすために行動し、それで発生する周囲への迷惑など考慮しない。

　マッドアーキオロジストとまでは言わないが、典型的な学者なのかもしれない。

　そしてこういう輩やからは、感情的に欠けている部分があるからこそ成果を挙げたりできるのだ。

　ニュルンベルク公爵との契約に従って地下遺跡発掘で得た品を修理し、それが戦場で猛威を振るった。内乱に加担はしているが、それをしたのはあくまでもニュルンベルク公爵である。

　巨大ゴーレムでの戦闘も自衛のためという考え方もあり……彼の出自を考えるとやっぱり安易に処刑できない。

「もういい。もし逃げたりこちらに害をなそうとしても、みんなで袋ふくろ叩だたきにすればいい話だ。この最深層にある部屋の探索が先だ。案内してもらうぞ」

「任せてくれなのであるな。まずは、この壁に刻まれた装飾の文様であるが、これは古代魔法文明時代後期では一般的に……」

「違う、そっちじゃない」

　魔族はいきなり地下遺跡の壁に刻まれた文様について解説を始めようとしたが、それは今は意味がないので、発掘品のありかの方に話を誘導した。

「発掘品の方であるか？　もう調査も終えて学術的な価値を見み出いだせないのであるな」

「考古学者であるあんたはそうでも、現実の世に生きていると、その価値を必要以上に見出そうとする輩がいるから、適切な処分が必要なんだ」

「わかったのであるな」

　魔族は、まず初めに巨大ゴーレムが壁を破って現れた部屋の奥へと案内する。

　そこには、全高十五メートルほどの巨大なアンテナとタイプライターが融合したような装置が置かれていた。

「これが、『移動』と『通信』を阻害する装置？」

　テレーゼの忠告で、魔法を撃ち込んだのがよかったようだ。

　アンテナの一部が壊れて、妨害波を発射できなくなっていた。

「直せばいいのであるかな？」

「いるか。こんな魔道具」

　俺の唯一の長所である魔法を阻害する装置など、わざわざ残す価値などない。

「壊すのは構わないのであるが、先に使える部品などを取っておくことを勧めるのであるな」

　高度な魔道具は様々な部品の集合体であり、他の魔道具に流用可能なものも多い。

　いきなり壊さず、そういう部品を取ってから壊すべきだと魔族が忠告する。

「特に、この装置に使われている魔晶石は巨大なのであるな」

「あんたが装置で使う魔力を供給していたんだよな？」

「我が輩には、本職の調査や分析、それに発掘品の修理やメンテナンスの仕事もあったのであるな。であるからして、常にこの装置の傍そばにいるわけにもいかず。巨大な魔晶石に大量に魔力を込めて装置を発動させていたのであるな」

　魔族が装置の裏側に付いていたハッチを開けると、そこには巨大な魔晶石が設置されていた。

「とっととバラすか……」

　俺の命令で、エルが率いていた兵士たちが、最下層にある魔道具などの回収を始める。

　破壊されたブレス発生装置と巨大ゴーレムの残骸、他にもそれらの部品やよくわからない試作品らしいゴーレム、武器のように見える品など、様々なものが集められてくる。

「技術解説や修理ならば可能であるな」

「ならばよし」

　俺は、集めたものをすべて魔法の袋に仕舞う。

　鹵ろ獲かくした戦利品の扱いは、ここが帝国領とはいえ俺たちに任せられていたので問題ない。

　内乱終了後、ニュルンベルク公爵領から接収した魔道具によってペーターが帝国軍を強くしすぎると、今度は王国との戦争になる可能性もあるので、すべてこちらで回収だ。

　あとは……。

「アーネスト・ブリッツ。変装はできないのか？」

「我が輩の名前を覚えているのは感心であるな。変装は可能であるな」

「では、人間に化けろ」

　この魔族をペーターに渡すわけにはいかない。

　こいつは未盗掘の地下遺跡が発掘できれば満足なので、そのためにどんな悪党とだって手を組んでしまう。

　王国なりバウマイスター伯爵領なりに匿かくまって、魔族に関する情報を聞く必要があるな。

　ここ一万年近くリンガイア大陸に魔族は姿を見せていないだけに、彼の正体が知れたら取り合いになるかもしれないからだ。

「古代魔法文明時代には、変装用の魔道具も存在していたのであるな」

　アーネストはポケットから一つの指輪を取り出して、それを指に塡はめる。

　すると彼は、どこにでもいそうな中年男性兵士に変装した。

「これで安全であるな」

　最下層での始末を終えた俺たちは、ニュルンベルク公爵が死んだにもかかわらず、いまだ激闘が続く地下要よう塞さい内を駆け抜ける。

　両軍の戦闘は、最下層よりも軍駐屯所や建設中の居住区がメインであった。

　特に、ニュルンベルク公爵家館が置かれているエリアでは、彼の家臣や兵たちが残存する自爆型ゴーレムやブレス発射装置を据えて奮戦し、攻め寄せる帝国軍に多大な犠牲を与えていた。

「降伏しろ！　お前たちの親玉は死んだぞ！」

「くだらぬ噓うそを言うな！　お館やかた様は最下層に新兵器を取りに行かれたのだ！」

　俺の降伏勧告に、屋敷周辺の防衛を担当している重臣が怒りを露あらわにしながら答える。

　ニュルンベルク公爵が死んだなど、意地でも認められないのであろう。

「これを見ろ！」

　俺の指示で、ニュルンベルク公爵の遺体が曝さらされる。

　生首にして見せつける、という意見もあったのだが、それをすると彼らが余計感情的になる可能性がある。

　だから、そのまま遺体を曝した。

「お館様！」

「噓だ！　よく似せた偽物だ！」

「そんな時間はない！　本物のニュルンベルク公爵だ！　彼の野望はこれで終わった。旗頭がいなければ、もはや野望の成就は叶かなわないのだからな。残された君たちには潔い態度を望む」

「……どうする？」

「最後の一兵まで戦うさ！」

「でも、そんなことをしてなんの意味がある？」

　俺の説得で、残された反乱軍の指揮官や兵士たちは意見が割れて言い争いを始める。

　そして、遂ついに最上級者が決断した。

「お館様が亡くなられたとあっては、もはやこれまで……降伏する……」

　このあとも戦闘が続く各地に移動して説得を行い、地下要塞攻略作戦開始から十八時間後、すべての反乱軍が降伏して戦闘が終了する。

　帝国軍の戦死者七千八百五十七名、反乱軍の死者五千六百七十八名。

　共に大きな犠牲を出した戦いではあったが、これでようやく帝国の内乱は終息するのであった。





第一話　急に暇になったので、ウナギを焼いてみる







「これが代金だ」

「いつもありがとうございます。バウマイスター伯爵様」

「貴重なものをすまないな」

「今は在庫が少ないのでどうしてもお高くなってしまいます。もう三ヵ月もすると漁が始まりますので、ここまで高値ではないのですが……」

「いや、手に入っただけでも上出来だ」




　ニュルンベルク公爵が敗れ、長かった内乱はようやく終息した。

　内乱を起こしたニュルンベルク公爵家は改易となり、今は帝国軍が駐留してニュルンベルク公爵領を統治している。

　いまだ反抗的な領民や家臣も一部にいて帝国軍を率いるペーターは忙しそうだが、俺たちはとても暇だった。

　今はミズホ伯国軍と共に、あまり人がいない場所に駐屯している。

　たまに戦乱で破壊された街道の整備などを手伝っているが、主役は帝国軍であり、ペーターだ。

　俺たちは彼らが旧ニュルンベルク公爵領の処理を終えて帝都に戻るまで、久々に暇な時間をすごしている。

　そこで、俺は出入りのミズホ商人からあるものを購入した。

　俺はミズホ人たちからミズホ料理・ミズホ文化好きのいいお客さんだと思われていたので、馴な染じみの商人が何名かいるのだ。

「お客様、お目が高い。これは貴重な『ホッポウサンゴ』を加工した髪飾りです。ホッポウサンゴは寒い海域にすむ特殊なサンゴのため成長が遅く、大変貴重な品となっております」

「これ、ハルカさんの黒い髪によく似合うね」

「エルさん、こんなに高いものは頂けません」

「婚約指輪代わりだからさ。ハルカさん、記念の品だから遠慮しないで」

「ありがとうございます」

　商人とは抜け目のない存在であり、彼は婚約したエルにも高価な珊さん瑚ごでできた髪飾りを上う手まく売りつけていた。

「ううっ……。ハルカは、そんな高価なアクセサリーに騙だまされるような子じゃない……」

「諦めが悪いなぁ……。婚約指輪の代わりだって言ってるじゃねえか」

　エルから珊瑚の髪飾りを貰もらって喜ぶハルカを見てタケオミさんは一人歯ぎしりをし、ブランタークさんから処置なしという表情で見られていた。

「ヴェル、それはなんだ？」

　ミズホ商人がいなくなってから、エルが俺に何を購入したのか聞いてくる。

　なお、タケオミさんはまだエルに対し恨めしそうな表情を向けていた。

「少し時期からは外れているが、実はこれを買ったのさ」

「おおっ！　ウナギじゃないか！」

「これを蒲かば焼やきにして、ウナ丼にして食べる」

「いいねぇ。最高の贅ぜい沢たくじゃないか」

　この世界にもウナギは存在する。

　寒い時期は動きが悪いのであまり獲とれないのだが、ミズホ商人が捌さばいて竹串に刺した状態で売っていたのでこれを購入したのだ。

　魔法の袋に入っているので鮮度は最高だが、需要に対して供給が少ないので値段は高めになっている。

　かなりの金額を払ったが、ウナギの状態は最高で脂も乗っているように見えた。

「焼くための炭と台は準備してある。蒸し器の準備もオーケーだ。そして！」

　俺は、魔法の袋から一抱えほどの甕かめを取り出す。

　この甕の中には、下手な宝石など及ばない価値があるとても大切なものが入っている。

「ヴェル、相変わらず後生大事に持っているな」

「この『蒲焼きのタレ』ばかりは、いくら大金を積んでも手に入らないからな。どんな財宝よりも貴重な品だ」

「少し大げさな気もするが……。楽しみなのは確かだ。俺も手伝うから早く焼こうぜ」

　なぜ俺が、蒲焼きのタレを持っているのか？

　それは、伯爵になって暫しばらくしてから起こった出来事が起因している。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ヴェル様、このお店」

「川魚料理店『リバー』か……」

　伯爵になってからもうすぐ二月経とうかとするころ、俺はみんなを連れて王都に来ていた。

　用事自体はすぐに済んだのでどこかで昼食でもと思い、たまには変わったものが食べたいと言ったところ、ヴィルマがよく通っていた店が近くにあるとのことで、早速案内してもらった。

　ほどなくして着いたその店は、かなり古びた造りで歴史と伝統がありそうに見えた。

「川魚……料理、ですか」

「ヴェル様と出会う前は、ここによく川魚を卸してた」

　ヴィルマは、子供の頃からアルバイトで川魚を獲ってここに卸していたのだとエリーゼに説明する。

「材料を卸すと、無料で食べさせてもらえたから」

「ヴィルマさんは苦労していたのですね」

「お腹いっぱい食べるのは大変だった」

　ヴィルマの食べる量を考えると、相当な量を獲らなければいけなかったはずだ。

　漁の名人でもなければ満腹にはならなかっただろうから。

　ヴィルマの腕がよかったのか、店の人が優しかったのか……いや、両方だったのかもしれない。

「ヴィルマは漁が上手だったのか？」

「結構上手だと思う。でも、なかなかお腹いっぱいにならない」

「ヴィルマが常にお腹いっぱいになるほど獲れたら、その辺の魚がいなくなるんじゃないか？」

「魚種ごとの禁漁期間を守ることと、小さな魚のリリースは漁をする者の義務。そんなに都合よく獲れるはずがない」

　エルの軽口に、ヴィルマは少しだけ不機嫌そうな表情で答えた。

　しかし、まさかこの世界に自主的な禁漁期間やリリースのルールがあるとは……驚きであった。

「えっ？　そんな制限があるの？　うちの実家の領地ではそんなルールはないぞ」

「エルの故郷の人口と、王都の人口との差なんだろうな。バウマイスター騎士爵家にもそんなルールはなかったけど」

　エルの実家の領内にある川で魚を獲るのは、そこの領民たちだけである。

　獲りすぎなければ、そう簡単に漁獲資源が減るはずもないのだ。

　だが、王都周辺では魚の消費量が違うので、漁獲制限をかけないとすぐ魚が獲れなくなってしまうのであろう。

　ただ、こんな制限があるのは王国でも王都周辺のごく一部の地域と、各貴族が独自に設定しているケースだけだそうだ。

　そういえば、ブライヒレーダー辺境伯領にそんな制限はなかった。

　せいぜい、小さな魚を獲らないというマナーくらいであろうか。

　バウマイスター伯爵領に至っては、魚は山ほどいるし、動物に至っては数が多すぎるため逆に人が危なくて住めないので、容赦なく狩ってくれという状態であった。

「漁をする者は、事前に登録料と年会費が必要。払わないで密漁をした者は……」

「した者は何だ？　ヴィルマ」

「次の年に、川エビとウナギが少しだけ豊漁になる」

「えっ……。それってもしかして……」

「密漁者には天罰が下る」

「それは洒落しゃれにならないぞ……」

　さきほどの仕返しなのか？

　ヴィルマはわざと無表情なまま、エルを脅かすように密漁者の悲惨な末路を暗に語った。

「でも、王都から離れれば大丈夫。その場合は何日かかけて漁を行う」

　ただし、距離が離れると今度は魚の鮮度が問題になる。

　生かしたまま卸さないと値が下がるので、ヴィルマは獲る川魚の種類を制限していたそうだ。

「魔法の袋を使えばいいじゃないか」

「魔法の袋に生き物は入らないし、とても高価だから漁師が買えるはずがない。エルはヴェル様とずっと一緒にいるから感覚がマヒしている」

「そうだな。汎はん用ようの魔法の袋なんて、よほどの金持ちじゃないと買えないぞ」

　俺が魔法使い用の袋を簡単に使えるから誤解されるのだが、それは魔法使いにしか使えないし、使用者の最大魔力量に比例して収納可能な量が変わってしまう。

　容量が一定の汎用の魔法の袋は、入る量によって価格が恐ろしい勢いで上昇していく。

　一般庶民に手が届くものではないのだ。

「漁師も大変なんだな。それで、どんな魚を獲ってたんだ？」

「コヌルは丈夫だけど、あまり高値で売れない。ナマサは意外と死にやすいから近場でしか獲らない。ポンカメとウナギが主力」

　コヌルとは鯉こいのことである。

　洗いや鯉こくは前世で食べた経験があるが、俺はあまり美お味いしいとは思わなかった。

　ナマサはナマズのことで、これは俺も食べた経験がない。

　白身で、天ぷらなどにすると美味しいと聞いたことがあるのだが。

「ポンカメって、どういうカメだ？」

「嚙かみついて離さないやつ」

　ヴィルマに特徴を聞くと、どうやらスッポンのことらしい。

　ウナギはそのままウナギであろう。

　スッポンは美味しかったが、なぜ精力がつくと言われているのか理解できなかった。

　ウナギは、日本で上司に奢おごってもらった特上の蒲焼きが美味しかったのを今でも覚えている。

　肝吸いと肝の串焼きもとても美味しかった。

「（ウナギの蒲焼きが食いたくなったな……）どんな料理が出るのか楽しみだな」

　店先で話ばかりしていても意味がないと、早速俺たちは店に入る。

　するとまだ準備中なのか、店内には客が一人もいなかった。

「いらっしゃいませ……。あっ！　ヴィルマさんじゃないですか！　お久しぶりです！」

「久しぶりに食べに来た」

「大歓迎ですよ。さあ、お席にどうぞ」

　店の奥から出てきた四十くらいに見える店主は、最初は元気がなかったが、ヴィルマを見ると嬉うれしそうに駆け寄ってきた。

「今日は魚を卸しに来たのですか？」

「純粋に食事のために。お客さんも連れてきた」

「ええと、こちらの方々は？」

「バウマイスター伯爵様」

「おおっ！　噂うわさには聞いておりました！　伯爵様ほどご高名な方がうちの店に来てくださるとは光栄です」

　店主は、俺たちが有名人だとわかり、なんだかとても嬉しそうだった。

　もしかして、俺にサインを書いてほしいとか？

　日本の店じゃあるまいし、それはないか。

「噂に聞くと、ヴィルマさんはバウマイスター伯爵様の奥方様になられたそうで。あっ、なら魚を卸しには来ませんよね。これは失言でした。すぐに料理をお出ししますね」

　店主は俺たちを席に案内してお茶を出すと、すぐに厨ちゅう房ぼうに入って料理を始めた。

　他に店員などはいないようだ。

「そういえば、俺は川魚は……」

　苦手だったのを俺は思い出した。

　子供の頃、バウマイスター騎士爵領で食わされた泥臭い煮込みを思い出す。

　それでも、せめてウナギやスッポンならなんとかなるかもしれない。

　そういえば、ウナギの蒲焼きは存在するのであろうか？

　気になるのはそればかりだ。

「ヴェル様は、川魚は苦手？」

「食べてみないとわからない。魚の扱い方や、調理方法で全然違うから」

「このお店は、二百年以上も続く老舗だと聞いている」

　王都郊外にあり、伝統的な川魚料理を出すので古くからの客がとても多いのだそうだ。

　ヴィルマに優しかったのは、老舗だから余裕があったというのもあるのかな。

「老舗という割には、あまりというかまったく客がいないな」

　エルの言うとおりで、お昼時なのに周囲を見ても客は一人もいない。

　お休みというわけでもないようなので、それが少し気になった。

「穴場的な名店かもしれないし。エルは川魚は好きか？」

「実家の近くの川で、冬にフナやハヤを獲って焼いて食べたな。味は普通？」

　寒バヤと寒ブナは、日本でも地方によっては名物になっていた。

　今は秋なので、もしかすると美味しいフナ料理が出るかもしれない。

「イーナとルイーゼは？」

「道場では、コヌルを輪切りにしてから大鍋で煮込んで、門下生たちに振る舞うのよ。私は泥臭いから苦手だったわね」

「どんな調味料で煮込むんだ？」

「塩だけよ。栄養があるから修練のあとによく出すのよ。母や師範の奥さんたちが捌いて大鍋で煮込むの」

　鯉を味み噌そも使わずに煮るのか。

　少なくとも、俺は食べたいとは思わなかった。

「そういえば、イーナちゃんのところはコヌルだったね。うちはポンカメを捌いて煮込むんだけど、泥臭くてボクも苦手だった」

　ルイーゼの実家は、スッポンを煮込んだ鍋を門下生に出すらしい。

　ただ、泥臭いという時点で碌ろくに泥抜きもしていないのであろう。

　生姜しょうが醬じょう油ゆで煮込むはずもないので、これも俺は食べたいとは思わなかった。

「小魚の内臓を取って油で揚げたのは美味しいわね」

「小魚の方が味に癖がないからね」

　イーナとルイーゼも、あまり川魚は好きではないようだ。

　それでも、ブライヒブルクの料理屋などで出た小魚のフライなどは、好んで食べていたのを思い出す。

「エリーゼは？」

「私も少し苦手です。王都は海から遠いので、貴族家の晩ばん餐さんメニューにも川魚を使った料理があるのです。ホーエンハイム家にも伝統の川魚料理があるのですが……」

　フナを使ったパイ料理があるそうだが、あまり美味しくないのでパーティーでも手を出す人が少なく残ってしまうそうだ。

「伝統だから、仕方なく出している感じですね」

　伝統料理だから味も変えられないので、美味しく改善される可能性もないわけか。

「あれ？　俺は食べた記憶がないな」

「ヴェンデリン様は食べるものにうるさいと、父とお爺じい様から思われていますから」

　これまでホーエンハイム家の晩餐会に何度か呼ばれたことがあるが、俺の機嫌を損ねないようにと、最初から美味しくないとわかっている料理は出さなかったのだと、エリーゼは説明した。

「ヴェンデリン様は、伝統がどうのとか仰おっしゃらないので」

「確かにそうだ」

　美味しければ問題ないというか、食べるものは美味しくないとな。

「カタリーナはどうなの？」

「私ですか？　そうですわね。冒険者時代によく山の渓流で魚を獲って焼いていましたわね。獲ったばかりのイワウオとヤマウオの内臓を抜いて、塩をつけて焚たき火びでじっくりと焼くと美味しいですわよ」

「意外と贅沢なことをしているんだな」

　イワウオとヤマウオとは、イワナとヤマメのことである。王都では高級品だが、『飛ひ翔しょう』で簡単に渓流に行けるカタリーナならば手に入れるのにさほど苦労はしないはずだ。

「予備校生時代にはイワウオとヤマウオの採集で稼いでいましたので、調理も得意ですわ」

　獲ったばかりの魚を締めて魔法の袋に入れれば、新鮮なままなので高級レストランなどに高く売れる。

　俺も前に食べたことがあるが、新鮮なイワウオやヤマウオを使った料理は、平気で一皿百セント近くもする高級料理だ。

「普通の漁師や冒険者の方では、焼き干しにして持ち帰るしかありませんから」

　王都に一番近いイワウオやヤマウオがいる渓流に行くには、普通に歩けば五日はかかってしまう。

　なので、現地で内臓を抜いて焼き干しにして持ち帰るのが普通らしい。

　それなら長持ちするし、それでも一匹三十セント以上で売れるのでいい儲もうけになるのだそうだ。

　これを出だ汁しにして作ったスープや煮込みも、王都では高級料理とされている。

　ただ、山奥なので魔物はいなくても熊や狼おおかみが出る。

　だから一般人でこれを生業なりわいとしている人は少なく、味がいい渓流魚の値段は高かった。

　気軽に食べられるのは、渓流の近くに住んでいる地元住民くらいであろう。

「魚一匹で三十セントは凄すごいな」

「私は生で持ち帰れたので、魚屋やレストランが一匹五十セントで買い取ってくれましたわ」

「いいなぁ……」

　渓流で魚を獲るのは大変だと思うが、カタリーナなら『飛翔』で現地に飛んでいけるし、魔法を駆使すれば魚を獲るのも楽だったと思う。

　予備校生時代に一人で稼ぐには最適な仕事だったのであろう。

「カタリーナは、予備校生時代のアルバイトですら一人だったんだな」

　カタリーナが一人で渓流まで『飛翔』で飛んで行き、魚を獲って魔法の袋に仕舞い、食事代わりに焚火で焼いて食べる光景を思い浮かべる。












　何人かでやるとレジャーみたいで楽しいのであろうが、カタリーナに限ってそれはない。

　俺の脳裏に浮かぶ、一人で魚を獲って焼いて食べるカタリーナはとても男前であった。

「ヴェンデリンさん。私が一人で魚を獲って、あなたになにか不都合でも？」

「いいや。他の人を連れていっても足手まといだろうし、今度、獲りに行こうよ。塩焼きとか食べたいし」

「なにか引っかかりますけど……。まあいいですわ」

　ただ、同じ元ボッチとしてシンパシーを感じただけである。

　俺も子供の頃は、一人で未開地を縄張りとしていたのだから。

「そういえば、バウマイスター伯爵領にはあまり渓流はありませんわよ」

　南方にあるし、リーグ大山脈以外高い山も少ないからな。

「その代わり、バウマイスター伯爵領には海から川を遡そ上じょうするナンポウマスがいる。これを特産化すればいい商売になるかも」

　稚魚の人工孵ふ化かで漁獲資源の保護と増産を図り、燻くん製せい、味噌漬け、鮭さけとば、新巻鮭、塩辛のような保存食が作れれば輸出も可能であろう。

　世間に流通させるのに、そうそう魔法の袋だけに頼ってはいられないのだから。

「ヴェンデリンさんは、領主らしいことも考えているのですね」

「一応、伯爵だから」

「自分で一応とか言わないでほしいのですが……」

　と言われても、前世では貴族などテレビの向こうかお伽とぎ噺ばなしであったし、自分がなりたかったわけでもなく勝手に任命されてしまったので、実感などゼロに等しい。

「ヴェルって、食べ物のことだけは真面目にやるよね」

「ルイーゼ、俺は魔法も真面目に練習しているぞ」

　ルイーゼからの指摘に、俺は素早く反論した。

　俺は毎日、魔法の修練は欠かしたことがないのだから。

「マヨネーズ混ぜる魔法とか、肉や魚を熟成させる魔法とか、『わざわざこのためだけの魔法を？』というのが多いじゃん」

　マヨネーズを混ぜる魔法をバカにしてはいけない。

　混ぜるスピードや角度などが重要で、俺は試行錯誤を重ねてようやく習得したのだから。

　最初は材料を周囲に飛ばして無駄にしてしまったりと、とにかく苦労の連続だった。

「魔道具で混ぜればいいような……」

「魔道具を使うよりも、俺の魔法の方がマヨネーズの肌き理めが細かくなる。味に違いが出るんだ」

「そこまで違うかな？」

「ルイーゼ、そのわずかな差を舐なめてはいけないのだ！」

　ほんのわずかな差かもしれないが、こと料理に至っては、味に大きな差が出る可能性がある。

　その拘こだわりを捨ててはいけないのだと、俺はルイーゼに対し懇々と説いた。

「それに、こんなに役に立つ魔法はないじゃないか」

「そうかな？　例えば『ウィンドカッター』よりも？」

「当たり前じゃないか！」

　『ウィンドカッター』は敵や魔物を斬り裂くだけだが、マヨネーズを混ぜる魔法はメレンゲや生クリームにも対応しているおかげでエリーゼが美味しいデザートを作ってくれるし、ジュース作りやハンバーグのタネを捏こねるのにも応用できる。

　魔法は人の役に立ってナンボなので、俺は正しく魔法を習得しているといえた。

「人は食べないと生きていけない。この法則は不変であり、その役に立っているマヨネーズを混ぜる魔法は凄い」

「半ばこじつけのような……」

　他にも、俺の前世の仕事にも関係している。

　とにかく色々な食べ物に興味を持ち、調べて動かないと仕事にならなかった。

　その癖と、この世界の食文化はまだまだだという現実が、俺を食の探求へと誘いざなうのだ。

「本当に、食べ物のことだとヴェルは引かないよね」

「俺は食べ物のためなら、大貴族でも潰つぶす覚悟がある」

「それはやめようよ……」

　今のところは大丈夫であったが、将来、俺の快適な食生活を邪魔する貴族が出るかもしれない。

　もしそうなれば、その家を潰す覚悟くらいは必要だと思うのだ。

　ルイーゼが珍しく、反対に回っていたが。

「料理がきたみたい」

「わ───い。食事だぁ」

　みんなで話をしている間に、店主が出来上がった川魚料理を運んでくる。

　お腹が減っていたのか、エルが子供のようにはしゃいでいた。

「小魚と川エビの炒め物、コヌルのウロコ煮、フナの塩焼き、ナマサの煮込み、ウナギとポンカメの鍋になります」

　次々と料理が運ばれてくるが、この時点でイーナとルイーゼは駄目だと感じたらしい。

　下処理と味つけで消しているのであろうが、わずかに川魚特有の臭いがしてきたからだ。

「ハーブを利用して、川魚特有の匂いと泥臭さを消しているのか」

　食べてみると、意外と普通に食べられた。

　だが、美味しいかと聞かれると美味しくはない。

　不ま味ずくもないが、俺から言わせてもらうと、客が『不味くない』ものを食べるためにお金を払うわけがない。

　この店に客がいない理由がなんとなく理解できた。

「店主さん、イワウオとヤマウオは仕入れないのですか？」

「うちは、庶民的なお店ですから……」

　高価な魚は仕入れられないと、店主はカタリーナに説明した。

「ヴィルマさん、お味はどうですか？」

「う───ん。前と変わらない」

　ヴィルマはこう見えて、食べ物の味には敏感だ。

　彼女が昔と変わらないというのであれば、間違いなくそうなのであろう。

「私はヴェル様の元で色々と新しい料理を食べた。エリーゼ様の作るデザートはとても美味しい。舌が肥えてしまったので、この川魚料理は……」

「ヴィルマ、それは言いすぎじゃないのか？」

　普通に料理を食べていたエルがヴィルマを窘たしなめる。

　昔世話になっていた人に対して、それはないのではないかと思ったようだ。

「いえ。そう言われることは覚悟していたのですよ、若い騎士様」

　店主の方は、ヴィルマの指摘に怒っていないようだ。

　そう言われても当然という顔をしている。

「ヴィルマさんは味がわかる人ですからね。私の腕が衰えたと言っているわけではないのです」

「調理の腕前は、前と同じで素晴らしい」

　ヴィルマは、店主の料理の腕前を褒めた。

「確かに、川魚の弱点である臭い消しは熟練の域に達していますね。ホーエンハイム家の調理人よりも上だと思います」

　エリーゼも、店主の調理の腕前を褒めた。

「ですが、変わらない味というのは時代の流れに対して無力なこともあるのです。実際にお客さんが減っていまして……」

「前はお客さんが多かった」

「お昼時には日替わりメニューがあって、結構お客さんがいたものです。今はこの有様ですけど……」

　お昼も大分過ぎたのにやはり俺たち以外、客が一人も来ていない。

　この店の経営状態を心配してしまうほどだ。

「経営は大丈夫？」

「夜になると、古くからの常連さんがコースメニューを召し上がっていきますから。ですが、お年寄りばかりなのです」

　店主は、ヴィルマに今の店の状況を説明する。

　今この店を支えているのは、懐かしい味を求める年寄りばかりで、若い人はほとんど来なくなってしまったそうだ。

「そうか。新しい客層がまったく獲得できていないのか」

「今はなんとかやっていますけど、じきに売り上げは細っていくでしょうね」

　年寄りの客がいなくなれば、ただ売り上げが落ちていくだけだ。

　将来の見通しは明るくなかった。

「店主さん、こうなった原因はなんなんだ？　味は変わっていないのに、そう簡単に客が減るのはおかしいだろう」

　エルが、店主に客が減った原因を尋ねる。

「お昼のお客さんが減った原因は、あの料理でしょうね」

「あの料理？」

「はい。なんでも王都では、アルテリオ商会がから揚げだの串揚げだのと、新しい料理を出すお店を続々とオープンさせているそうで……」

「アルテリオ商会ねぇ……」

　店主から客が減った原因を聞いたエルの視線が泳いで、俺へと向かった。

　そしてその顔が、『お前のせいじゃん』と言っている。

「確かに、アルテリオさんに商売のネタを売ったのは俺だけど……」

　それでも、ちゃんと法に則のっとって商売をしている。

　実際に経営をしているのはアルテリオさんだが、そこは競争なので仕方がない部分だ。

　などと思っていると、突然腕を引っ張られる。

　振り向くと、そこには目を潤ませたヴィルマの姿があった。

「ヴェル様、このお店を助けて」

「えっ？　俺が？」

　確かに、アイデアなどは現代日本からのパクリで大量にあるが、そのとおりにして上手くいく保証などない。

　第一、俺にそこまでの料理の腕前はないのだから。

「私の料理の腕前では助けてあげられない。昔お世話になったから助けてあげたい」

　魚を卸していたとはいえ、ヴィルマの食べる量を考えると、この店主は彼女を食事の面で助けていたのであろう。

「ヴェンデリン様、なんとかなりませんか？」

「エリーゼ、俺はそんなに料理は上手くないんだが……」

「新しい料理を考える能力では、王宮の料理人でも勝てないと思います。私も手伝いますから」

「そうね、このまま放置するのも寝覚めが悪いし」

「このお店が蘇よみがえったら、通えるお店が増えるよ」

　イーナとルイーゼも、俺がこの店の手助けをすることに賛成のようだ。

「ヴェンデリンさん、試しにやってみればいいじゃないですか」

「試しにか……」

　このところ、領内の開発ばかりだったので、カタリーナも少し飽きがきていたらしい。

　珍しく賛成に回り、こうして俺のコンサルティング業務がスタートするのであった。




「俺は、謎のインチキコンサルタント、バウマイスター伯爵」

「インチキって、自分で言う？」

　イーナに呆あきれられてしまうが、俺のコンサルタントに対するイメージはそんなものだ。

　とにかく海千山千でピンキリだと思う。

　食材を取り扱っていた関係で飲食店関連のコンサルタントとはよく仕事をしたが、極一部に、当たり障りのないことをえせ心理カウンセラーのように顧客に語る人や、奇抜な意見イコール素晴らしいと思っている詐欺師レベルの人などがいた。

　素晴らしい人に任せれば絶大な効果があるが、駄目な人に任せればお金の無駄になってしまうばかりか、破産への一里塚である。

　おまけに腕が良くとも、景気と運の良し悪しの影響は受ける。そして極一部の良からぬ者たちの悪行と相まって、印象が悪いほうへ取られがちなのが玉に瑕きずだ。

　とまあ色々と難しい職業ではあるが、敏腕を見てきた俺の経験則から、少なくとも自身をインチキと称したのは順当だ。

「ヴェル様、ありがとう」

「面白そうだからいいよ」

　俺はヴィルマの頭を撫なでながら答える。

　それに、ヴィルマは沢山食べることだけが難点なくらいで、とても大人しくていい子だ。彼女のたっての願いなのだから聞いてあげようと思ったのだ。

「まず経営をどうするかだな」

「それは、今王都で流行しているから揚げなどにメニューを変更するとかですか？」

「いや、それは危険だ」

　現在王都では、アルテリオさんが食材や調味料を管理して卸すフランチャイズ形式の店舗が全盛を誇っている。

　儲かると思って他の店も参入しているが、材料と調味料の一括仕入れによるコストの安さと味の安定化でアルテリオ商会に勝ち切れていないのが現状だ。

　そんな状況で、かつこんな辺へん鄙ぴな場所で同じ料理を出しても、勝機などあるはずがなかった。

「このお店の売りはなんだ？」

「川魚」

「川魚ね」

「川魚だね」

「川魚ですね」

「川魚ですわね」

「川魚だな」

「という風に、エルにでもわかるくらいだ」

「おいっ！　俺はヴェルの中でどれだけバカ扱いなんだよ！」

　バカ扱いされたエルが俺に抗議した。

「この特色を利用しない手はない。から揚げという調理方法は利用するけど」

「俺は無視かよ……」

　早速、店の奥にある厨房へと向かうが、この店の店主は本当に腕がいいようだ。

　古い厨房ながらも、とても綺き麗れいに掃除されていて、包丁などの道具の手入れも完璧であった。

　魔道具ゆえに高価な冷蔵庫も完備している。

　魚を扱うので、食材の鮮度を保つためであろう。

「鶏肉ではなくて、川エビと小魚をから揚げにする」

　同じから揚げでも、この店ならば川魚のから揚げが食べられる、という風にした方が、それを求める客が増えるはずだ。

「塩で揉もんでからぬめりとウロコを取り、水気をよく切ってから粉をつけて……」

　調理方法を指示すると、店主とエリーゼが手際よく調理を開始した。

　小魚と川エビをから揚げにして皿に盛ると、とても美味しそうに見える。

「では、試食を……」

　全員で試食すると、見た目どおり美味しい。

　から揚げだから川魚特有の臭いが飛んでいるのと、思えばこの世界の川はほとんどが日本でいうところの清流レベルの綺麗さだ。

　調理方法を間違わなければ、それほど臭くないのであろう。

「ただ、川エビは綺麗な水で二、三日泥抜きした方がいいかな」

　泥抜きとは言うが、基本的には胃の中を空にするためである。

　内臓ごと揚げて食べるのに、胃の中に小魚やエビが食べたものが残っているのも嫌であろう。

「次に、フライと天ぷらを……」

　粉、つゆ、ソースなどを仕入れないといけないが、これはアルテリオさんから仕入れればいい。

　俺が再建を手伝ったと言えば、アルテリオさんも無茶は言わないはずだ。

「天ぷらも美味しいな」

　小さな魚の身を三枚に下ろし、身と野菜を混ぜて揚げたかき揚げも美味しかった。

　川エビのかき揚げなどは人気が出るはずだ。

「これをつまみに酒も出して、客単価を上げるわけです。酒は利益を出しやすい」

「ヴェル、客単価ってのはなんだ？」

「いや、そのままの意味だけど……」

　エルは、客単価という用語が理解できないようだ。

「お客さんが一人当たりいくらお金を使ったかの平均ですね」

「さすがはエリーゼ。そして、エルはバカだな……」

「うるさいやい。俺は武官担当の家臣だっつーの」

　俺にバカ扱いされたエルは、試作品であるかき揚げを食べながら少しいじけていた。

「これの調理は大丈夫ですよね？」

「はい。でも、こんな料理があるのですね」

　店主はメモを取ってから、自分も料理の試作を始める。

　さすがというか、店主はエリーゼよりも素早く綺麗にから揚げや天ぷらを仕上げていた。

「プロは凄いな……」

　一回教えてしまえば、あとは調理経験が長い店主の方が上手に作れてしまう。

　エリーゼも上手であったが、店主はその上をいくようだ。

「ヴェル様、凄い」

「結構、楽な仕事かも。ここの店主は料理の腕がいいから、新しい料理方法を教えるだけで済む」

　次に、南蛮漬けや、甘露煮、味噌漬け、味噌煮なども紹介していく。

「結局、味噌や醬油で煮ると美味しいし食べられっけど、それって味噌と醬油の味なんじゃねえの？」

「ふっ……エルは味覚がお子様だな」

「お前、今日は言いたい放題だな」

「なあ、エル。前にエリーゼが山菜を調理してくれたことがあっただろう？」

「あれは美味しかったな」

　未開地にある山地から採ってきたものを、エリーゼが調理してくれたのだ。

「エリーゼは調理前にアク抜きをしていたが、全部アクを抜いてしまうと山菜は不味くなるんだぞ」

「そうなのか？」

「はい。アクもある程度は残しておかないと、山菜自体の味が飛んでしまうのです」

　さすがは完璧超人であるエリーゼ。

　俺の意図に沿ってエルに説明してくれる。

「川魚の癖も、ほんのりと残る程度なら逆にこれを好む人もいるんだ。味噌や醬油で味つけしても、それが残れば肉の料理とはまるで違うものになるのさ」

　味の微妙なバランスは、調理人の腕次第だけど。

「でも、それだと客を選ばないか？」

「選んでなにが悪い」

「えっ！　それでいいのか？」

「いいんだ。九割が『まあ美味しいんじゃないの？』という味よりも、三割が『絶対また食べに来よう』という味だ！」

　飲食店が成功するポイントは、リピーターの確保にある。

　調理方法が陳腐すぎた川魚店で、新しい調理方法で新しい客層を摑つかむのと同時に、今日は絶対にこれを食べたいと思ってもらえるリピーター客を増やすというわけだ。

「客数が落ちたとはいえ、このお店がなんとかやってこられたのは、夜のコースを頼む常連客がいるからだ。コースメニューは客単価は勿もち論ろん、利益率も高い」

「確かにバウマイスター伯爵様の仰るとおりです。今は夜のお客さんのおかげでなんとかなっていますから」

「そうなのか。ところで、利益率って何？」

「「「「「あららっ」」」」」

　人がせっかく説明してあげたのに、エルは利益率が何なのかを理解していなかった。

　思わず、エル以外全員がずっこけてしまう。

「何って、そのままの意味じゃないの。利益が何割出たかよ」

　すかさずイーナが、エルに利益率の説明をした。

「ヴェル、難しい専門用語ばかりでわかりにくいぞ」

「専門用語でもないし、難しくもないだろうが」

　どうやら、エルに金勘定や領内の内政関連の仕事は任せられないようだ。

　この手の分野にまるで適性がないらしい。

「料理はこんな感じかな？　あとは店主さんが細かな味の加減や調理方法を確立しないと駄目だから」

「いま王都中心部ではこんな新しい調理方法が流行しているのですね。新しい調味料も素晴らしいです。早速購入して試作を繰り返しますよ。私は伝統に拘るばかりで、新しい味の創作に手を抜いていました。両方を上手く両立させながら頑張ってみます」

　店の存続に光明を見出した店主は、俄が然ぜんやる気を出したようだ。

　いいものは残しながら、新しいことにも挑戦する。

　老舗の料理屋が永遠に同じものを出していると勘違いしている人が多いが、人の味覚は時代で移ろうので、実は微妙に味を変えている店が大半だ。

　それさえ理解してくれていれば、この店はあと百年は大丈夫なはず。

「（とてもいいことをしたな、俺）あとは、何があるかな？　ところで魚はどこの生いけ簀すに？」

「池なら裏庭にありますよ」

　他にも、改善すべき点を見出した。

　店主の案内で厨房から裏庭に出ると、郊外ということもあって広めの池が複数掘ってあった。

　覗のぞき込むと、鯉やナマズが数十匹も泳いでいる。

　しかし、なぜ一部の魚だけが呼び方が日本と違うのであろうか？

　少し面倒臭い。

「池の水は綺麗ですね」

「うちの敷地から、いい湧き水が出るんですよ」

「へえ、どのくらい泥抜きをするのですか？」

「えっ？　泥抜きですか？　しませんよ。臭みはハーブで消しますから」

「アウト！」

「えっ！　駄目ですか？」

　鯉も含めて泥抜きをしないとは、いい度胸である。

　そのくらいのことならば、川魚について聞き齧かじった程度の俺にでもわかるのだから。

　というか、それをしないでもソコソコ食べられたということは、この世界の自然は本当に汚染されていないのであろう。

「地面に池を掘って、そこに入れているのは？」

「生かしておくためです」

　ただ生かしておくために池に入れているので、普通に餌をあげているらしい。

　消化器官を空っぽにするのは、調理する時に捌きやすくするためでもあるので、これでは意味がない。

　臭みは、基本的にハーブ類で消すというのが伝統だと店主は語った。

「敷地内から湧き水が出ていると聞きましたが」

「はい。それも大量に。おかげで、料理にいい水が使えるのです」

「魚の泥抜きにも使ぇ───！」

「すいません！」

　というわけで、急きゅう遽きょ、泥抜き専用の石造りの生簀を魔法で強引に作成する。

　地面に掘った池では泥臭さが抜けないからだ。

　常に湧き水が流れ込むようにして水替えの手間がかからないようにし、数十にも区切った石造りの生簀がわずか一時間ほどで完成した。

「魔法って、凄いんですね」

　店主は、広い裏庭に完成した石造りの生簀群に感動しているようだ。

「当然、指導料金は頂きますが、ここまで深入りした以上は再び人気店に戻ってもらいます」

「はい……。それで、餌をやらずに一週間ほどですか？」

「試しにそのくらいですね。細かな日数は自分で研究してください。産地とか、個体の状態で違うから。ウナギは食べる三日前くらいに、逃げられないよう籠かごに入れて上から水を掛け流せば大丈夫」

　これは、ウナギの養殖場で見たことがある。

　専用の桶おけにウナギを入れて、その上から体表が濡ぬれる程度に水を流して生かしておく。

　当然絶食はさせるが、こうすることで生簀に入れるよりも活きのいい状態を維持できるのだ。

「では、一週間後に会いましょう」

　さすがに魚の泥が抜けるまでこの店にいるわけにもいかないので、初日のコンサルティング業務はこれで終わった。




　そして約束の一週間後。

「川魚料理店ですか？　王都の郊外にあるお店ですよね？　拙者も昔、魚を売りに行ったことがありますが、なぜそんなお店の梃てこ入いれを？」

「ヴィルマに頼まれたのと、なんか面白そうだったから」

「そうですか……。領内の開発は予定よりも早く進んでいるので別に構いませんが……」

　俺の拘りを理解はできないようだが、開発の足を引っ張っているわけでもないので、ローデリヒは俺たちの王都行きに反対意見を述べなかった。

　魔の森に狩りに出かける時と同じように見送ってくれる。

　早速『瞬間移動』で川魚料理店に行くと、包丁を研ぎながら店主が待ち構えていた。

　店の入り口には『臨時休業』の札がかかっていて、俺たちに相当期待をしているようだ。

　インチキコンサルタント業務二日目のスタートだ。

「まずは、コヌルから」

　俺の指示どおり、鯉こく、うま煮、味噌焼きなどを丁寧に作っていく。

　刺身や洗いなどは寄生虫の問題などもあるので、今回はやめておいた。

　調理方法は大まかで適当なのに、店主は自分なりに上手くアレンジして作っていく。

「美味しいな」

「調理方法なのかしら？　うちの道場のは本当に泥臭くて」

「泥抜きは効果的ですね」

　元々綺麗な水にすんでいたので、泥抜きをすると臭みもなく美味しくなった。

　多分日本だと、よほど管理して養殖しないとこうはいかないであろう。

「次は、丸揚げ甘酢餡あんかけだ」

　内臓とウロコを取り、粉をつけてから低温・高温の順に丁寧に油で二度揚げした鯉に、野菜の甘酢餡をかける料理だ。

　これは、馴染みの中華料理屋でよく提供されていたと、昔両親が詳しく話してくれた記憶からのメニューである。

　調理方法はところどころ曖昧であったが、店主の経験と手て馴なれた手つきがそれらをカバーし、鯉を大きな鍋で丸揚げにしていく。

　片かた栗くり粉こは、教会経由ですでに仕入れていたようだ。

「ヴェンデリン様、これでいいですか？」

「いい味の餡だな。さすがはエリーゼ」

　二度揚げした鯉のから揚げに、エリーゼが作った甘酢餡がかかってとても美味しそうだ。

「凄い料理ですね。手間はかかりますけど」

　頭から骨ごと食べられるように長時間揚げないと駄目なので、調理に手間がかかる。

　そういえば、値段は時価と書かれていたと両親が話していたのを思い出す。

「予約制で出せばいいじゃないですか」

「大皿で、宴会で出すと盛り上がりそうですね」

　試食をしてみたが、手間をかけた分とても美味しかった。

　昔、中華料理屋でヒーローだった理由がよくわかる。

「お腹がいっぱいになりましたわね」

「カタリーナは食べているだけ」

「ヴィルマさん。ここで私に出る幕などないではありませんか。そもそも、ヴィルマさんもなにもしていませんし」

「いや、ヴィルマは裏庭の生簀から形のいい鯉を掬すくってきたけど。じゃあ、次はカタリーナがナマサを掬ってきて」

「えっ！　私ですか？」

　俺が大きな網を渡すと、カタリーナはかなり躊ちゅう躇ちょしている様子であった。

「ナマサは、少し見た目が……」

「ワイバーンも倒せるカタリーナが、なぜナマサ如ごときを怖がるんだ？」

　ナマズよりもワイバーンの方がよっぽど女性受けしなさそうなのに、カタリーナが竜を見て怖がったことなど一度もなかった。

　それなのにナマズが苦手とは、女性とはよくわからない生き物である。

「見た目が生理的に駄目なのです。ヌルヌルしていますし……」

　ヌルヌルは、女性のほとんどが生理的に苦手かもしれない。でも、よく見ると可愛かわいい顔をしているんだけどなぁ。

「カタリーナにも女らしい部分があるんだな」

「ヴェンデリンさん、私ほど女性らしい人はそういませんが」

「ええと、エリーゼとか？」

「ヴェンデリン様、ナマサを掬ってきましたよ」

　いつの間にか、エリーゼが大きな網でナマズを掬ってきた。

　エリーゼは、ナマズが平気なようだ。

「「……」」

「……はい？」

　アンデッドの方がよほど気持ち悪いので、エリーゼにはかなり耐性がついているのかもしれない。

「大将、景気よく捌いてね」

「調理人歴二十五年の腕前をご覧あれ」

　色々な料理を学べて、店主はテンションが上がっているらしい。

　まな板の上で目打ちをしてから、素早く華麗に大きなナマズを三枚に下ろした。

「ほほう。目打ちとな」

「ナマサはヌルヌルしますからね」

　店主が手際よくナマズを捌き、天ぷら、から揚げ、照り焼き、フライ、味噌仕立ての鍋などを作っていく。

「胃袋は珍味になりそうだな」

「裏返してよく水で洗ってから塩をつけて焼きましょう」

　他にも店主は、中落ちや頭、骨、肝などを包丁でよく叩たたいてから味噌を混ぜて団子を作り、汁に浮かせて団子汁を作っていた。

「味噌という調味料は便利ですね。この料理は色々な川魚で試したのですが、塩とハーブだけだと味がいまいちで……」

　店主も独自に調理方法の研究は行っていたようで、俺が言わなくても何種類か独自に料理を作っていた。

　発酵調味料である醬油と味噌の存在が大きいらしい。

「ショだと材料が同じ魚なので、あまりいい味にならないのです」

　ショは魚ぎょ醬しょうなので、魚の風味が被かぶってしまうのであろう。

「次はポンカメを調理しよう」

「あの亀を食べるのですか？」

「カタリーナの故郷では食べないのか？」

「生あい憎にくとそういう習慣はありませんでしたわね……ひっ！」

　カタリーナは、ヴィルマが生簀から掬ってきた大きなスッポンの首を店主が切り落とすのを見て小さな悲鳴をあげた。

「ワイバーンの首は魔法で平気で刎はねるくせに」

「それとこれとは別ですわ。ポンカメは見ていると可愛いではないですか」

　そういえば、日本ではペットとして飼っている人もいたのを思い出す。

　カタリーナと話をしている間に店主はスッポンを見事に解体し終わる。これを材料に俺はから揚げ、鍋、焼き、雑炊などの定番料理を紹介して作らせる。

　ここでも店主は、その腕前を生かして初めてとは思えないほど上手に料理を作っていた。

「さて、味見しようか」

　時間はそろそろ夕方になっていたので、夕食にはちょうどいいであろう。

　店は休みだし、俺たちはここに泊まって明日もコンサルティング業務を行う予定なので、店内の個室でまったりと夕食をとることにする。

「美う味まいなぁ」

　素材も調理も優れているので、川魚料理はどれも美味しかった。

　綺麗な水で育ち、泥抜きもさせたので、川魚臭さがないのがいいのであろう。

「これなら、お客さんもいっぱい来てくれます。醬油と味噌を大量に仕入れないと駄目ですね」

　出来上がった料理を出しながら、店主はとても嬉しそうだ。

「大人の味で美味しいな」

　エルも満足そうに大量の料理を食べていた。

「薄利多売でやっているアルテリオさんの大資本に挑戦しても勝利は難しいから、川魚という特徴とメニューの多彩さで勝負する。から揚げや甘露煮は店先で売ってもいいし、お昼の定食メニュー、単品と酒を楽しむ人、宴会用に数種類のコースメニューなども設定して……」

「なるほど。お客さんの目的別にメニューを設定するのですね」

「ああ。でも、人手の問題があるか」

「大丈夫です。両親と妻と子供たちがいますから」

　今は店が暇なので、奥さんは夜だけ、息子さんたちは他の飲食店にアルバイトに行っているらしい。

「お店が忙しくなるのであれば、みんなこのお店に集中してくれますとも」

「ならば、明日が本番ですね」

「明日ですか？」

「そう。明日は本番のウナギです」

　川魚料理が予想以上に美味しかったのは想定外であったが、俺がわざわざ好きでもない川魚料理を教えて作らせたのには理由がある。

　それは、この店の店主の腕前を見るためだ。

　ウナギといえばあの料理。

　技術を必要とする蒲焼きを作らせるのに値する人物であるのか？

　それを見極めるため、俺は時間を費やしてきたのだから。

「店主は、ウナギをどう料理しますか？」

「そうですね。輪切りにしてから湯通しをし、塩とハーブで煮込んで……」

「不味そう……」

　正直なところ、まったく食指が動かない。

「不味そうって……一応、この近辺の郷土料理ですけど……」

　この世界では、泥抜きもしない川魚をハーブなどで臭みを取り、塩で煮込むか焼くのが大半なのが頭にくる。

「伝統も大切だけど、新しい料理に挑戦しないと！」

　俺は、思わず店主に対し力説してしまう。

「ヴェルは、どうしてそこまで料理にうるさいんだ？」

「趣味だからかな？」

「だとしても、半分病気だな」

「間違ってはいないね」

　外野でエルとルイーゼが失礼なことを言っているが、人間食べることは大切だ。

　みんなが美味しいものを食べられれば、それだけでこの世の争いのタネは減るのだから。

「とにかく、料理を食べたら明日に備えて早めに寝るぞ」

「明日も頑張る」

「ヴィルマよ。もし明日、店主が調理人の神髄を見せたら、川魚業界に異変が起こる。店主は、『ウナギ王』と呼ばれるかもしれない」

「そんなに凄い料理を……。明日に備えて早く寝る」

「そうだな。早く寝て明日に備えよう」

　俺とヴィルマは、隣同士で毛布に包くるまりそのまま目を瞑つむる。

　場所は、店の二階にある部屋を借りていた。

「えっ？　こんなに早くから寝るの？」

　イーナが不満そうだが、明日は早朝から忙しいのだ。

　なぜなら、明日は蒲焼き作りに全力を注がないといけないのだから。

「俺は、明日も美味しいものが沢山食べられたらそれでいいや」

「私も手伝いがありますから」

「ウナギなんて、脂っこいだけであまり美味しくありませんのに……」

　エルとエリーゼは乗り気であったが、唯一カタリーナだけはウナギに苦手意識があるようだ。

「だが、明日にはカタリーナもウナギ好きになっていると断言する！」

「その自信の根拠がよくわかりませんわ……」

　その日は早めに寝てしまい、翌日の早朝。

　軽く朝食をとると、休業中の店の前庭に特設の調理スペースを作る。

　エルが主体となり、ウナギを捌くための調理台に、炭火で焼くための台も店内の設備を利用して大工仕事で仕上げていた。

「炭は焼き魚用のがあるから、あとは強火の遠火で焼ける台を作るんだ」

　ウナギを焼くには強火の遠火がいい。

　某グルメ漫画でもそう言っていた。

「それはいいけど、ヴェルの設計図が下手」

「大体わかるから問題ないだろうが」

「そんなに難しいものじゃないからな。でも、絵が下手」

　大きなお世話と思いつつも、エルは順調にウナギ焼き台を仕上げているので不問に付しておく。

「イーナ、ルイーゼ、ご飯はどうだ？」

「大丈夫だけど、こんなに炊いて大丈夫なの？」

「同感だね。ちょっと量が多くない？」

「みんなおかわりをするかもしれないから」

「自信満々ね」

　暫くすると臨時調理スペースが完成し、そこにヴィルマが湧き水で締めたウナギを大きな桶に入れて持ってくる。

「店主！　背開きで！」

「任せてください」

　ウナギをまな板の上に乗せてからナマズと同じように目打ちをし、背中から内臓を傷つけないように開いていく。

　俺だけなら完全にお手上げであったが、さすがは長年ナマズなども捌いてきたプロ。

　実に手際よくウナギを捌いた。

　内臓を取り出してから、背骨と頭も切り離して、木製の串を刺せば、あとは白焼きにするだけだ。木の串なのは、王国には竹が生えていないからだ。

「エリーゼは、タレを作ってくれ」

「はい」

　エリーゼが、醬油、味み醂りん、酒を材料に鍋でタレを煮込んでいく。

　続けて、その中によく焼いたウナギの骨と頭を入れ、暫く煮込むとこれでタレが完成だ。

「ウナギの骨と頭で出汁を取るのですね」

「このタレは重要なんだ」

　店主は丁寧に時間をかけてウナギの白焼きを作り、その間にエルはウナギを蒸すための蒸籠せいろを作製していた。

「エル、しっかり作るんだぞ」

「冒険者の仕事じゃないような気もするけど、美味そうなウナギ料理もできているから頑張るか」

　大鍋の上に載せるエル手作りの蒸籠が無事に完成し、それを使って白焼きしたウナギを蒸す。

　これで余分な油を落としてスッキリさせるのだ。

　いわゆる関東風であるが、天然物のウナギは養殖物より身が固いそうで、こちらの方がいいと聞いたことがあったのでそうしている。

「そして最後に、蒸したウナギにタレをつけて焼く」

「おおっ！　こんな料理があるとは。焦がさないように慎重にいきます」

　店主が最後の焼きを行い、ウナギの蒲焼きは無事に焼き上がった。

　あとは、炊いたご飯にもタレをまぶし、最後に串を抜いたウナギを載せれば完成だ。

「カタリーナ、あとは山さん椒しょうなんだけど」

「はいはい。ちゃんとすり下ろしましたわよ」

　蒲焼きには必須の山椒もこの世界には存在していた。カタリーナにすり下ろさせていたその粉を添えてあとは食べるだけである。

「まずは俺が試食を……」

　早速、一口分だけ口に入れるが、久しぶりに食べるウナギは天にも昇るような味であった。

　プロとはいえ、店主はウナギの蒲焼きを調理した経験がないので日本の店のものには劣るかもしれないが、これは彼が腕を上げていけばいいのだ。

　数さえこなしていけば次第に日本のものと大差はなくなり、そうすれば俺はいつでも美味しいウナギの蒲焼きを食べることができる。

「こういう食べ方があるのですか……」

　続いて、店主も試食しながらその味に感動していた。

「輪切りの煮込みよりも圧倒的に美味しい」

　郷土料理という輪切りの煮込みだが、イギリス人くらいしか喜ばないだろうな。

　俺は試食したいと思わなかった。

「これ、もの凄く美味しい！」

「もっと食べたい！」

「ルイーゼ、ずるい。食べ過ぎ」

「タレをつけて焼いている時の匂いが堪たまりませんわね。ヴェンデリンさん、量が少ないようですが……」

　最初に作られたウナギ丼は、イーナたちによって一分と保もたないですべて食べられてしまう。

「俺、一口も食ってないぞ！」

　出遅れて食べられなかったエルが文句を言った。

　もう一人、エリーゼも食べられなかったが、さすがにそのことで文句を言うようなことはしなかった。この辺は生まれの差なのかもしれない。

「店主、今日はとにかくウナギを捌いて蒲焼きを作りまくるんだ」

「練習のためですね」

「それもあるけど、最大の理由はタレだ！」

　俺は、エリーゼが作ったタレの入った大きな壺つぼを指差す。

「焼いて蒸したウナギに、タレをつけてまた焼くだろう。その時にウナギの脂や旨うまみがタレに溶け込むんだ」

「つまり、段々とタレにウナギの旨みが凝縮すると？」

「減ったら新しいタレを注つぎ足す。さすれば、このタレは徐々に旨みを増していく」

「とんでもない財産になりますね」

「火事になっても、戦争になっても、このタレさえ持っていれば店の再建は簡単に行える」

「なるほど。タレがお宝なんですね。よ───し。いっぱい焼いて腕を上げるぞ！」

　店主は急ぎ奥さんと子供たちを呼び寄せて、ウナギを大量に焼き始めた。

　彼にはすでに成人した息子が三人もいたので、四人で交替しながら捌き、串刺し、焼き、蒸しを行い、奥さんは米を炊いて丼によそい始める。

　そして、三十分ほどで追加のうな丼が完成する。

「エル、遠慮なく食うぞ」

「いい匂いだな。ウナギとご飯の組み合わせか」

　ウナギ焼き台と蒸し器をもう一組作り終えたエルは、ウナ丼を美味しそうに食べ始める。

「ウナギはしっとり軟らかで美味しいし、タレの染みた米が最高だな」

「骨を揚げたものと、肝焼きも美味いぞ」

　店主の息子に指示を出して骨煎餅と肝焼き、肝吸いなども作らせたので、これも一緒に食べながら俺は久々のウナギを楽しんでいた。

「おかわり！」

「俺もおかわり！」

　美味しいのでついおかわりをしてしまったが、さすがに三杯が限界であった。

　あとは肝吸いを啜すすり、肝焼きや骨煎餅を食べながら店主たちを見ていたが、徐々に蒲焼きを作る彼らの手際がよくなってくる。

「おかわり」

　ただし、完成した端から、すべてヴィルマに食べられてしまっていたが。

「ヴィルマ、美味しいか？」

「美味しい。これでこのお店は大丈夫だと思う」

「そうだな。俺が助言するのはここまでだ。あとの商売のやり方は店主さんたちが考えることだ」

「おかわり」

　格好よく締めたつもりなのに、ヴィルマはかまわず空の丼を店主の奥さんに差し出す。

　少し空振った気分だ。

「ヴィルマ、それ何杯目？」

「六十杯目。でも、そろそろやめる。腹八分目くらいが健康にいいと聞くから」

「うん、そうだね……」

　店主たちはまだウナギを焼き続けていたが、これは俺の計算の内だ。

　外に設置した焼き台でウナギにタレをつけて焼いていると、次第にいい匂いが周囲に広がっていく。

　ここは郊外であったが、帝都中心部に続く街道の脇なので多くの人の出入りがあり、匂いに釣られて徐々に人々が集まってきたのだ。

「『リバー』さん。それは新しいメニューか？　もの凄くいい匂いだな」

「はい。新しいウナギ料理ですよ」

「昼飯がまだなんだ。それはいくらだ？」

「ええと。今日は……」

「はい。ウナ丼は十五セントです。半分のやつは八セント。肝吸い、肝焼き、骨煎餅も五セントです」

「じゃあ、ウナ丼とやらに肝吸いと骨煎餅も付けて」

「まいどあり。お客様のご案内です」

　俺は強引に値段を決めて、客を店内の席に案内してしまう。

「バウマイスター伯爵様？」

「俺が外でウナギを焼かせた理由がわかるでしょう？」

「匂いですね」

「せっかく大量に焼いて練習するんだから、ついでに販売してしまいましょう。店主、いっぱい焼かないと」

　ウナギは匂いで食わせる。

　外でウナギを焼き続けていたので、街道を通る人たちから一定の割合で様子を見にくる人が現れ、彼らはそのままウナ丼を食べていく。

　王都に戻ってその美味しさを宣伝してくれれば、明日からもお客が沢山詰めかけるという寸法だ。

　せっかくの材料を無駄にしないための配慮でもある。

「ウナギの新しい料理か。初めて食べるけど美味しいな」

「俺はウナギの煮に凝こごりは嫌いだけど、これは本当に美味いよな」

「匂いに釣られて来て大正解だったな」

　お昼を大分過ぎても客足は途絶えず、いつの間にか店は満席になり、俺たちも注文を取ったり食器を洗ったりして手伝った。

「たまにはこういうのも面白いな」

「そうですね、ヴェンデリン様」

　学生時代に、ラーメン屋やファミレスでアルバイトをしていたのを思い出す。

　エリーゼも楽しそうに注文を取りに行ったりしていた。

「しかし、凄い客の数だな」

「ヴェンデリンさんは、妙な才能がありますわね」

　エルとカタリーナは食器を洗いながら、客の多さに感心している。

　俺に商売の才能があるというのは間違いで、本当は後出しジャンケンの類たぐいなのだが。

　この世界にウナギの蒲焼きが存在せず、たまたま俺が知っていただけ。商売で一番稼げるのは先駆者というのは間違いではなかった。

「いい匂いだな。俺はご飯は抜きで、肝焼きと骨煎餅と酒ね」

「ブランタークさん？」

「伯爵様、こんな場所で何をしているんだ？」

　ここのところ、ブライヒレーダー辺境伯の命令で別行動をしていたブランタークさんが、何食わぬ顔でウナギを注文していた。

「ちょっとしたアドバイザー的な仕事です」

「それは、冒険者の仕事なのか？」

「たまにはこういう仕事も面白いでしょう？　ブランタークさんは郊外で仕事だったのですか？」

「お館やかた様のお使いさ。しかし、また新しい料理か。どれどれ……。酒が進むな」

　ブランタークさんは、冷やした麦蒸留酒を飲みながらウナギの蒲焼きや骨煎餅を食べて満足そうだ。

「肝焼きも美味いな。ここは、酒といいツマミが楽しめる大人の店だな。今度、アルテリオを誘って……。ああ、あいつを嚙ませていないんだな」

「材料が特殊ですし、あまりアルテリオさんばかりに任せても健全な競争が起こらないでしょうし」

「それもそうか。そういえば、ここは古い川魚料理店だったよな。漁師たちとも繫つながりは深いわけだ」

「アルテリオさんだと、ウナギの仕入れで交渉が面倒でしょうし」

「そうだな。値段はここよりも高くなるよな」

　漁師たちは正式にギルドを結成していないが、結束が強くて内情はほぼギルドと変わらない。

　もし老舗であるリバーでウナギや他の川魚料理がヒットすれば、それは漁師たちの生活の向上にも寄与する。

　新規の客であるアルテリオさんよりも古い付き合いがあるリバーを優先して、いい材料を安めで納入してくれるはずだ。

「ウナギは、アルテリオを除外した方がいいか……」




「新しい商売の匂いが……って！　バウマイスター伯爵様！　俺は伯爵様の御用商人なのに！」

　どうやら今日は王都にいて、しかも素早くウナギの匂いを嗅ぎつけてきたらしい。

　話題の主のアルテリオさんは、美味しそうなウナギの蒲焼きと、店を手伝う俺の姿を見て絶句した。

「俺にも嚙ませてくれぇ───」

「ウナギの仕入れ。大丈夫ですか？」

「ううっ……。この店ほど安くは出せない……」

　面倒な漁師たちとの交渉を予想して、アルテリオさんは尻込みを始めた。

「タレの材料である醬油と味醂は、アルテリオさんがほぼ独占しているじゃないですか。ここは、顧客の商売繁盛を祝わないと」

　それに、バウマイスター伯爵領でウナギ屋を開く時に、ここの店主は骨惜しみしないで助けてくれるはずだ。

　『情けは人のためならず』である。

「この香ばしい匂いは、醬油ベースのタレなのか」

「他にも、陳腐化した川魚料理で大量に味噌を使う料理法を勧めたので注文が増えますよ」

「味噌もか！」

「このタレは他の食材でも応用可能です。蒸した鶏肉にタレをつけて焼いたものとか。ナスや豆腐などをタレで焼くと、肉や魚が駄目な人でも食べられますから」

「なるほど。それはいい手だな。初めまして、アルテリオ商会の者ですが」

　アルテリオさんはすぐに機嫌を直し、店主に挨拶をしてから、ウナ丼や肝焼きを頼んで美味しそうに食べ始めていた。

　この辺の切り替えの早さは、さすがというべきであろう。

「これならば、醬油が大量に売れる！」

　店内は相変わらず満員のままで、前庭に臨時でテーブルと椅子を置いてそこに客を誘導する有様だ。

　そして、遂ついにあの人物が姿を見せる。

「某それがしの嗅覚に美味しい匂いが入ってきたのである！　とう！」

　突然、店先に高速で着陸というか落下した物体は、王都中心部から飛んできた導師であった。

　着陸と同時に轟ごう音おんがしたので、客たちの中には何事かと丼を持ったまま店の外に出てきた人もいたほどだ。

「バウマイスター伯爵よ。なぜこういう面白い行事に某を誘わないのであるか！」

「いや……。さすがに導師にこういう仕事は……」

　王宮筆頭魔導師である導師に、飲食店の手伝いをさせるわけにはいかない。

　それは表面上の理由で、本音は導師が役に立つとは思えなかったからだ。

「試食で貢献できるではないか！」

「（それは、ヴィルマがいるから……）今度は誘いますから」

「必ず次は某を誘うのであるぞ！　さて、早速新しいウナギ料理というものを食べてみるか。ウナ丼二十杯ご飯大盛り、肝吸い十杯、骨煎餅二十、肝焼きを三十本」

「本当にそんなに食べるんですか？」

「当然である！」

　導師は自信満々に大量注文を行い、運ばれてきた料理を貪むさぼるように食べ始めた。

「大変に美味しいのである！　タレが食欲を誘うのである！」

「見ているだけで胸やけしそう……」

「導師様は小食な方」

「それは、ヴィルマに比べての話じゃないか……」

　導師の食べっぷりにエルがゲンナリとした表情を浮かべ、ヴィルマ以外はそれに賛同の視線を向けた。

「バウマイスター伯爵様のお知り合いには、凄い方々が多いのですね」

「凄いですけど、普通に美味しい料理を出していれば問題ありませんから」

　ブランタークさん、アルテリオさん、導師と、三人も続けて王都で名の通った人が来たので、店主は緊張しているようだ。

　それでも、スピードを落とさずにウナギを焼き続ける。

　なぜなら、そうしないといつまで経っても客が減らないからだ。

「明日から大丈夫ですか？」

「仕入れや人手の方は大丈夫ですよ」

　老舗というだけあって、店の規模以上に色々と融通が利くようだ。

　店主は、俺たちがいなくても大丈夫な経営体制をなるべく早く構築すると断言する。

「教えていただいた川魚料理とウナギ料理を中心に、リバーがあと千年続くように頑張ります」




　結局、夕方までにすべてのウナギが売り切れ、その日の夜は座敷で俺たちに色々な料理を出してくれた。

　俺が教えた料理が多かったが、この一週間で練習を重ねたようで味は洗練されて美味しくなっていた。

「美味いな。酒が進むぜ」

「醬油や味噌の他にも、フライ料理用のソースや甘酢餡用のケチャップなどでもこのアルテリオ商会をお願いします」

「バウマイスター伯爵。ここに出ている料理はすべて美味しいのである！　某も次からは必ず呼ぶのである！」

　無関係な人たちが三人ほどタダ飯にありついていたが、これ以降リバーは川魚料理の旗手として支店を増やし、特にウナギの蒲焼きでは他者の追随を許さず、後に店主は『ウナギ王』と呼ばれるようになるのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なるほど。これが話に出たタレか……」

「ミズホ伯国ならあると思っていましたが……」

「我が領では、ウナギは白焼きにしてワサビ醬油が定番でな」

　ウナギを焼く準備をしていると、そこに同じく暇そうなミズホ上級伯爵が家臣を連れて陣地を訪ねてきた。彼はウナギの蒲焼きに興味津々なようだ。

「竹串を刺した状態のウナギを購入したのか」

「素人だと、どうしても捌くのが難しいですからね」

　素人でも捌けないことはないが、やはりプロが捌いた品を購入した方が安全であろう。

　焼きは、素人でもなんとかなるはずだ。

「甘い！　饅まん頭じゅうに砂糖をかけた以上に甘いな！　バウマイスター伯爵よ！」

「それは確かに甘いわね」

　ミズホ上級伯爵の妙な例えに、イーナだけが一人納得した表情を浮かべる。

「ウナギは焼きにも熟練の技が必要なのだ。ふむ、一いっ旦たん蒸してからタレをつけて焼くのと、蒸さないでタレをつけて焼く方法があるのか。我が家の調理人に任せるがいい。白焼きだが、焼きには熟練の技を持つ料理人だ」

　いきなりミズホ上級伯爵に参入されてしまったが、ウナギの追加提供と、捌くのも白焼きにするのも上手なお抱えの料理人を貸し出してくれるという。これはありがたい。

　関東風と関西風の両方を調理してくれ、前者は軟らかくふっくらとしたウナギが、後者は皮がパリっと焼けてウナギのしっかりとした身が楽しめる蒲焼きが次々と焼かれていった。

　それにしても、ミズホ伯国に蒲焼きがないのは驚きであった。

　だが、日本でも蒲焼きは江戸時代中期にならないと出てこないのでおかしな話ではない。

「両方作ったので、食べ比べようではないか」

「ミズホ上級伯爵も、ウナギを持っていたのですね」

「今は時期ではないが、ウナギは力がつく食材だからな。魔法の袋に保存してあるのだよ」

　捌いて串に刺した状態で保存してあるそうで、それを取り出すと俺の指示どおり調理してご飯をよそった丼に載せてくれた。

　片方は関東風で、もう片方は関西風だ。

　タレは、リバーの店主から分けてもらっていたのでそれを提供している。

　減ったら、新しいタレを作って補充すればいい。

「暴力的に美味しそうな匂いだな。味も最高じゃないか！　今日は蒲焼きを大量に作るのだ！」

　ミズホ上級伯爵の指示でウナギの在庫が大量に放出され、それを材料にウナ丼が作られ、多くのミズホ人たちに配られていく。

「もの凄くいい匂いですね。これはバウマイスター伯爵様が？」

「そうなんだよ、ハルカさん」

「誘われる匂いですね」

　匂いに釣られてハルカも姿を見せ、作業を手伝っていたエルが彼女に駆け寄って説明をしていた。

「バウマイスター伯爵様は、なぜこうも新しい料理を思いつけるのでしょうか？」

「さあ？　前世が料理人だったとか？　ハルカさんも食べようよ」

「はい」

　そこへ、新たに匂いに釣られたアルフォンスが姿を見せる。

「新フィリップ公爵様、いいのか？」

「うちは、旧ニュルンベルク公爵領統治をあまり手伝えないんだよ。影響力が残ると、ペーター殿も後々やりにくいからね」

　フィリップ公爵家諸侯軍もあまり仕事がないのだと、アルフォンスはウナ丼を羨うらやましそうに見ていた。

「ウナギだね。帝国だと炒め物にするんだよ」

　輪切りにして茹ゆでたものを野菜と一緒に炒めるらしい。

　美味しいのかは不明である。

「戦陣で娯楽も少ないから、こういう料理は楽しそうでいいね」

「そうじゃな。これを食べて頑張れよ、フィリップ公爵殿」

「テレーゼは気楽な身分になれていいよねぇ……私も隠居したいんだけど……」

「最低、あと三十年は無理じゃな」

「それはわかってるよ……」

「泣くな、アルフォンス。特別にウナ丼を大盛りにしてやったからな」

　俺は特別に、大盛りのウナ丼をアルフォンスに差し出した。

「嬉しくて涙が出るなぁ……」

　色々な人が集まり、みんな美味しそうにウナギを食べている。

　こうしてミズホ人は勿論、帝国人の間にもウナギの蒲焼きが爆発的に広がっていくのであった。




「バウマイスター伯爵、そのタレを千リョウで売ってくれ！」

「そんな値段では売れません。これは大繁盛店リバーで大量にウナギを浸したタレなのですから」

「それを聞くと余計に欲しい！　今日はうちもウナギを提供したではないか！」

「みんなに食べさせたいと言ったのは、ミズホ上級伯爵ではないですか。俺はタレを提供して貢献しましたよ」

「こうは考えられないか？　バウマイスター伯爵のタレは、ワシが提供したウナギの旨みを吸収してさらに味がよくなった。今のタレの美味さに貢献していると。ならば、せめて半分は売ってくれても構わないのでは？」

「いやいや、この系統のタレの作り方はミズホ伯国では珍しくもないでしょう。自分で作って新しいタレから始めれば」

「それでは、我らのタレがバウマイスター伯爵のタレに後れを取ってしまうではないか」

「大丈夫ですよ。ミズホ伯国でもウナギが名物なのですから、すぐにタレが追い付きますって」

「売ってくれ。そのタレが欲しいんだ！　半分でいいから！」

「半分もなくなったら、旨みが薄まるし」

「ワシが今日提供したウナギの旨みが半分を占めるから、結局は同じではないか！」

「半分なわけないでしょう！　ウナギの有名店が毎日ウナギを焼いて漬けた貴重なタレを、俺だから譲ってもらえたのに！」

「四分の一でいいから！」

　蒲焼きの試食は大好評のうちに終わっていたが、そのあと俺とミズホ上級伯爵との間でタレの分配を巡って壮絶な駆け引きを行う羽目になる。

　結局、熱意に負けて四分の一を譲ることになり、このタレがミズホ伯国中に生まれるウナギ屋のタレの基本となるのであった。





第二話　とある貴族の隠し子騒動







「巡回治療？」

「そう、巡回治療。帝都周辺の村々には内乱で迷惑をかけたでしょう？　そこで迷惑料代わりに無料で治療を行うわけだね。教会の連中が出ているんだけど、人手不足でさ。特にエリーゼ殿にお願いしたい」




　旧ニュルンベルク公爵領の統治を残存部隊に任せ、帝国軍の主力と俺たちは帝都に帰還した。

　あとは褒美を貰もらって帰るだけだと思っていたら、ペーターからまた仕事の依頼を受けてしまう。

　内乱で迷惑をかけたから、治癒魔法により無料で治療してあげますよ、という内容だ。

　新皇帝になるペーターは、露骨な人気取りをしてでも、帝国臣民の支持を固めようと懸命なわけだ。

「私は構いませんが……」

「俺も治癒魔法はそれほど得意じゃないけど、構わないぞ」

　エリーゼがこちらを気にしながら返事をするが、俺もたまのボランティアを嫌だというほど器の小さな男ではない。

　深く考えることなく、巡回治療への参加に合意した。

「私も参加しますわ。時にこのような施しを行うのも貴族ですから」

　軽傷しか治療できないが、定期的にこういうボランティアに参加するのも高貴な者の務めだと、カタリーナも巡回治療への参加を了承した。

「そしてまた子供に『おばちゃん』扱いされる」

「ヴィルマさん、あのようなことはそう何度もありませんわ。なにしろ私は、まだ十代ですから」

　以前カタリーナは、怪我の治療をしてあげた子供におばちゃん呼ばわりされて凹へこんだことがある。

　またそうなるのではないかと、ヴィルマは指摘したのだ。

「でも、カタリーナ。子供って時に残酷よ」

　イーナの言うとおり、子供は二十歳くらいの人にも平気でおじさんとか言うからな。

　俺も前世で、大学生の頃に子供から『おじさん』呼ばわりされて凹んだ記憶がある。

「そこで、今日は戦闘があるわけでもないですし、たまにはイメチェンを図りますわ」

　そう言うや否や、カタリーナは素早くいつものドレス姿ではなく、清せい楚そなイメージの白いワンピース姿に着替えてきた。

　だが……。

「なんか変だね」

「そうね、どこか不自然なのよねぇ……」

「似合わない」

　カタリーナ渾こん身しんのイメチェン作戦であったが、ルイーゼ、イーナ、ヴィルマの評価は散々であった。

「エリーゼさんはどう思われますか？」

「ええと……似合っていますよ……」

　基本いい子であるエリーゼは、正直にカタリーナの服装が似合わないとは言えなかったようだ。

　その代わり、彼女の目が泳いでいるのを俺は確認した。

「本当にそう思っていますか？」

「ええ……」

　駄目だ。

　エリーゼは噓うそをつくのが下手だな。

「ヴェンデリンさんはどう思いますか？」

　ここで噓をついてもしょうがないか……。

「俺はファッションとか詳しくないんだけど、アンバランスに見える」

　カタリーナは服装をシンプルにしたのはいいが、髪型はいつものままだ。

　いつもの派手なドレス姿ならバランスがいいので似合うが、今は髪型ばかり目立って変……強いて言うなら髪の長いコケシみたいだな。

　この世界にコケシがあるかは知らないけど……ミズホにはあるのか？

　今度、探してみよう。

「髪も普段の縦ロールをやめてストレートにしたら？　そうすればバランスがよくなるし」

　カタリーナは美人なんだから、そこを直せば普通に似合うはずなのだ。

「髪型をですか？」

「そう」

「ヴェンデリンさん、それは不可能というものですわ」

「それって、ヴァイゲル家の家訓とかで決まっているのか？」

　彼女も貴族だから、代々家で決まっていると言われたら強制はできないな。

　貴族って、妙な拘こだわりを持つ人が多いし。

「いいえ。私の髪は癖があるので、ストレートになんてできないのです。幼い頃から色々と試行錯誤した結果、この髪型が貴族としての威厳も兼ね備えた最適の髪型だと判明したのです。髪型を変えるなんてあり得ませんわ」

　と、堂々と言い放つカタリーナであった。

「じゃあ、その服装は駄目じゃん」

「……残念ですわね」

　結局カタリーナは、普段の服装に戻してしまった。




「俺、エリーゼ、カタリーナ。三人治癒魔法使いがいればいいか……」

　残りのみんなも、護衛や暇潰つぶしで同行する予定だ。ブランタークさんは事情があって留守番。

　巡回治療するのは一つの村だけでいいそうなので、治癒魔法使いが三人もいれば十分であろう。

　そう思っていたら、なぜか導師も参加すると言いだした。

「某それがしも行くのである！」

「戦闘じゃないですよ」

「某も、覚えた治癒魔法の練習が必要なのである！」

　気持ちはわかるけど、導師の治癒魔法は相手に抱きつかないと発動しない。

　子供なら窒息してしまうかもしれないし、女性は……特に嫁入り前の人は遠慮したいであろう。

　男性も……俺は絶対に嫌だな。

「伯父様」

「なんであるか？　エリーゼ」

「伯父様には、帝国軍人への治療をお願いしたいのです」

　なるほど、なんの予備知識もない無む辜この村人が導師に抱きつかれたらトラウマだろうから、ここはまだ全員の治療が終わっていない帝国軍将兵の担当にしてしまうのか。

　巡回治療のせいで人手が不足しているだろうし、彼らは軍人だ。

　怪我が治るのであれば、筋肉オヤジに抱きつかれるくらい我慢できるはず……。

「軍人の方々にはまだ負傷者も多く、伯父様のお力に期待していると思います」

「エリーゼの言うとおりである！　某に任せるのである！」

　エリーゼが上う手まく説得してくれたおかげで、帝国に住む無辜の村人が導師の犠牲にならないで済んだ。

　怪我は治るのだし、そのくらいは我慢するのも軍人の仕事だからな。




　というわけで人員分けも終わり、俺たちは帝都郊外にある村へと向かった。

　その村は、馬で半日くらいの距離にあり、今日はそこに宿泊する予定だ。

「きっと遠いから、暇なヴェルたちに押しつけられたんだね」

　ルイーゼ、それは多分事実だろうけど、言ってはいけない。

「テレーゼもついてきたんだね」

「妾わらわは魔法は使えぬが、雑用くらいは手伝うぞ。一人で帝都に残っていても碌ろくなことがないというのもある」

　早速、ペーターの足を引っ張ろうと考える貴族が接近してこないとも限らない。

　帝都を出るまでは、俺の元を離れないというわけか。

「あなた、もう少しで目的の村に到着しますよ」

「まさか、死にそうな重傷者とかはいないよね？」

　俺の治癒魔法は中級レベル。某有名無免許医師が担当するような重傷者が来たらプレッシャーだ。

　エリーゼだけに任せきりってのも、ちょっと悪い気がするし。

「さすがに、そういう方は滅多にいないはずですけど……」




「本日は、魔法で治療を行っていただけるそうで。大変にありがたいことですじゃ」

　目的の村に到着すると、七十過ぎに見える村長とおぼしき白髪の老人が、村人たちを代表して挨拶を述べた。

「この村には、治癒魔法使いなどはおりませんで……」

　教会に神官はいても、全員が治癒魔法を使えるわけではない。

　魔法を使えない神官は薬学などを独自に勉強して薬草を配合し、それを投与する人が多い。

　田舎の村で教会が支持を得るためには、ただ説教だけしていればいいというわけではないのだ。

　だが、薬は高価であり、村は今回の内乱で経済的に困窮している。

　せっかく帝都郊外にあるのに、人の行き来が減って実入りがなくなってしまった。

　巡回治療は、臣民の救済と新政権への支持を狙って行われているわけだ。

「それでは、早速始めるとしようか」

　こういう時には、やはり治癒魔法に長たけたエリーゼに任せるのが一番効率がいい。

　この手の治療行為は王国でも多数経験あるので、エリーゼはテキパキと動いていた。

　俺とカタリーナは、エリーゼに従い軽傷者から治癒魔法で治療していく。

「慣れてきたな」

「あなた、あまり魔力を使いすぎないでくださいね」

「この村の負傷者はそんなに多くないだろう。そこまで節約を意識する必要あるかな？」

　魔力の節約を気にする必要などないような気がするのだが……。

「あのぅ……。今日、お貴族様がいらっしゃることは事前に聞いておりまして、周辺の村からも多数の患者が来ております」

「そういうことか。こんな簡単なことに気がつかないなんて……」

　いちいち全部の村を巡回するわけにもいかないので、なるべく周辺の村の住民が集まりやすいこの村が指定されたわけか。

　経験があるエリーゼは、沢山の患者が訪れることに気がついていたのだろう。

「エリーゼの負担を減らすべく、俺も軽傷と重傷の間くらいの患者を上手く引き受けて、カタリーナに軽傷者を一任してしまうか。あのさ、カタリーナ……」

　軽傷者を治療しているカタリーナを見ると、なぜかちょっと落ち込んでいるように見えた。

「どうかしたのか？　カタリーナ」

「ううっ……どうせ私はおばちゃんですわ……」

　また小さい子供からおばちゃんと呼ばれ、落ち込んでいるようだ。

「小さい子はそんなものだって。俺もきっとおじさんとか呼ばれちゃうから」

「本当ですか？」

「本当本当。俺もカタリーナと同じだから」

　ちょうど三歳くらいの子供が骨折をしていたので、治療しながら自分がどう呼ばれるか注目してみた。

　小さい子供ってのは残酷だから、俺もきっとおじさん呼ばわりのはずだ。

「お兄ちゃん、ありがとう」

「……どういたしまして」

「……」

　これは予想が外れた。

　小さいのに道理を弁わきまえたいい子だな。

　そして、カタリーナの視線が痛い。




「大分慣れてきたな」

「あの……。よろしいでしょうか？」

　数百人の治療を無事に終えていよいよ最後の患者となったが、この人は俺とカタリーナでは手に負えないのがわかった。

　患者は若い女性で特に怪我人や病人には見えなかったが、彼女の顔にはかなり目立つ火傷やけどの跡が広範囲にあったからだ。

　なんでも、数ヵ月前に火事で顔を火傷してしまったそうだ。

　命に関わるほどの重傷者ではないが、未熟な治癒魔法使いにこの手の傷跡を消すことなどできない。

「命に関わるわけではないのですが、この娘は来月には嫁入りする予定でして……」

「それでしたら絶対に、お顔は綺き麗れいな方がいいですね」

　同じ女性として、エリーゼは彼女の治療に乗り気であった。

「俺も賛成だが、どうやって治療するの？」

　実はこの火傷跡、一度治癒魔法で治したものらしい。

　火傷は治ったが、酷ひどい跡が残ってしまった。

　こういう事例は多いそうだが、ここに追加で治癒魔法をかけても火傷の跡が消えるはずもない。

　すでに治っている人に治癒魔法をかけても、それ以上よくならないからだ。

　困っていると、エリーゼが治療方法を教えてくれる。

「最初に、しなければいけないことがあるのです。切れ味のいいナイフをお願いします」

　俺がエリーゼにナイフを渡すと、彼女は火傷のある女性に声をかける。

「火傷跡を一度削るので、我慢してくださいね」

　エリーゼはそう言うと、麻酔とまではいかないが傷口にぬると痛みが和らぐ薬を火傷跡にぬり、ナイフでケロイド状の火傷の跡を削り始める。

　時おり痛みで女性が体を動かすが、エリーゼはそれを無視してすべての傷跡を削ってしまう。

　患部とエリーゼの両手は血ち塗まみれであった。

「あなた。強力な治癒魔法を」

「わかった」

　考え方としては、傷跡を削ってしまい、一から治癒魔法で皮膚を再生させるということなのであろう。

　少し多めに魔力を持っていかれたが、次第に傷口から綺麗な皮膚が再生していく。

　治療後、エリーゼが濡ぬれた布で血に塗れた患部を拭くと、火傷の跡は完全に消えていた。

「おおっ！　凄すごい」

「凄いって、ヴェンデリンさんの魔法ではないですか」

　カタリーナはそう言うが、一度傷口を削るという方法を知らなければ治療に失敗していたと思う。

「でも、綺麗に治るものだねぇ……」

　ただ治癒魔法をかけさえすれば、それですべての怪我や病気が完璧に治るわけでもないようだ。

　こういうノウハウの蓄積が、教会の強みなのであろう。

「これで安心して結婚できますね」

「ありがとうございます」

　火傷が完治した若い女性は、俺とエリーゼに礼を述べた。

「旦那さんも安心するでしょう」

「ハイディを治していただきありがとうございました。顔の火傷跡のせいで外に出るのを遠慮したり、私との結婚をやめると言い始めたりして苦しんでいたので……」

　彼女についてきた婚約者らしき男性も安あん堵どの表情を浮かべて俺たちに礼を述べた。

　こうして巡回治療は無事に一日で終了した。

　そして今日はもう暗くなったので村に宿泊することになる。

　幸い空いている民家が一軒あったので、そこを村長の許可を取って借りることにした。




「大変に申し訳ないのですが、なにもない空き家でして……」

「家具は持参しているので、お構いなく」

　ベッドも、椅子も、調理器具もすべて魔法の袋に仕舞ってあるので、俺たちは手のかからない客だと思う。

「食事くらい出してくれてもいいと思うけどな」

「内乱で帝都に近いこの村はカツカツの状態じゃ。ペーター殿がヴェンデリンを指名したのは、もてなしで村に無用な負担をかけないためじゃからの」

　ルイーゼは食事すら出さない村長に引っかかるものがあったようだ。

　しかし、内乱のせいでこの村を含めた地域の経済状態は最悪で、いくら治癒魔法をかけてあげるとはいえ、過剰なもてなしを要求したら意味がなくなってしまう。

「失礼しますだ。無料で治療していただいたのに大したお礼もできず……」

「うちの村の特産品ですだ。よろしかったら召し上がってくだせえ」

　ただ、あまりになにもしないと心苦しいものがあるようで、治療を受けた村人たちが個人個人で野菜などを差し入れしてくれた。

「新鮮なお野菜をありがとうございます」

　人格者でもあるエリーゼは礼を言い、みんなでそれを材料にして夕食を作ることにした。

　魔導コンロに大鍋をかけて『ミソシチュー』を。これはエリーゼが独自に開発した料理である。

　元日本人の俺からすると色ものに見える料理であったが、実際に食べると美お味いしい。

　パンにもご飯にも合う不思議なシチューなのだ。

「サラダの材料もありますね」

　他にもサラダを作り、魔法の袋に仕舞っていた魔物の肉を焼いたり、出来合いのデザートなども準備して夕食は無事に調った。

「テレーゼが思ったよりも戦力になっていたわね」

　手際よく野菜を切っていたテレーゼに、イーナは短期間で包丁捌さばきが上達したものだと感心していた。

「ふふん、妾は暇な時間が増えたのでな。ヴェンデリンは料理が上手な女が好きという事実に気がついた以上、それを鍛えるのは当然じゃ」

　俺の女性の好みはと聞かれると、案外節操がないように見えるが、総じてメシマズがいないのは確かだ。

　前世でもそうだったが、不ま味ずい料理が出てくるとすぐ顔に出たり会話が弾まなかったりするため、作ってくれた女性と雰囲気が悪くなってしまうことがあった。

　その結果、勘が働いてそういう女性に近づかないようになっているのかもしれない。

「テレーゼは、料理のレパートリーが少ないものね」

「それも今覚えておるわ。そういう時間があるのはいいことじゃな」

　その代わり、新フィリップ公爵になったアルフォンスは大変みたいだけど。

「今日のエリーゼさんは、さすがというか見事でしたわね。特に最後の火傷跡の治療」

「教会で習ったことですから」

　酷い火傷の跡を治癒魔法だけで消すには、多分とてつもない魔力が必要なはず。治癒魔法使い全員ができるとは思えないし、一人の患者のなんら命に影響がない火傷跡を消すのに、治癒魔法使いが大量の魔力を使ってしまうと、他の命に関わる患者の治療に影響が出てしまう。

　そこで、最初に火傷跡を削り取るといったようなノウハウが教会には蓄積されているのであろう。

　そうすることで、中級レベルでしかない俺の治癒魔法でも対応できるようになる。

　近年腐敗したと言われることもある教会だが、医療知識なども持っているので、支持も厚く便利な組織ではあった。

「エリーゼって、血を見ても動揺しないよな」

「昔から治療はしていましたから。ですが、最初に血を見た時には動揺しましたよ」

「そりゃそうだろうさ……。俺も子供の頃、初めてウサギを仕留めて血抜きをしろって言われた時、正直ビビったからな」

　エルにもそんな経験があったのか。

　俺もそうだったけど、今では戦場跡を見ても気分が悪くならなくなった。

　人間とは慣れる生き物なんだよな。

「今日のうちに治療が終わってよかったですね。明日一番で帝都へ向かえます」

「あまり長居すると、殿下に色々と頼まれるかもしれない」

　確かに、ヴィルマの指摘は正しいかも。早く褒美を貰ってバウマイスター伯爵領に帰ろう。

「お土産を買って帰るか」

「お土産は重要」

　お土産は他人のためだけにあるわけじゃない。自分のお気に入りを購入して、帰国後も暫しばらく旅行気分を楽しむためにも存在するのだ。

「そうですよね。帝国のお土産もですが、ミズホのお土産もお忘れなく」

　ハルカも日本人に似た人種のため、やはりお土産には拘る性た質ちのようだ。

　今日一日でペーターの依頼も終わったので、食後は自然と帰国への話に傾いていった。

　もうすぐ戻れる。

　お土産はなんにしようか？

　そんな話をしていたからか、またも面倒事に巻き込まれてしまった……というのは穿うがちすぎか？

「夜分に失礼します」

　突然ドアがノックされ、エルが一応警戒しながら開けると、そこには村長と十二、三歳くらいに見える少女の姿があった。

「村長さん、なにか用事でも？」

「実は、内密にお話がありまして……この子のことなのです」

「いらぬぞ。そのような振る舞いは、かえってヴェンデリンの機嫌を損なうぞ」

　テレーゼが少し怒りながら村長に向けて言った発言の意図を、俺は理解できなかった。

「（どういうこと？）」

「（内乱のせいとはいえ、治療をしてくれたヴェンデリンたちに碌な振る舞いもできぬ。そこで、あの子をというわけじゃ）」

　村一番の美しい女性を用意しました。是非一晩可愛かわいがってくださいって意味か？

「（いらねぇ……）」

　しかも、この子は若すぎる。

　そういう女性なら、普通もっと年上じゃないか？

「（今日の治療、一番の功労者はエリーゼなわけだけど、もし相手が女性ならイケメンの男性を差し出す風習とかあるの？）」

「（ヴェンデリン、お主はたまにその頭を割って中を調べてみたくなるような発言をするの……）」

　俺の発言を聞いたテレーゼは、心底呆あきれたような表情を浮かべた。

「村長、ここには妾も含め、こんなに女がおる。その手の配慮は不要だぞ」

「（テレーゼ、ちゃっかりしている）」

「（ここは言葉の綾あやというやつじゃ。黙っておれ）」

　ついでとばかりに、自分も俺の女だと言ったので、ヴィルマから突っ込まれていたが。

「いえ、そういうことではなく、この子はある貴族様の隠し子でして……」

「なんじゃ？　もう始まったのか？」

「テレーゼ、どういうことだ？」

「その子の父親が、ヴェンデリンと繫つながりを持ちたいのであろう」

　そういう意味か。

　いきなり婚姻は難しいから、庶子であるその子を俺の傍そばに置いてくれと押しつけ、バウマイスター伯爵家と関係を結ぼうというわけか。

　ようやく内乱が終わったのに、また面倒な話が舞い込んできた。

「あのぅ……そういう意味ではなく、この子はヘルムート王国貴族の隠し子でして、できれば一緒に帰国させてもらえないかな、と」

「はあ？　王国貴族の娘じゃと？」

　さすがのテレーゼも、まさかその子が王国貴族の隠し子だとは思わなかったようだ。

　珍しく驚いていた。

「村長さん、詳しい事情を聞こうか……」

　どうやら村長は、俺が王国貴族だと知ってこの子をなんとか預けたいようだ。

　詳しい話を聞くべく、村長とその子を家の中に入れた。

「フィリーネと申します。よろしくお願います」

　村長が連れてきた子を促すと、その子は自己紹介をした。

「フィリーネさんですね。ケーキはいかがですか？」

「……ええと……」

「フィリーネ、頂きなさい」

「はい！」

　まだ未成年の子が自分の複雑な生い立ちを説明できるはずもない。村長が説明を終えるまでの間、静かにケーキでも食べていてもらおうと、エリーゼがケーキとお茶を出してくれた。

　フィリーネは最初遠慮していたが、村長に許可を貰うと喜んでケーキを食べ始める。

「実はこの子の母親は村でも評判の美しい女性でして、前回の親善訪問団派遣の時、王国の貴族様のお世話をするメイドに抜ばっ擢てきされました」

　その時に、お世話を担当した王国貴族の子供を身み籠ごもった。

「……そして故郷であるこの村でフィリーネを産みました……」

　それからしばらくこの村で母一人子一人の生活をしていたが、フィリーネが幼い時に母親は病気で亡くなってしまい、その後は遠縁である村長が面倒を見てきたそうだ。

「このままこの村で生活するよりも、バウマイスター伯爵様にお縋すがりし、この子のお父君にお返しする方が、この子の将来を拓ひらくことになると思った次第なのです……」

　こんな田舎の村で、外国貴族の血を引いた娘ってのは扱いに苦慮する存在なのであろう。

　運よく王国貴族である俺が来たから、これは運命だと思って俺にフィリーネのことを頼もうと決意したわけだ。

「あれ？　実はペーターは知ってた？」

　だからこの村の担当が俺たちになったのか？

「バウマイスター伯爵様、フィリーネの出自は、私と、フィリーネと、亡くなった母親しか知りませんが……」

　偶然なのか……事実だとすると、この子は運がいい？

　俺が巻き込まれ体質なのかもしれないけど。

「ねえ。疑うようで悪いんだけど、ちょっとおかしくない？　その子、大きすぎ」

　前回帝国で行われた親善訪問団の派遣は約十一年前だ。それなのに、フィリーネは体が大きく十二、三歳に見える。

　ルイーゼの指摘するとおり、ちょっと年齢が合わないか？

「若奥様、フィリーネは今十歳なので、ちゃんと計算は合っていますよ」

「え───っ！　この子、まだ十なの？」

　俺たちもちょっと驚いたが、村長からフィリーネの年齢を聞いたルイーゼは余計にそう思ったようだ。

「ははっ。その子、ルイーゼよりも大きくてあまり年も違わないように見えるからな」

　フィリーネが実年齢よりも上に見え、ルイーゼが実年齢よりも下に見えるからだと、エルが笑いながら指摘した。

「あと一年もしたら逆転だな。ルイーゼもあと三十年くらいしたら年相応に……ウボケッ！」

　口は災いの元。

　エルはルイーゼから強烈な肘打ちを食らって沈黙した。

「フィリーネさんの年齢については納得しました。それで、証拠なのですが……」

　ここで上手くエリーゼが話を切り替えた。












　大物貴族の隠し子なんて話、実はそう珍しくもない。

　本物もかなり実在するが、その何倍も偽物がいるそうなので、そう安易に認めて連れ帰るわけにいかないというわけだ。

「証拠の品でしょうか？　こちらです」

　村長は、持参した証拠の品とやらを俺たちに見せた……。




　証拠の品によりフィリーネが王国貴族の隠し子だと証明されたので、翌日の朝、急いで帝都へと戻ってきた。

「あれ？　その子、ヴェンデリンの新しい奥さん？」

「ちゃうわ！」

　仕事を終えた俺たちを出迎えたペーターが、フィリーネを見るなりアホみたいなことを言ったので、そこは全力否定しておく。

「そうだ！　ペーターの相手をしている場合じゃなかった！」

「え───っ！　その言い方は酷くない？」




　ペーターの抗議を無視し、俺たちは今回の巡回治療に参加しなかったブランタークさんの元へと急ぐ。彼は将来の帝国を担う若き魔法使いたちへの指導があり、本人も治癒魔法が使えないので帝都に残留していた。

「ブランタークさん、ちょっと相談が……」

　俺がブランタークさんに声をかけると、彼は導師となにかを話していた。

「某が治療してやると言っているのに、断る者が多いのである！」

「内乱も終わったし、急ぎでなきゃそうなるよな」

　導師は負傷した帝国軍人の治療のため留守番をしていたはずだが、本人が思っていたよりも仕事が少なかったようだ。

　そりゃあ、すぐに治療しないと命に関わる怪我なら仕方ないが、じきに治る傷を癒いやすために導師に抱き締められる、というのは嫌だよな。一緒に治療している神官たちから同性愛を疑われると、この世界では色々と不都合もあるし。

「暇になってよかったじゃないか。お、戻ったのか伯爵様。あれ？　その子は誰だ？　伯爵様の新しい奥さんか？」

　まさか、ブランタークさんがペーターと同じことを言うとはな。

「違いますよ。この子のことでちょっと相談がありまして」

「エリーゼ殿への説得か？　俺は嫌だぞ。自分でやってくれ」

「だから、そこから離れてくださいよ。実はこの子なんですけど……」

　巡回治療を行った村で村長から頼まれて連れてきたフィリーネが、実はブライヒレーダー辺境伯の娘であるとブランタークさんに説明した。

「この子がか？　確かに、髪の色はお館やかた様と同じ……顔も似ているっちゃ似ているか……」

「だから、本物ですって。ほら、証拠です」

　村長から預かった証拠の品の中に、亡くなったフィリーネの母親が書いていた日記帳があった。

　俺たちも中身を読んでみたが、フィリーネの母親は前回帝国で行われた親善訪問団の派遣において、ブライヒレーダー辺境伯のお世話係をしていたらしい。

「前回のか？　俺は把握してねえぞ」

「某とブランターク殿は、テレーゼ様の相手で忙しかったのである！」

　そういえば、テレーゼがそんなことを言っていたよな。

　ブランタークさんと導師は、当時まだ幼かったテレーゼを連れて帝都を遊びまわっていたと。

「どうりで、毎日出かける俺にお館様がなにも言わないわけだ。むしろ喜んで送り出しておかしいとは思ったんだ……」

　うるさいお目付け役がいないのをいいことに、フィリーネの母親と逢おう瀬せを重ねていたわけだ。

「節穴」

「うっ！　否定できねえ……」

　ヴィルマからの容赦ない指摘に、ブランタークさんは反論する術すべを持たなかった。

「他にも証拠がある」

　日記だけなく、ブライヒレーダー辺境伯がフィリーネの母親に宛てた恋文に、子供ができたら自分の子供であると証明するという手紙と、ブライヒレーダー辺境伯家の家紋が記された豪華なナイフもあった。

「筆跡は間違いなくブライヒレーダー辺境伯様のもの。ナイフの家紋もそうですね。確かこのナイフって、ブライヒレーダー辺境伯家御用達の店でしか作ってくれないものですよね？」

「ブライヒレーダー辺境伯様、旅先ではっちゃけたのかな？」

「本当に、お館様はしょうがねぇなぁ……」

　ブライヒレーダー辺境伯家家臣の娘であるイーナとルイーゼにも外堀を埋められるような発言をされ、ブランタークさんは完全降伏してしまう。

「言いたくはありませんけど、最低ですわね」

　自身も貴族であり、高名な魔法使いでもあるカタリーナなどは、結構露骨にブライヒレーダー辺境伯の所業を非難した。

　口には出さないが、間違いなくエリーゼたちも同意見だと思われる。

　文系好青年に見えるブライヒレーダー辺境伯の評価が大暴落した瞬間だった。

「恋文って……ブライヒレーダー辺境伯はこういう時でも文系だよなぁ……」

　申し訳ないが中身を確認してみると、そこには『太陽のように美しい君』とか、『この胸の高鳴りを、君にどう伝えようか？』とか、見ているだけで恥ずかしい文言が書かれている。

　導師とエルも中身を見て、あまりの恥ずかしい内容にその場で腹を抱えて笑いだしていた。

　本人は真剣なのであろうが、第三者が見れば一種の喜劇で、本人にとっては公開処刑ものである。

　女性陣の冷笑と、男性陣のバカ笑いの差がシュールであった。

「『アマデウス・フライターク・フォン・ブライヒレーダーが愛いとしき君に送る、愛の詩』完全に空振ってるなぁ……」

　日記のページには、ブライヒレーダー辺境伯が自作したものと思われる恥ずかしい詩が貼り付けられていた。

　どうやら紀行文などは得意なようだが、恋文や詩などの才能は圧倒的にないようだ。

　俺には、ブライヒレーダー辺境伯の黒歴史にしか見えない。

　もし俺がこんなものを書いてそれが世間に漏れたら、間違いなく自殺を考えるであろう。

　そのくらい恥ずかしい出来の詩であった。

「ブライヒレーダー辺境伯様、詩人の才能はゼロね」

「お笑い芸人としての才能はあるかも」

「ルイーゼ、あんたねぇ……」

　イーナがルイーゼを窘たしなめたが、導師とエルはさらに大きな声で腹を抱えて笑っていた。

　エリーゼですら、笑いを堪こらえようと懸命なように見える。

「ブランタークさん、早速ブライヒレーダー辺境伯に伝えてくださいよ」

　内乱も終わり、例の装置も破壊されて移動と通信に制限がなくなったのだ。

　すぐに魔導携帯通信機で知らせてくれと、俺はブランタークさんにお願いする。

「それは伝えるけどよ。その子、お館様に会わせるまで誰が面倒を見る？」

「すぐに連れていけばいいじゃないですか」

「無茶を言うなよ、エルの坊主」

　貴族の隠し子騒動なんて日常茶飯事なこの世界において、いくら証拠があったとしても、すぐに親子面会なんてあり得ないとブランタークさんは断言する。

「そうですね。まずはブライヒレーダー辺境伯様に証拠と共に報告して、ブライヒレーダー辺境伯家側で真偽を判断しますね」

　意外にも、女性陣の中ではハルカが一番冷静だった。

　フジバヤシ家でも、過去にそういう騒動があったのだろうか？

「ないですよ！」

　タケオミさんが速攻で否定した。

「これだけ証拠があってもかぁ……なんか嫌な話だな」

「奥様方にも話して許しを得なければいけないでしょうし、主だった家臣の方々へも知らせる必要があります」

「そういうことだ。この子がブライヒレーダー辺境伯家に入ることで、立場が大幅に変わる人が出るかもしれないからな。お館様だけがオーケーすればいい問題じゃなく、事前に下交渉が必要ってわけだ。それになぁ……」

「ブライヒレーダー辺境伯様に面会させるにしても、最低限のマナーとか必要ですね」

　マナーか……そういうことに気がつくなんて、さすがはエリーゼだな。

　フィリーネの育ちを考えると、貴族の令嬢としてのマナーには疎いと見ていいだろう。

　バウマイスター騎士爵家なら全然問題ないけど、ブライヒレーダー辺境伯家は大貴族中の大貴族だからな。

「それをブランタークさんが教える？」

「いや……女の子にマナーを教えるのはできないぞ」

　ヴィルマからの問いを、ブランタークさんは全力で否定した。

「俺に女の子を預けられてもなぁ……それに……」

　ブランタークさんがフィリーネに近づこうとすると、彼女は導師の後ろに隠れてしまった。

「このおじさん、怖いです……」

「俺、嫌われちゃったみたいだな」

「ブランターク殿、残念である」

「珍しく、子供に好かれたからってよぉ……」

　それにしても、フィリーネは変わっているな。

　女性と子供ウケはそう悪くないブランタークさんを怖がり、逆に女性と子供のウケが悪い導師に懐くなんて……。

　彼女は、導師の後ろに隠れたままであった。

「某も、女性のマナーはわからないのである」

　見た目ではそう思えないが、導師は大貴族家の生まれなので、幼少の頃からちゃんと教育を受けており、その点で他の貴族から批判されたことはなかった。

　本当に意外だけど……。

「誰ぞ、暇そうな貴族かその家族にでも頼むのであるか？」

「それは駄目だ」

「であろうな」

　ブライヒレーダー辺境伯に隠し子なんて情報、なるべく他人には漏れない方がいい。

　導師は……陛下に情報が洩れるのはどうしようもないが、我々と行動を共にすることが多いシュルツェ伯爵たちには漏れない方がいい。

「エリーゼ殿、頼まれてくれるか？」

「あなた？」

「フィリーネは女の子だから、エリーゼたちが面倒を見た方がいいかも。頼まれてくれるかな？」

「それもそうですね。任せてください」

　エリーゼは、フィリーネの面倒を見ることを快く引き受けてくれた。

「私には兄たちしかいないので、妹ができたみたいで嬉うれしいですね」

「ボクとイーナちゃんも、兄と弟しかいないものね」

「フィリーネよりも、ルイーゼの方が年下に見えるけどな……うがっ！」

　再び余計なことを口走ったエルに、ルイーゼが肘打ちを食らわす。

「一日でも早く、お館様に会わせられるようにするから頼む！　それと、是非シュルツェ伯爵たちには内密に……」

「それはいいですけど……」

　わざわざあちこちに言い触らす趣味はないが、導師にバレている時点で陛下にはバレるわけで……。

　それは仕方がないと思っているのか？

「フィリーネ、帝都のジェラート屋が再開したので買ってきたのである！　食べるであるか？」

「今はケーキを食べたので、あとにします」

「しっかりしているのである！　夕食後に一緒に食べるのである！」

「ありがとうございます、導師様」

　それにしても、フィリーネは変わっているな。

　普通の子供は、導師を見ると怖がるか泣くのだが……。

「ヴェル様、隠せるものなの？」

「問題はそこですわね……」

　ヴィルマとカタリーナに言われてしまった。

　いきなり俺たちがフィリーネの面倒を見始めたら、シュルツェ伯爵たちやフィリップ、クリストフはおかしいと思うはず。

「普段はこれを着せておこう」

「メイド服」

「ヴェンデリンさんが、新しいメイドを雇ったことにするのですね」

　幸い、フィリーネはルイーゼよりも年上に見える。

　新しいメイド見習いに見えなくもない……よね？

「やらないよりはマシかも」

「ですが、ヴェンデリンさんが新しい奥さんを迎え入れたという風に思われるのでは？」

「……」

　親子再会のためとはいえ、俺にリスクが……。

　しかし、そんな心配はその日の夜のうちに終わってしまった。




「バウマイスター伯爵、その子が噂うわさのブライヒレーダー辺境伯の娘さんですか」

「速攻でバレたなぁ……」

「前回の親善訪問団には私の父も参加していましたからね。確証はなかったですけど、噂は流れていましたよ」

　シュルツェ伯爵も法衣ながら歴史ある大貴族ということもあり、フィリーネがブライヒレーダー辺境伯の隠し子であることが一発でバレてしまった。

「あそこまで特徴的な銀色の髪を持つのはブライヒレーダー辺境伯家の人間くらいでは？」

「ああ……あとで奥方様に怒られる……」

　フィリーネがブライヒレーダー辺境伯の隠し子である事実が半日と経たずにバレてしまいブランタークさんは、一人頭を抱えていた。

「ヴェル様、宮仕えは大変」

「そうだな」

　この時ばかりは、貴族でよかったと心から思う俺であった。





第三話　帝国内乱の終結







「報告？　いいよ」

　ペーターは、いつものように軽く了承した。

　いまだ帝国内乱の後始末は終わっておらず、俺たちへの褒賞も決まっていない。

　『瞬間移動』が使える今、それを待っているだけ無駄なので、一いっ旦たん、経過報告のため王城に向かうことになった。

　のだが……。




「なあ、エリーゼ。これを着ける必要はあるのかな？」

「絶対とは言いませんが、あなたは多大な戦功を挙げて王都に凱がい旋せんするので、それに相応ふさわしい格好をする必要があると思います」

　と、エリーゼから説明を受けながら、俺は身み嗜だしなみを整えられていた。

「ヴェンデリンさん、ちゃんと髪を整えないといけませんわよ」

　カタリーナが櫛くしで俺の髪を整えている。毎日の寝ぐせが酷ひどい自分の髪の手入れで慣れているのであろう。

「ヴェル様、男前になった」

「ありがとう、ヴィルマ」

「あとはこれを着けるだけかな」

「そうね、これで完成ね」

　俺は大貴族なので、普通は身嗜みを整える専用のメイドなどがいたりする。

　ところが、この一年ほど内乱に巻き込まれたせいでその辺が適当になっていた。

　内乱中なら問題ないのだが、もう内乱は終わったのでそのまま適当にしておくのはよくないと、エリーゼたちに囲まれ、おめかしをさせられていた。

「王城にいる貴族たちからバカにされるわよ」

「そうだね。身嗜みがよくないということくらいしか、ヴェルを批判できないものね」

　どんな手段を用いても、王国貴族として台頭しつつある俺を非難したい輩やからがいるというわけか。

　なんとも面倒な話だ。俺は台頭なんてしたくないんだが。

「あなた、これで完成です」

　最後にエリーゼが、俺の頭に師匠が使っていたサークレットを着けてくれた。

「……馬子にも衣装だな」

「言うと思ったぜ」

　エルの奴め……んなこたあ、俺が一番知っとるわ！

　……それにしても、この世界にも同じことわざがあるんだな。

「というかさ、そのサークレットは魔道具でもあるんだろう？　なんで今まで着けていなかったんだ？　お師匠さんとの戦闘の時、ちょっとは有利になっただろうに」

「いや、そんなに変わらないだろうな」

　同じく陛下に謁えっ見けんするため身嗜みを整えたブランタークさんが、俺の代わりにエルの問いに答えた。

「エルの坊主は、このサークレットにどんな効果があると思う？」

「魔法の威力が格段に増すとか、使える魔法の種類が増えるとかですか？」

「そこまでわかりやい効果はないな。集中力が増す魔法陣を書き込んだ宝石とかもついているが、これはおまじない程度の効果だ。なくてもアルは困らねえ。これはなぁ、普段俺たちが残った魔力を魔晶石に溜ためておくだろう？　それと同じだ」

　俺、導師、ブランタークさんなどは、魔力を込めた予備の魔晶石を魔法の袋に入れておき、なにかあった時に使用する。

　師匠は、サークレットを構成する魔晶石から必要に応じて魔力を吸い出して利用していた。

　これは、スタイルの差でしかない。

「私のカチューシャや、エリーゼさんの指輪と同じですわね」

「そういうこった」

「あれ？　なら、なぜヴェルのお師匠さんは『英霊召喚』で姿を現した時、サークレットを着けていなかったんです？　サークレットがあった方が有利に戦えると思うけどなぁ」

　確かにエルの言うとおりだ。サークレットで予備魔力に余裕があった方が戦いを有利に進められたはず。

「あくまでもこれは俺の推論だが、アルは伯爵様に自分の財産をすべて譲っている。サークレットは自分のものじゃないって認識だったから具現化しなかった。それに、ターラントにアルの格好や装備品を細かく構成できるはずがねえ。ターラントが、召喚する人間の姿格好を事細かく知っているはずがないんだから。おそらくは死者の記憶に依存する、といったところだろうよ。あとあれだ、どうせターラントは魔導飛行船の巨大魔晶石を用いた魔力供給装置を持っていたから、必要ないと思ったのかもな」

　鋭い考察だと思うけど、解答は師匠しか知らないから絶対とは言えないか。

　最後に聞いている暇もなかったし。

　しかし、ターラントの『英霊召喚』は不思議な魔法である。死者を生前の姿そのままで召喚するのだが、愛用していた武器や衣服、装飾品まで再現してしまうのだから。

「霊体は魔力の塊に近い存在なので、あなたのお師匠様が着けていたローブなども、魔力を原料に作られた魔道具に近い存在なのです。もっとも、あくまでも死者が使用していた品だから『英霊召喚』で再現できても、私たちは利用できません」

　エリーゼが詳しく説明してくれたが、魔法ってのは本当に不思議なものだな。

「魔力で好きな魔道具が作れたら便利なのに」

「ヴィルマの嬢ちゃん、少なくとも俺は、そんな魔法を使える奴を見たことも聞いたこともない」

　そんな魔法があれば便利かもしれないけど、ちょっとハードルが高いよな。

　この中で一番魔法に関する知識があるブランタークさんが知らないっていうくらいだから、今のところは存在しないのであろう。

「あなたのお師匠様が、『英霊召喚』に抵抗したとも考えられます。サークレットを装着しない状態で戦って、あなたが負けないようにした」

「それはあるかもな。アルなら、咄とっ嗟さにそのくらい思いついても不思議はねえ」

　エリーゼの答えが一番真実に近いのかも。ブランタークさんの言うとおり、師匠ならそのくらい余裕でやってしまいそうだ。

「それが真実でいいのかもしれないな」

「それはいいんだが。逆に聞くが、ヴェルはどうしてサークレットをしなかったんだ？　事前に着けていれば、ちょっとは有利に戦えたんじゃないのか？」

　エルの奴、今日は頭が冴さえているじゃないか。

　指摘されて今気がついた俺も大概だけど。

「予備の魔晶石で十分かなと」

「魔法の袋に手を入れる動作分、ヴェルが不利じゃないか」

「……」

　剣士らしい、鋭い指摘だな。

　確かに手間が増える分、不利ではあるな。

「いやあ、これを着けて戦うって……どうかな？」

　そういえば、サークレットって男性が着けていいものなのか？

　前世でサークレットを着けた男性って、俺の周りにいなかった。アクセサリーを着けることに慣れていないし、似合わないって周りから言われるのも嫌だ。

　ああ、今の俺に面と向かって似合わないって言う人もいないか。

　でも、陰でコソコソと言われるのは嫌だな。

「……というわけなので」

「そんなこと、いちいち気にする奴はいねえよ！　安全のために着けとけ！」

　俺は正直に答えたのに、エルは言い方が厳しいな。

「ヴェル、そんなことを気にしていたの？」

「気にしないでか！　師匠はイケメンだからいいけど」

　イケメンはなにを着けても似合うからな。

　師匠のサークレット姿は様になっていた……。

　俺の場合、サークレットの方が本体だと思われそうだ。

「サークレットが本体って、どこの物語よ……」

　前世で、そんなファンタジー小説があったような記憶がある。

「イーナはそう言うけどな。これを見てみるんだ！」

　俺は、素早くサークレットをブランタークさんの額に取りつけた。

「どうだ？」

　まるで、成金オヤジみたいじゃないか。その前に、おっさんにサークレットは似合わないな。

「……似合わないわね……」

「自覚はしているが、もちっと誤魔化して言えや」

　正直に似合わないと言ったイーナに、ブランタークさんが苦情を述べた。

「だろう？　次は！」

　俺たちと一緒に王宮に向かうべく、所用を終えて戻ってきた導師の額にサークレットを装着した。

　やっぱり、全然似合わない。

　みんなの表情もそう語っていた。

　導師とアクセサリーの相性は最悪だな。ぶっとい金のブレスレットとか、無意味に大きな宝石がついた指輪とかは似合うかもしれない。

　ヤクザの親分みたいで。

「アルフレッドの形見であるか？　これはバウマイスター伯爵が着けるのである！　さあ、陛下の元に向かうのである」

　導師はサークレットが似合うかなんて気にしない人なので、無造作に俺の額にサークレットを着け直した。

　それよりも、早く『瞬間移動』で王城に向かおうと言ってきた。

「わかりました」

　そんな感じで俺は師匠のサークレットを着けるようになったのだが、慣れるまで不自然な気持ちが抜けないだろうなぁ……。

　こういう時、元日本人ってのは面倒だ。




「分厚い報告書よな」

「ええ。なにしろ、ほぼ一年分ですから……」

　俺たちは『瞬間移動』で王城まで飛ぶと、クリストフやシュルツェ伯爵と協力して作成した報告書を陛下に提出した。

　俺も手伝ったが、こんなに大量のレポートは大学の卒論以来で慣れておらず、メインの執筆者はクリストフとシュルツェ伯爵となっている。

　俺もそれなりに貢献はしており、シュルツェ伯爵から『思った以上にやりますね。文官としてもやっていけるのでは？』と褒められたくらいだ。

　なお、親善訪問団でも偉い方であるはずの導師はやはり、まったく協力してくれなかった。

　あの人に、報告書の記載などを頼む方が無謀なのかもしれないが。

　エリーゼは協力してくれたのに……、血縁があっても能力は類似しないのかもしれない。

「帝国との講和条約か。結ばねばなるまい……」

　今回の帝国内乱では王国も損害を受けていたが、だからといって懲罰的な戦争をするわけにもいかない。

　一部軍部や貴族に跳ねっ返りもいたが、総合的に判断すると、損害賠償と謝罪を引き出して講和というのが一番利益が大きいであろう。

「古代魔法文明時代に使われた古いにしえの兵器か……。厄介よな」

「はい、それも内乱中に大量に出現したのが驚異的です」

　現在、開発ラッシュで国力が増大中の王国と、内乱で疲弊した帝国。

　戦争になれば、国力比で王国の方が有利だと思う人が多いはず。

　だが、もし王国が帝国に攻め込めば、多数の発掘兵器で武装した帝国軍が防衛戦を行うはずだ。

　魔法使いの数や空軍戦力で有利でも、そう簡単に勝利はできないであろう。

「疲弊した帝国の国力が上向くには時間がかかるが、以前よりも帝国は中央政府の力が強まった。内乱で戦闘経験を積んだ指揮官や兵士も多い。戦争は無謀とまでは言わぬが、適切ではない」

　今までどおり国力の増強を押し進め、帝国が経済を立て直す前に、俺たちも鹵ろ獲かくしている古代魔法文明時代の発掘兵器類の戦力化とコピーを目指す。

「長い目で見れば、帝国の中央政府が力を増したことはかの国のプラスとなろう。だが、暫しばらくは混乱を避けられぬ」

　改易が決まっているニュルンベルク公爵家の残党と、改易や減封されて不満がある貴族たちが組んで小さな反乱が勃ぼっ発ぱつする可能性が高く、暫くは王国との戦争は目もく論ろまないであろうというのが陛下の考えだ。

「数十年後、帝国が体制を立て直した頃には、王国との国力差はさらに増大しておる。その時に選択肢が多い方が、王国にとっては好ましい状況だの」

　別に王国が、武力行使を極端に恐れているわけではない。

　かといって究極の平和主義というわけでもなく、帝国を降くだすにしても長い目で戦略を考える傾向にあるだけだ。

　国力差がもっと広がれば、簡単に帝国を屈服させることも可能なのだから。

「その間にも対策は色々と打てるかの。ところでバウマイスター伯爵、帝国の新兵器とやらじゃが……」

「こちらです」

　巻き込まれた形とはいえ、俺も帝国で色々とやってしまっている。

　帝国に利する結果にもなっているので、ここはバランスを取らないといけない。

　○○部長とばかり仲良くしないで、ちゃんと○○課長ともコミュニケーションを取っておく。

　しがないサラリーマンであった俺の、組織でハブられないための心得でもあった。

「残念ながら王国の息のかかった軍勢は少なく、鹵獲品は帝国軍よりも少ないです」

　王国軍は五千人程度しかいなかったが、無理にニュルンベルク公爵軍と戦闘を行う必要がなかったため、フィリップとクリストフは、地下遺跡内で鹵獲品を得る作業に没頭していた。

　それでも人数が違うので、帝国軍ほどは確保できていない。

「それについては仕方があるまい。勇んで兵を出し、壊滅させたアホもおるからの。それに比べれば、負けなしのバウマイスター伯爵たちにケチをつける理由が見つからぬよ」

　陛下は、謁見の間の端に集まってヒソヒソ話をしていた貴族たちを睨にらみつける。

　どうやら彼らは、レーガー侯爵の息がかかった連中のようだ。

　あとは、対帝国出兵論者、俺の責任を問いたくて仕方がない連中、そんな感じであろうか？

　あんなところで陰口を叩たたくくらいなら俺に直接言えばいいのに、陛下の前でそれはできないのであろう。

「ドラゴンゴーレムのブレス発射装置は、前にバウマイスター伯爵がドラゴンゴーレムごと鹵獲しておるからの。魔道具ギルドの研究で量産は可能になっておる。拠点防衛用には使えるであろう。あとは、魔砲か……」

　古代魔法文明時代にも魔砲が存在し、それはミズホ伯国のものよりも性能は明らかに上であった。

　最後にニュルンベルク公爵が操った巨大ゴーレムの背中に装着され、カタリーナが魔法で撃ち落としたものがほぼ無傷で、他にも予備の魔砲を数十門も鹵獲していたのだ。

　どういうわけか魔銃はなかったが、これはミズホ伯国独自のものなのであろうか？

　昔は魔法使いの数が多かったと聞いているので、近接戦闘用の火力はそれで補っていたのかもしれない。

「魔刀、魔銃、魔砲、自爆型ゴーレム、他にも数多あまたの新兵器が実際に使われ、戦争のやり方が変わった。これに対応できるようになるまで、帝国と戦争をしても意味がない。下手に相手に逆襲され、戦力で勝っているのに大惨敗した無能な王と言われては堪たまらぬからの」

「ですが、帝国も運用が可能なだけです」

　修理も、軽微な故障に対するのが限界であろう。

　製造は当然無理で、構造を理解して難しい修理も可能な魔族はこちらで確保している。

　ミズホ伯国ならば将来的には同程度のものが製造可能かもしれないが、彼らは本当の意味で帝国貴族ではない。

「古より続く高度な技術と、独特の文化を持つ民族と領地か……」

「はい。彼らは安全保障政策上、帝国の自治領となったという面が大きいと思います。帝国宰相は、上う手まく吞のみ込もうと選帝侯の一人にする予定です。ですが、それでも彼らは帝国と微妙に距離を置くでしょう」

「なるほど。ならば、我が王国とミズホ伯国が友好関係を結べば色々と得じゃの」

「はい。彼らに領地的な野心が少ないという点も、友好関係を結ぶのに有利な点です」

　帝国が、獲得した発掘兵器を使ってよからぬことを考えた時、もしくは将来的に王国の国力が増して帝国を攻める余裕ができた時に。

　ミズホ伯国は、王国にとって極めて有益な同盟相手になる可能性があった。

「交易の促進、文化交流、できれば婚姻を進めて友好関係を強化する価値があるというわけじゃな？　バウマイスター伯爵」

「はい」

「その辺は、帝国と上手く交渉して我らで進めよう」

　続けて、極限鋼の件と魔族の件も話をする。

　だがその前に、一部閣僚たちと口が堅いワーレンさん以下近衛騎士団の数名を除いて、席をはずしてもらっている。

　部屋を出される貴族たちからは不満の声があがるが、陛下は俺から報告を受けると、彼らを外に出したことに納得した表情を浮かべる。

「とんでもない爆弾じゃな。まあ、極限鋼という金属に関しては、バウマイスター伯爵しか作れないのであれば、流通量のコントロールは可能であるか。バウマイスター伯爵領内で使用する量の報告と、残りはすべて王国政府に直接卸してもらおう。他国や他の貴族への直接販売は王国政府から禁止という通達を出す。加工技術が未熟で、暫くは研究と試作用以外では注文は増えぬはず。じゃが……」

「武器に使用可能ですからね」

　王国の魔道具ギルドが開発の入り口にすら立っていない魔銃と魔砲の素材を、もし極限鋼にした場合、耐久性が素晴らしいので実用化が早まる可能性があった。

「そして魔族か……」

　俺たちが捕まえて保護している魔族アーネストの存在。純粋な帝国内乱のはずが、裏で魔族の国が関与している可能性があった。

　一万年近く誰も目撃していなかった魔族が姿を見せ、伝承どおり莫ばく大だいな魔力と圧倒的な技術力を持っていたのだ。

　新たなる仮想敵国の存在に、エドガー軍務卿とアームストロング伯爵の顔が歪ゆがむ。

　今まで対帝国と、念のために国内の大物貴族の反乱のみに的を絞って立てていた防衛・侵攻計画を一から練り直さないといけなかったからだ。

　これに、新しい兵器類の開発と、それらを用いた新しい戦術の研究、部隊の再編、訓練・補給計画の見直しなどがある。

　軍務卿や軍の重鎮である以上は、そこから逃げるわけにはいかないからだ。

「なるほど、魔族の国に関する情報を集める必要があるわけじゃな」

「はい、ある程度の情報は得ていますけど……」

　魔族の国の位置や、人口、社会システム、文化などのあらましはアーネストから聞いて報告書にも記載している。

「自国の重要な情報なのに、変な魔族じゃの」

　陛下からすると、そんなに簡単に仲間の情報を漏らしてしまうアーネストが信じられないようだ。

　もしかすると、偽情報なのではと疑っているのかもしれない。

「それが、彼は民間人なので」

「民間人とな？」

「考古学者だそうで、国家や軍に仕える者ではないのです」

　リンガイア大陸の地下遺跡に興味を持ち、魔族の国は国外に出るのを法で禁じていたので密出国してニュルンベルク公爵領に到着、そこで自由に発掘作業を行うために、発掘兵器の修理や稼働に協力したという話を陛下にする。

「研究バカなのか？」

「はい。彼は自分の好きな研究にしか興味がないのです。だから、それを行うためにニュルンベルク公爵に発掘兵器を大量に渡した。そして、それをどう使うかはニュルンベルク公爵次第だと平気で言える男ですから」

　アーネストが、大陸を混乱させるために送り込まれた魔族の国からのスパイ、工作員ではという予想は誰でもするはずだ。

　だが実際には、この大陸に来てから同朋に連絡を取った形跡がまったくない。

　研究が楽しいし家族もいないということで、この数年間、発掘と研究ばかりしていたようだ。

「かえって危険な男よな。そういう輩は、突拍子もないことをするからの」

「陛下、王国で拘束しますか？」

　それならそれでいいと俺は思っている。

　扱いが面倒な奴なので、王国が請け負ってくれるのであればそれが一番いいのだし。

「う───む、バウマイスター伯爵はその魔族を抑えられるのか？」

「単独だと難しいです」

　なにしろ、向こうの方が魔力が多いのだから。

　俺、導師、カタリーナ、ブランタークさん、最低でも上級魔力保持者が四名は常時傍そばにいないと逃げられてしまう可能性がある。

「非効率な話じゃな。ワーレン、魔法使い用の牢ろう獄ごくは使えるのか？」

「いえ。多額の建設予算をかけた『魔力牢』ですが、使用する際には莫大な維持費がかかり、中級までしか対応しておりませんので……」

　魔法使いの魔法を防ぐ強固な『魔法障壁』を常時展開可能な牢屋があるそうだが、これを動かすと一日に百万セント以上の経費がかかる。

　なので、そう簡単に『悪い魔法使い』を閉じ込めるわけにはいかないらしい。

「軽微な犯罪を犯した場合は、上位の魔法使いたちを送り込んで叩きのめしてから罰金を取る。重罪の場合は、暗殺した方がコストがかからぬからの。上級、中級の魔法使いで滅多に重犯罪者は出ぬが、実はブランタークと、クリムト、バウマイスター伯爵の師匠であるアルフレッドは、極秘依頼で数名そういう魔法使いを始末しておる」

　なるほど、だからブランタークさんと導師は、内乱でも人を殺あやめるのに動揺しなかったんだ。

「王国で拘束して軟禁するとなると、大量の魔法使いを用いた常時監視が必要となるわけか……。それで、その魔族は何を望んでおる？」

「バウマイスター伯爵領は元々未開地だったので、未発見の地下遺跡だらけだそうです。これを探索、調査したいと」

「のん気な魔族よの。無理に閉じ込めても逃げられる可能性がある以上は、監視して逃げた時に捕殺した方が手間はかからぬか……。その魔族のせいで王国も被害を受けておる。賠償代わりに地下遺跡の発掘を行わせるか」

「それしか手が思い浮かびません」

　危険ではあるが、生かして利用するわけだ。

　もっとも、俺はアーネストをあまり危険視していない。

　彼に、同朋のためとか、国のためとか、望郷の念などという感情は薄く、自分の好きな研究だけしていれば満足なのだから。

「未知の地下遺跡という餌で、バウマイスター伯爵領に縛りつける。王国もそこから利益を得るしかないの。監視の人員は密ひそかにこちらでも出すとしよう」

　陛下は、アーネストを引き取るリスクを避けた。

　下手に拘束しようとして逃げられるくらいなら、俺たちに預けてしまった方がいいと判断したのであろう。

　思いっきり、俺たちに荷物を押しつけたとも言えるが。

「帝国もバカではないので、じきに魔族の存在に気がつこう。バウマイスター伯爵の元にいた方がいいかもしれぬ……」

　ニュルンベルク公爵に次ぐ戦犯だと思われるであろうが、この魔族を捕まえたのは俺たちだ。

　捕虜をどう扱うのかは捕まえた俺が決めること。他人に口出しする権利はない。それが王族や貴族のルールだ、と陛下は説明する。

「バウマイスター伯爵は今回の内乱で大活躍したようだが、同時に難儀を背負い込むの。ブランタークの言う、悪運が強いというのは事実かもしれぬ」

　陛下にまでそう言われてしまい、俺は少し落ち込んでしまう。

　確かに、思い当たる節がありすぎた。

「帝国は暫く外に兵を出す余裕もなく、我が国はその間に国力の増大と新兵器の配備を行う時間もできた。一回負けたが、帝国の犠牲に比べればマシだの。バウマイスター伯爵の意見を是とする。バウマイスター伯爵たちからの報告書の分析と、これからの方針決定に時間がかかる。別口で帝国に外交交渉団を送るので、バウマイスター伯爵とシュルツェ伯爵は引き続き帝国で情報の収集を行ってくれ」

「畏かしこまりました」

　政治的な案件なので、俺たちが戻ってきて報告したからといってそう簡単に講和交渉にはならないようだ。

　帝国への残留を命じられたが、俺には他にしなければいけないこともあった。

「久しぶりに、自分の領地に戻りたいのですが……」

「移動魔法が復活したのであれば、それは自由にして構わぬよ。バウマイスター伯爵領は、この一年で大分様変わりしておるらしいが」




　報告と一部極秘命令を受けてから陛下に許可を貰もらい、俺はエリーゼたちを連れてバウマイスター伯爵領へと魔法で飛ぶ。

　するとそこは、領主館を中心とした町並みが一年前の数倍に広がり、多くの人たちで賑にぎわっていた。

「あなた、凄すごいですね」

「浦島太郎状態だな」

「うらしまたろう？　どちら様なのでしょうか？」

「昔の本の人」

「ミズホには、そういう名前の方がいそうですね」

「そうそう、ミズホの昔話の人だった」

　昔の日本の童話ですと言うわけにいかず、俺はミズホ人の名前だと誤魔化した。

　この一年で様変わりしたバウルブルクの町並みを見ながら屋敷に向かうと、正面門から一年前とまるで変わっていないローデリヒが恐ろしい勢いで飛び出してきた。

　突然のことに、正面門に配置されていた二名の警備兵が反応できず目を丸くさせている。

「お館やかた様ぁ───！　この一年と少し、お館様のご尊顔を拝むことも叶かなわず、拙者は大変に心配しましたぞぉ───！」

「またかぁ───！　折れるぅ───！」

　俺は再び、感極まったローデリヒから容赦のないサバ折りを食らってしまう。

　相変わらず、加減を知らない締め方だな……。

「ふんが！」

　が、二度目なのでなんとか自力で脱出した。

「ローデリヒさんの得意技が出た」

「エルさん、あの方は家宰の方ですよね？」

「うん。たまに感情が暴走すると、ああなるんだ」

「凄い方ですね……」

　感極まったとはいえ、主君をサバ折りする家臣。

　確かに、凄いかもしれない。

「もの凄く有能な人なんだけど……」

「すみません、私にはまだそうは見えません……」

「だよなぁ……」

　エルとハルカが冷静にローデリヒについて話をしていると、そこにもう一人、よく顔を見知った人物が姿を見せる。

「エーリッヒ兄さん！」

「久しぶりだね、ヴェル。帝国の内乱では活躍したと聞いたけど」

　一年ぶりに会うエーリッヒ兄さんは、やはりイケメンのままであった。

「気苦労も多かったですけどね。それよりも、エーリッヒ兄さんはなぜバウマイスター伯爵領に？」

「お手伝いさ」

　王国が支援をする南方バウマイスター伯爵領の開発において、領主が帝国内乱に巻き込まれて一時行方不明になるという事態が発生した。

　その隙を狙ってかは知らないが、妙な貴族が複数蠢しゅん動どうしていたようで、陛下がエーリッヒ兄さんに手伝いを命じたそうだ。

　この一年ほど、バウマイスター伯爵領に出張してローデリヒの補佐をしてくれたらしい。

「最初はそれなりに忙しかったんだけどね。ヴェルが健在で内乱で活躍中という報告が入ったら、妙な連中は大人しくなった。ヴェルが戻ってきた時に、手を出していることがバレると報復されると思ったようだよ」

　ここ暫く紛争くらいしかない王国において、本気の戦争で大量に敵兵を討った俺たちは畏い怖ふの対象になっているそうだ。

　隙を突いて人の財布に手を突っ込もうと考えるような輩からすれば、俺はエドガー軍務卿やアームストロング伯爵以上に怖い存在に見えるらしい。

「それでも、拙者は大いに心配しましたぞ！」

「すまんな、ローデリヒに全部任せてしまって」

「いえ、これでようやくお館様が戻ってきてくれると思えば……」

　まだ帝国での仕事が残っているのでもう少しだけ任せると伝えたが、魔導携帯通信機も復活したので自由にローデリヒと話せる。

　領地に関する報告も受けられるし、エーリッヒ兄さんもいるので安心というわけだ。

「すいませんが、もう少しお任せしていいですか？」

「私は問題ないよ。陛下から、正式に命令されて行っている仕事だから」

「お館様には、帝国関連の仕事が残っているのですな。奥様たちとの帰還を心待ちにしております」

　二人にバウマイスター伯爵領のことを任せると、俺たちは再び帝国へと移動するのであった。




「やれやれ、ヴェンデリンも困ったことをしてくれたね」

「そうか？」

「言ってみただけだけどね。意外と多いんだよ、ヴェンデリンへの非難が」

　王国での用事を終えて帝国に戻ってくると、忙しそうに働くペーターが俺を呼び出した。

　用件を聞くと、俺が反乱軍の兵士たちを降伏させた時、ニュルンベルク公爵の首を切り落として曝さらさなかったことが問題になっているようだ。

「もっと他に、重要な問題があると思うけど……」

　極限鋼のこともあるし、それよりもニュルンベルク公爵の首はいらないと思っていたのに、結局彼を討ったのは俺たちであったという件もだ。

　勲功第一位が外国人である俺たちになってしまったので、嫉妬と引き降ろしを兼ねての非難という側面もあるのであろう。

　アーネストの件については、まだ隠し通せていると思う。

　どうせ、すぐにバレるだろうけど。

「ヴェンデリンがニュルンベルク公爵の遺体を丁重に扱ったからこそ、大半の反乱軍は素直に降伏してくれた。もし首を曝していたら彼らは暴発していたかもしれない。でも、その処置を温ぬるいという貴族も多くてね。本当に、皇帝の座は面倒の塊だね」

　反乱軍にとってニュルンベルク公爵はいい主君であったから、その遺体を丁重に扱った帝国軍にすぐ降伏してくれたのだ。

　俺たちを非難している連中も、それはわかっているはず。

　ところが、彼らからすればニュルンベルク公爵の家臣たちは暴発してくれた方がよかったのだ。

　討てば勲功になるし、さらに、降伏した反乱軍が帝国軍に吸収されれば自分たちの席が減るという現実もある。

　今の帝国軍は、かなり無理をして編成されている。

　その再建に、優秀な人材が多い旧ニュルンベルク公爵家諸侯軍の軍人たちは必要というわけだ。

「皇帝の座は、自分で望んだんだろう？」

「まあね。それで、用事は報酬に関してなんだけどね」

　帝国の財政は、思ったよりは悪くないのだそうだ。

「ニュルンベルク公爵や反乱軍に積極的に与くみした貴族の領地と財産を没収したからね。帝都から持ち去った財貨や物資も大半が確保できたし」

　ペーターがテレーゼを強制引退させた時に、前皇后たちにつこうとした無能な貴族たちの財産や領地も没収している。

　以上のような理由で、俺に支払う報酬は確保できるそうだ。

「ただし、二十年分割でね」

　戦後復興と、新しい経済政策も実行するので予算の確保は必須のようだ。

「だと思ったよ」

「その気になれば一括でも払えるけど、そうすると帝国政府がなにもできなくなってしまう。すまないけど」

「払ってくれるならいいけど」

「払うよ。払わないと、ヴェンデリンが王国軍を率いて押しかけてきそうだし」

「俺はそんなに野蛮じゃない」

　出兵の前に、ちゃんと請求くらいするさ。

「ヴェンデリンがそう思っても、家臣たちが許せなくてそういうことになるケースって多いから。王国からすると侵攻の理由になるからね。ちゃんと王国との講和の席でも約束するから」

「律儀なのな」

「国や貴族同士の交渉では、表面上は誠実さは必須だよ。勿もち論ろん裏ではドロドロだったりするけど。早くヘルムート王国と講和を結んで、交易の規模の拡大に、戦後復興もしないといけないしね。予算はなんとか確保できそうだし、帝国は直轄地が増えて中央の力が増した形になった。期せずして、ニュルンベルク公爵の政策が、彼の敗北で叶えられたわけだ」

　俺もペーターも、なんという運命の皮肉だと思ってしまう。

「ニュルンベルク公爵が最後に語った話はテレーゼ殿から聞いた。あの、貴族のお手本のようなニュルンベルク公爵が貴族になりたくなかったなんて。ああいう有能すぎる人も考えものだね。装うのが上手すぎる」

「その無茶が、彼を勝ち目のない内乱に導いたとも言える」

「無意識下の破滅願望か……。人間とは本当に複雑だね。ところで……」

　これ以上ニュルンベルク公爵の話を続けても仕方があるまいと、ペーターは別の話題を振ってくる。

「テレーゼ殿を預かってくれるそうで？」

「預かるというか、本人の移住希望を受け入れるだけだ。しかし、いいのか？」

「僕としては、ありがたいことだと思っているよ」

　それはそうであろう。

　今のペーターにとって、テレーゼは一番の政治的なライバルなのだから。

　彼に蹴落とされるまでは、テレーゼは解放軍のトップとして特に大過なくニュルンベルク公爵と戦っていた。

　帝都解放も、本来テレーゼの手柄なのだ。

「彼女本人は皇帝の座にまったく未練がない。けど、彼女を神輿みこしにしようとする連中が出るかもしれない。悪いことに彼女は未婚だしね」

　大物貴族が、自分の息子なりをテレーゼの婿として派閥を形成する。

　もしこれが行われれば、為政者であるペーターは非情の決断をせざるを得ない可能性も出てくるのだ。

「個人的には、テレーゼ殿はうら若き女性でもある。そういう決断はしたくないね」

「ペーターの奥さんにすれば解決じゃないか？」

　実は、それが一番てっとり早い解決方法である。

　双方に愛情があるかとかそういう話は、貴族や皇族なのでまったく必要ないのだから。

「それで、夫婦で政治的に張り合う日々を送れと？　僕には、僕のエメラが傍にいれば十分だから」

「殿下、私は殿下のものではありません」

「またまた。エメラの恥ずかしがり屋さん」

「事実を述べただけです」

　エメラは相変わらず無愛想だが、必ずペーターの傍にいて彼を嫌っているわけでもないようだ。

　やはり、彼女はツンデレさんなのだ。

　俺たちの前では、絶対にデレは見せてくれないのであろうが。

「あっ、そうだ。他にもいくつかあったんだ」

　ペーターの話は続き、まずは俺の帝国領内の移動についてであった。

「ヴェンデリンは帝国の名誉伯爵でもあるからね。制限をかける理由がないんだよ。自分と家族と護衛くらいなら問題ない。軍勢を連れて移動されると問題だけど」

　この名誉伯爵という爵位だが、建前は功労者である俺への褒美である。

　現実は、外国人貴族である俺に大功を立てられてしまったので、ペーターが帝国に上手く取り込むから敵視しないでね、ということであった。

　名誉つきなので一代限りであるし年金も出るので損はしないが、今度は俺が王国貴族から帝国に与したのではないかと疑われる諸もろ刃はの剣つるぎでもある。

　しかし褒美を断るわけにもいかず、俺に新しい柵しがらみができた。

　帝国領内を自由に移動できるという利点はあるのだが。

「『瞬間移動』では、軍勢の移動は無理だよ」

「ならいいさ。交易についてだけど、一部禁輸品を除けば直轄地では帝国の法に、貴族領ならその貴族家が制定した法に従っての購入だね。関税とか、掛けている貴族領もあるから」

　両国共に、貴族領とは一種の自治領なので、関税を掛けるか掛けないかは領主が決めている。

　とにかく収入が欲しいと普通に掛けていたり、それよりも流通量が増えることを重視して掛けていなかったりと、貴族ごとにそれぞれというわけだ。

「それは王国と同じだな」

「あとは、王国との講和案の草案をヘルムート三十七世陛下に届けてほしいかな。今専門家に作らせているけどね。それを元に条件のすり合わせもあるだろうし」

「わかった」

「戦後処理の多さに眩暈めまいがするね。なるべく早く皇帝選挙も行わないと駄目だし」

「選挙をするのか？」

「他に立候補者がいないから、ただの信任投票だけどね」

　今回の内乱後、選帝侯家で生き残ったのはわずか二つ、それにミズホ伯国も加わるが、彼らは皇帝選挙には永遠に出馬しないと宣言している。

　結局ペーターしか立候補しないので、選挙はただの信任投票になってしまうそうだ。

「選挙をする意義は、形式だけなんだろうけど」

「世の中には、形式を重んじる人が多いけどな」

「そういうわけさ。ヴェンデリンは今日はこれからどうするんだい？」

「テレーゼの屋敷に行く予定だ。移住の件の打ち合わせとかな」

「そうだね。そういうのは早い方がいい」




　ペーターの元を辞した俺は、その足でテレーゼの屋敷へと向かった。

「妾わらわは平穏で暇な時間を満喫中じゃ。移住に関しても、もう荷造りは済んでおるからの」

　テレーゼの屋敷に行くと、彼女は庭に出した椅子に座ってノンビリとお茶を飲んでいた。

「もう荷造りを？　早いな」

「夜逃げでもあるまいし、そんなに荷物などいらぬ。フィリップ公爵家の紋章が入っているような品は、すべてアルフォンスに返したからの。必要なものがあれば、向こうで買えばよいのじゃ。その方が、ヴェンデリンの領地が潤うからの」

　自分は、もうフィリップ公爵家の人間ではない、と周囲に表明するため、テレーゼは自分が持っていた紋章入りの品をすべて処分してしまったそうだ。

「あのフィリップ公爵家秘伝の魔道具は？」

　当主しか持てない魔法の袋に入っていた品だが、まだ他にも色々と入っているとテレーゼからは聞いていた。

　さすがに、アルフォンスに返さないと駄目だと俺は思うのだ。

「勿論返した。『フィリップ公爵家秘伝の魔道具が、ニュルンベルク公爵を討ち取るのに大いに役に立った』とペーター殿にも伝えての」

　テレーゼが勝手に使ってしまったが、魔道具はフィリップ公爵家のものであったから、それらを提供したフィリップ公爵家の功績も大きい。

　ということにして、上手くニュルンベルク公爵討伐の功績をフィリップ公爵家に譲ってしまったそうだ。

　今のテレーゼには功績など邪魔で、それを新当主となったアルフォンスに譲ったというわけだ。

「おかげで、荷物は少ないぞ」

　大きなトランクとバッグが一つ。

　そして随伴は若いメイドが一人だけだとテレーゼは語る。

「本当は一人で行く予定だったのじゃが、今、妾の屋敷にいるこのメイドは家族もおらぬから、外国でも構わぬらしい。次の職があるかわからぬみたいだし、この娘は妾が面倒を見る。向こうで婿を探してやらねばの」

　テレーゼは、傍に控える若いメイドに視線を送りながらそう答える。

「そういう考え方は、やっぱり貴族だな」

「そう簡単に今までの癖は抜けぬよ。ところで、少し買い物に付き合ってくれぬか？　まったく準備なしというわけにもいかぬ」

「付き合いましょう」

　俺とテレーゼは、屋敷を出て買い物へと出かける。

「どうだ。似合うであろう？」

「よく似合うな」

　テレーゼは平民の若い女性がよく着る服装に着替え、俺もそれに合わせて衣装を替えた。

　一見、平民の若い恋人同士がデートをしているようにも見える。

「もう賑わっておるの」

　内乱が終結した事実は、すでに帝都中に公表されている。

　いまだに戦後処理は続いているが、すでに戦地ではない帝都では多くの人たちが楽しそうに買い物などを楽しんでいた。

「こういう光景を見ると、妾も少しは苦労した甲か斐いがあるのかの」

「前半戦の功労者だからな」

「後半は、ペーター殿に出し抜かれたがの」

「それについては、すまんとしか言えないな」

「別に妾は気にしておらぬ。権力者に正義もクソもない。負けた奴が悪いのじゃ。それに妾はこうして生きておる」

　テレーゼが、俺に腕を絡ませながら自分の考えを述べる。

「マックスは自分の本当の考えを最後まで上手く心の奥底に仕舞えた。妾は駄目じゃった。最高権力者になるのを避けたいという感情を、完全に隠せなかった」

　そういう部分が隙になって自分は敗れたのだと、テレーゼは語る。

　そして、自分は今の状況を悪く思っていない。

　むしろ、気軽で楽しいと思っているのだと。

「仕方なしに引き受けたアルフォンスは、今頃苦労しておろう。あの男は今までは能力はあってもやる気が薄かった。じゃが、今はそれを表に出せない」

　だからかもしれない。

　最近、あまりアルフォンスと顔を合わせていない。

　それだけ、権力者になるというのは大変なのだ。

「その点、ヴェンデリンは魔法があるから便利よの」

　やる気があろうとなかろうと、トップにいて家臣に任せれば勝手に統治してくれる。

　それでいて、実権を奪われる可能性も少ない。

　大変羨うらやましい境遇だとテレーゼは言う。

「軽い神輿だからな」

「じゃが、本当に軽いわけでもない。羨ましい限りじゃ」

　そういう話はここでやめ、俺たちは商業街で買い物をする。

「どうじゃ、似合うか？」

「もう少し明るめの色がよくないか？」

「そう言われるとそうかの？」

　テレーゼが服の試着を行い、俺が素直に感想を述べる。

「この色にするかの」

「そうだな。このくらい明るい色の方が似合う」

　他にも、アクセサリーなども購入していた。

　服もそうだが、フィリップ公爵に相応しい高級なものではなく、庶民以上下級貴族くらいのグレードのものを多めに購入する。

「もう妾が目立つ必要などないからの。このくらいの方が気軽に着られるし、種類も多く買えてお得というわけじゃ」

　とは言いつつも、やはりテレーゼは元大貴族である。












　生まれ持った高貴なオーラがあるし、美人でスタイルも抜群にいい。

　中身が庶民のままである俺と違って、なにを着ても似合うのは羨ましかった。

「エリーゼたちも休みの日には色々と着ているからの。少し張り合ってみた」

「同じくらい似合っているさ」

「ほほう。随分と優しい評価ではないか。前は嫁たちが一番で、妾には冷たかったのに」

「ああ。それは……」

　今のテレーゼは特に力も持たない名ばかり貴族だし、別に無茶を言ってくるわけでもない。

　年上のお姉さんと話をしているようで、安心して付き合えるというものだ。

「妾が面倒ではないのか？」

「フィリップ公爵は面倒でも、テレーゼは面倒じゃないな。俺は綺き麗れいな女性には優しいんだ」

「ふっ。年下なのに生意気じゃの。なるほど、面倒ではないか。褒めてくれたお礼にケーキでも奢おごってやろう」

「年下は、素直にお姉さんに奢ってもらうか」

「遠慮なく食べるがよいぞ」

　買い物を終えた俺たちは、同じく商業街にある一軒の喫茶店へと向かう。

「聞くところによると、ここの新作ケーキが美お味いしいらしい」

「それは楽しみだ」

　俺はコーヒーでテレーゼはマテ茶、一緒に新作ケーキも二つ頼む。

　出てきたケーキを食べると、とても美味しかった。

「このレアチーズケーキの上にのっているリンゴのソースが絶妙だな」

「北方の特産品だからの、リンゴは」

　この世界でも、リンゴは寒い地方の特産品であった。

　これも、是非とも輸入したいものだ。

「しかし、本当に未練はなかったのか？」

「うん？　皇帝の座か？」

「それも含めてだな」

　俺は彼女の可能性を摘んでしまったわけで、そのせいで実は恨まれているのではないかと思っていた。

「アーカート神聖帝国に初の女帝が！　うむ、歴史学者や、この世の政治に絶望している連中には甘露じゃの」

　どの政治体制でも、若い指導者とか、初の女性皇帝などは、世間の関心と期待を多く背負うものらしい。

「大いに期待されたのに、成果を挙げられなかった時の民衆の絶望こそ酷いと思うがの。最初に過剰に期待していた分、余計にであろう。妾は、皇帝になりたいなどと思ったことは一度もないの」

「次期皇帝候補に近かったから仕方なしに？」

「有あり体ていに言うとそんな感じじゃの。妾がやるしかなかった。妾を出し抜いたペーター殿は、ヴェンデリンと同年代。若き帝国の改革者とか持ち上げられるのは最初のうちだけじゃ。すぐに足を引っ張ろうとする輩も増えてくる。あの者の道は茨いばらの道でもある」

　地球でも、新政権は期待を込めて最初の支持率は高いからな。

「ペーターは、よく自分から皇帝になりたいとか思うよな……」

　俺なら死んでもゴメンである。

「それは本人の希望じゃからの。それにペーター殿には、あの少し無愛想な女魔法使い殿がおるではないか」

「ああ、エメラね」

　あの人は綺麗だが、基本的に職務に忠実で普段は笑わない。

　無愛想だという貴族も多かった。

　ペーターとランズベルク伯爵は、自分の妻にしたいと常に公言していたが。

「普段も、ペーターにはそっ気ないからなぁ……」

「表面上はそうでも、あの女魔法使い殿はペーター殿の安全確保に必死じゃ。筆頭魔導師にはなっておるが、かなりの仕事を部下に任せてペーター殿のボディーガードに徹しておる。それに不満を漏らすこともなく、あの二人はそういう関係なのであろう」

　さすがは、同じ女性というわけか。

　テレーゼは、エメラの気持ちをよく理解しているようだ。

「今思ったが、ペーター殿とヴェンデリンは似ておるの」

「何がですか？」

「年上の女にウケがいい」

「ははは……」

　なんとも返事がしづらい。

　そういえば、アマーリエ義ね姉えさんは元気であろうか？

　早く会いたいものだ。

「ヴェンデリンが帝国を離れるのと同時に妾も自由の身となる。楽しみじゃの」

「バウマイスター伯爵領ではどうすごすんだ？」

「なにも決めておらぬ。暫くは自由を満喫するのみじゃ」

　喫茶店を出てから、さらに数店舗を回って買い物をして、時間はそろそろ夕暮れとなった。

「ヴェンデリンは、屋敷に戻って夕食か？」

「エリーゼたちが、なにか作っているはずだからな」

「もっと料理も練習したいの。貴族の令嬢には必要ないものじゃが、今の妾なら覚えたら面白いからの」

「やっぱり作れなかったのか……」

　前に、野菜は手際よく切っていたが、料理は材料を切るだけでは終わらないからな。

「いや、作れるぞ。ただ、レパートリーが極端に少ないのじゃ。解放軍で出したフィリップ公爵家伝統のメニューがあったであろう？」

「あったね、毎日同じメニューで辟へき易えきしたけど」

　エルも、エリーゼたちもみんな飽きたというので、独自に食事を作るようになった、その原因にもなっていた。

「そのくらいは作れた方がいいというのが、フィリップ公爵家の女に課された義務での。だから作れたのじゃ」

「なるほどね」

　作れる料理の数は少なくても、包丁使いなどの基本ができていれば、料理の習得にそう苦労しないか？

「エリーゼ殿くらい色々と作れたら人生が豊かになるかもしれぬ。時間もあるし、教えてもらうとするかの」

「それがいいかもね。そうだ、今夜も食べて作り方を教えてもらえばいい」

「ほほう。ヴェンデリンも、さり気ないレディーの誘い方を覚えて、お姉さんは安心というものじゃ」

「さり気ない誘い方ねぇ……」

　俺とテレーゼは屋敷へと歩いていく。

　これから二人の関係がどうなるのかは、正直なところまだわからない。

　だが、帝国貴族としての大半を捨てたテレーゼが魅力的に感じられたのは、決して俺の勘違いではなかった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「これより、アーカート神聖帝国とヘルムート王国との講和の儀を執り行います」

　テレーゼとのデートから一週間後、ようやく帝都にある皇宮において両国による講和の儀が行われた。

　帝国側はペーター自らが、王国側は外務卿だけでなく格を合わせるために王太子殿下が出席をしている。

　外務卿がハブられているような気もするが、彼も別に暇ではない。

　王太子殿下の傍についていなければならないし、事前に両国の外務担当者同士による協議が行われて条件のすり合わせを終わらせていた。

「ようやく終わりですね」

「そうですね」

　内乱に巻き込まれた実務能力のある上位貴族、という枠に入っていたせいで忙しかった俺とシュルツェ伯爵は、ようやく安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　こういう時に本当は仕事をしないといけない導師は、能力はともかくやる気がゼロなのでなにもしていない。

　だから余計に、俺たちへの負担が増していたのだ。

「予想では、細かな条件で紛糾すると思ったのですがね」

　両国は一度戦端を開いてしまっているので、その賠償額や、帝国の方が内乱で弱ったイメージがあるので、王国側が強気で交渉してくるかと思っていた。

　ところが実際に蓋ふたを開けると、どちらかというと王国の方が早く講和を結びたいように見える。

「王国軍が予想以上に弱かったからでしょう」

　いくら無能なレーガー侯爵が指揮していたとはいえ、八千人の先遣隊が一方的に撃破されたのだ。

　フィリップとクリストフの活躍によってなんとか恥はかかないで済んだが、もしこのまま戦争になっても王国は実戦を経験した精鋭たる帝国軍に敗れるかも、という不安が王国軍内に広がっていた。

　勿論、表立ってはそんな弱気は認めない。

　だが、心の中でその可能性を考慮する貴族が増えていたのは事実だ。

「あとは、ニュルンベルク公爵の遺産ですか」

　地下遺跡から発掘された魔道具類に、ミズホ伯国軍が実戦で使用した魔銃と魔砲もある。

　特に魔道具の方は最後の戦いでかなりの数が鹵獲されており、これを実戦で使われると王国軍が不利になる可能性が高い。

　よって、その対策が終わるまでは、大人しく穏便に和平と通商の拡大などをした方が得策という結論に至ったようだ。

「（バウマイスター伯爵もかなり回収したのでしょうけど、帝国軍の方が人数が多いから相当な数を確保しているはずです）」

　俺の傍にいるシュルツェ伯爵が小さな声でささやく。

　使い方も、降伏したニュルンベルク公爵家の兵士たちから教えてもらえばいい。

　訓練にもさほど時間がかからないはずだ。

「王国軍は慎重にならざるを得ない。藪やぶを突つついて蛇が出かねないのだから」

「実戦も経験して精強ですしね」

　旧ニュルンベルク公爵家軍以下、改易されたり没落した貴族の軍勢に王国軍領地の切り取りを許可されると、逆に王国の方が領地を失いかねない。

　ならば、相手から謝罪と賠償を受け取って素直に講和した方がマシなのだ。

「一部、なにもわかっていない貴族が帝国再侵攻を口にしていますけどね」

「そんなことは不可能だと思いますけど……」

「それがわかっていないから、陛下から鼻つまみ者扱いなのですよ」

　事前に交渉を繰り返して条件が決まったので、両国の間で講和が締結された。

　王国北部にも及んだ『移動』と『通信』の阻害は反逆者ニュルンベルク公爵による独断と確定され、彼の罪を今の帝国政府が謝罪し賠償する旨で合意している。

　事実だが、戦争で負けて死ぬと反論の余地もなく完璧な悪役にされてしまう。

　『勝てば官軍』とは、よく言ったものだ。

　他にも、交易に関する交渉も纏まとまっている。

　両国の経済拡大のためと、帝国としてはこれを復興の財源としたいのだ。

「両国共に、許可を得た人間が直轄領には自由に出入り可能。貴族領内には別途許可を得ることですか」

「反乱の幇ほう助じょを行われると困るからです」

　ニュルンベルク公爵にも、おかしな魔族がついていた。

　魔族でなくても、余よ所そ者が貴族を唆そそのかして反乱を起こさせる可能性がなくもないというわけか。

　あの魔族は国家の命令で動いていたわけではないが、自分の知識欲を満たすためなら、反逆者に手を貸してもなんら罪悪感も湧かない奴だ。

　これは俺の勘だが、魔族の国でも、彼の扱いには困っていたはず。

　なにしろ、彼の魔力は魔族の中でもトップレベルにあるようだし。

　ただ、エリーゼの『過治癒』で苦戦したように、彼の本業は考古学者で戦闘に優れているわけではない。

　頭がいいので、発掘品の修理や整備でニュルンベルク公爵には相当貢献していたようだが。

「交易が拡大しますと、経済は回りますが密輸や密入国などは増えます。それに、帝国も軍が精強になったとはいえ、暫くは小規模の内乱や騒乱に悩まされるでしょう」

　内乱後にペーターが強引に推し進めた減封、転封、改易などの処置に反発する者が出るのはこれからであろう。

　彼は、帝国の再建と開発を行いながら、そういうものを上手く鎮圧していかないといけない。

「あの若さで大変だと思いますね。バウマイスター伯爵と同じ年ですか」

「ええ」

「それは大変だ。その苦労が忍ばれます」

　俺とシュルツェ伯爵の前で、王太子殿下とペーターによる調印が行われる。

　これでようやく、一年以上にも及ぶ内乱とそれに関連する両国間の紛争が終結するのであった。





第四話　親子の再会を助ける







「久しぶりに、冒険者兼貴族生活に戻れるな」

「ヴェル、そこは貴族兼冒険者生活としておけ」




　両国による講和条約調印から二週間。

　正式にペーターから褒美を貰もらい、陛下への最終報告をし、多くの貴族たちに囲まれた戦勝パーティーなどを終え、俺たちはようやくバウマイスター伯爵領に帰還した。

「しかし、なぜ王国軍が戦勝パーティーなんだ？　むしろ王国軍は……」

「エル、それを言ってはいけない」

　王国軍の先遣隊がニュルンベルク公爵に無ぶ様ざまに負けた事実は、もう口にしてはいけないのだ。

　そこには、国家としてのプライドもあるのだから。

　その代わりといってはなんだが、俺たちが内乱で大活躍し、後に合流したフィリップとクリストフも活躍して王国と王国軍の威厳が保たれた。

　その事実こそが重要なのだから。

「みんな、待っているな」

　屋敷の前まで行くと、ローデリヒ以下多くの家臣たちが出迎えてくれた。今日からは『魔の森』の探索、領内の土木工事、ほんの少し貴族としての仕事を順番にこなしていくこととなる。

　しかし、この一年と少しでバウマイスター伯爵領もえらく発展したものだ。

　バウルブルクの町も広がっているし、魔の森周辺には冒険者たちが集う町とギルド支部が複数完成しており、そこを拠点に多くの冒険者たちが集まって狩りや採集で沢山の素材を集めている。

　そして、それが外部に販売されてバウマイスター伯爵領が潤うのだ。

　利益はまた開発に投資される。

　大規模な農地と、農民たちが住む農村に、道の整備なども急ピッチで進んでいた。

　これらすべての流れを、バウマイスター伯爵家の家宰であるローデリヒが取り仕切っていた。

　おかしな貴族避よけにエーリッヒ兄さんも手助けしていたが、ローデリヒ一人でも実務はなんとかなったはずだ。

　つまり……。

「ふと思ったんだけど、別にローデリヒが領主でも構わなくね？」

「ヴェル……お前がそれを言うなよ……」

　まさか、エルに窘たしなめられるとは思わなかった俺であった。




「……ヴェル、それはないから」

　ふと、先ほどの話をエーリッヒ兄さんにしてみたのだが、彼の答えもノーであった。

　隣にいるローデリヒも頷うなずいている。

「どうしてですか？　エーリッヒ兄さん」

「バウマイスター伯爵領の開発は早いけど、それはヴェルが事前に基礎工事をしていたからだよ」

　それが終わっていたから、ローデリヒが開発を効率よく行えていた。

　俺の留守中でも、計画どおりにバウルブルクの建設工事が進められたというわけだ。

「エーリッヒ様の仰おっしゃるとおりです。新規に開発を始めるとなりますと、またお館やかた様には土木工事冒険者して活躍していただかないと。それに、今の拙者はあくまでもお館様から全権を任された家宰として信頼されているわけです。ここで『拙者が新領主なので言うことを聞け！』と言っても、みんなに無視されるでしょう」

「そうなんだ」

　ということは、また荒地を均ならしたり、治水工事をしたり、道を作ったり、臨時の野生動物除よけを作る工事が始まるということか。

「前とは違って、素直に了承してくださいますな」

「内乱中に散々やったからだな。というか、俺はローデリヒの要請を断ったことはないぞ」

　頼まれた時、露骨に嫌そうな顔はしたかもしれないけど。

　陣地構築の手伝いに、慰い撫ぶ工作のための町の開発と、あれだけやればもう慣れるというものだ。

「なるほど、お館様は工兵としても優秀なのですな」

「敵に回すと怖いかもね」

　エーリッヒ兄さん、俺は好んで敵を増やす人間じゃないですけど……。

「それにだ。ヴェルたちの戦果は大まかにはもう伝わっているんだよ。多分、今、王国では一番威厳のあるというか恐れられている貴族だと思う」

　隣国の内乱とはいえ、普段のなるべく死者を出さない紛争とは違って本気で殺し合う戦争に参加して大活躍した。

　その事実は、王国の貴族たちから畏い敬けいの念で見られる最大の原因となっている。

「貴族は、戦争で勝つと尊敬され恐れられるからね」

「逆に負けると、色々と大変ですけどね」

　負けて評判が落ちたのは、昔、魔の森で諸侯軍を壊滅させた先代ブライヒレーダー辺境伯か。

　でも、当代がブロワ辺境伯との大規模紛争でその評判を回復させている。

「無様に惨敗したレーガー侯爵家は、役職を世襲できなくなる可能性があるらしい」

　強硬に出兵論を主張して、王国軍にも多大な犠牲を出している。

　挙句に当主も戦死して家中は混乱の極致にあるそうで、このままだと軍務卿の役職が回ってこなくなる可能性もあるそうだ。

「逆に、敗残兵を纏まとめて内乱で活躍したブロワ兄弟は王宮でも評判がいいね」

　レーガー侯爵が犯した失態を上う手まく補ってくれ、帝国軍上層部からも名将だと評価されている。

　法衣貴族ながらも、昇爵と世襲職が与えられることがほぼ決まっているそうだ。

　えらく王宮の情報に詳しいと思ったが、そういえばエーリッヒ兄さんはルックナー財務卿の派閥だ。

　そこからの情報なのであろう。

「一戦の結果で、評価が乱高下ですか……」

「貴族は戦争に強くてなんぼという考え方だからさ。そんなわけで、今のバウマイスター伯爵領に表立ってちょっかいを出す貴族はまずいないね。私もとても楽だったよ」

「エーリッヒ様には、色々とお手伝いいただき感謝いたしております」

「ローデリヒは優秀な家宰だよね。我が家にも欲しいくらいだけど、うちの家の規模だとそんなに仕事がないからなぁ」

　エーリッヒ兄さんは法衣貴族なので、在地貴族よりは仕事が少ない。

　というか、職務は主にその貴族本人が行い、家臣たちはその補佐という役割分担なので、任せる仕事が少ないのだ。

「私ももう少しで王都帰還かな。でも、いくつか厄介なのを背負い込んだよね？」

「エーリッヒ兄さんには隠し事はできないなぁ……」

　この内乱で俺が背負ったもの。まずはテレーゼの身柄であろうか？

　ただ、彼女に関してはペーターなどは俺が預かってくれて安心だと思っているし、王国側もなにも言わない。

　彼女がメイドを一人しか連れてこず、フィリップ公爵家とも連絡を取っていないので『もう終わった人』という認識のようだ。

　加えて、やはり彼女が女性なのが大きい。

　『選帝候として手腕を振るった才人だが、所しょ詮せんは女性』という考えが王宮にはあるそうで、俺が戦利品として貰ってきたくらいの感覚なのだそうだ。

　フェミニストが聞いたら、大激怒しそうな意見ではある。

　この世界に、そんな人はほとんどいないけど。

「元公爵閣下の傑物か。確かにそんなオーラは感じるね。なかなかの美人だし」

　エーリッヒ兄さんはこう見えて女性評が厳しい方なので、テレーゼは美人で間違いないと思う。

　俺の評価が甘いということはないようだ。

「領主館傍そばの屋敷を購入され、そこで静かにお住まいです。念のために監視兼護衛はつけてありますが、メインは護衛ですね」

　彼女になにかがあるとバウマイスター伯爵家の責任になるので、ローデリヒが気を利かせたようだ。俺に嫌がらせをするため、彼女を襲撃させる貴族がいないという保証もないからな。

　この手際のよさ。やはり彼が家宰でよかったと思う。

「テレーゼ様はさほど厄介ではありません。むしろ、フィリーネ様です」

「ううっ……」

　彼女も今は屋敷で生活している。

　すぐに、父親であるブライヒレーダー辺境伯に会わせるというわけにはいかないからだ。

　大物貴族の非嫡出子騒ぎなどよくあり、その中には詐欺も多い。

　まず、うちの家臣が証拠の品と共にブライヒレーダー辺境伯家側に説明を行い、それを向こうが承認したとしても、そう簡単に再会とはいかない。

　相手は大物貴族なので、日時と場所を決めるなど段取りをつけないといけない。

　フィリーネ側にも準備がある。

　フィリーネは平民の娘として育ってきたので、貴族の令嬢に相応しい服装の準備やマナーの習得が必要だ。

　ブライヒレーダー辺境伯家に引き取られてからが本番だが、再会の時に見苦しい言動がないよう、エリーゼたちが基本的な教育を行っていた。

「お館様、フィリーネ様の貴族としてのマナーなどはどうなのですか？」

「エリーゼに任せたままだけど、大丈夫だと思う」

　エリーゼは本物の貴族令嬢なのでマナーは完璧だ。任せて大丈夫なはず。

「エリーゼ様による教育なら心配ありませんか」

「むしろ、ヴェルの方が危ないかもな」

「人のことが言えるのか？　エル」

　共に騎士爵家のいらない子で、しかも実家は地方の零細領主。マナー教育なんて、あってなきが如ごとしであった。

「エルヴィンの言うとおりですな。お館様はこれからますます王国にとって重要な人物となるはず。公の場に出る機会も増えるでしょうから、本格的にマナーの教育を受けていただきませんと。早速教師を手配いたします」

「あがっ……」

　ローデリヒが勝手に決めてしまったが、そういえば俺は伯爵だ。正式なマナーを覚えないわけにはいかないか。

　エルの奴、余計なことを……。

「大変だな、ヴェルは。頑張ってくれよ」

　他ひ人と事ごとだと思って、随分と軽く励ましてくれるじゃないか。

「私も、零細法衣貴族ながら王都にいるからね。義父のツテでマナーは習得させられたよ。ヴェルも慣れれば大丈夫さ」

「そうそう、慣れれば大丈夫だって」

「エルヴィン君も頑張ってね」

「えっ？　俺ですか？」

　突然エーリッヒ兄さんから『君も頑張ってね』と言われ、エルは鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をした。

「当たり前だよ。エルヴィン君はヴェルの護衛なのだから身分の高い人に会う機会も多くなるし、公式な式典などに出席する頻度も増える。大貴族の重臣だからね」

「はあ……」

　エーリッヒ兄さんの正論に対し、エルはなにも言い返せなかった。

「エル、よかったな。慣れれば大丈夫だから」

「お前、俺も巻き込めた嬉うれしさでいっぱいみたいだな……」

「やだなぁ、エルは。俺はそんな器の小さい男じゃないさ。一緒にその身分に相応しいマナーを身につけようじゃないか」

　逃げられないとなれば、他人を巻き込むのもやぶさかではない。

「フィリーネのマナーの話だったのに……」

　『どうして俺もよ？』と、エルはちょっと落ち込んでいた。

「お館様、エルヴィン。最高の講師を準備しておきますから」

「ははは……嬉しいなぁ……」




　それから暫しばらく、俺とエルのスケジュールにマナー習得も入ったが、残念ながら魔法や剣と違って覚えはあまりよくなく、かなり苦労することになる。




「再会の儀式は明日だっけ？」

「儀式ですか……」

「大物貴族ってのは、なんでも大仰だからね。儀式と呼んでも差し支えないかも」

　ルックナー財務卿をいつも見ている、エーリッヒ兄さんらしい言い方だと思う。

　娘との感動の再会も儀式扱い、大物貴族とは大変だと思った。

「フィリーネ様の件もブライヒレーダー辺境伯家側との打ち合わせは骨でしたが、これからうちで抱え込む御仁よりは手間はかかりません」

　フィリーネよりも厄介な御仁とは、例の魔族のことである。




「我が輩、今は資料の整理で忙しいのであるな」

　表に出せないため、アーネストは屋敷の一番奥の部屋の住人になった。

　部屋はローデリヒが手配したが、賓客を遇するに相応しい上等な客間をあてがっているから問題ないであろう。食事はバウマイスター伯爵家の方針でちゃんとしたものを出すし、必要なものがあれば遠慮なく言えと伝えてある。

　監視がつき外出はできないが、本人は気にせず室内で膨大な量の書籍と資料に囲まれて満更でもないようだ。

「いかにも学者だね。アカデミーによくいるよ、こういう人」

　エーリッヒ兄さんは、アーネストをアカデミーに巣食う学者連中の同類だと断定した。

「油断はできないけど、いきなり脱走はしないんじゃないかな？」

「うん？　貴殿はバウマイスター伯爵の知り合いであるか？」

　俺たちの存在に気がついたアーネストが、初対面のエーリッヒ兄さんに声をかけた。

「弟の七光りだと言われている兄さ」

「貴殿……学者になれば大成できそうであるな」

「生まれがお金持ちなら学者になったかもね」

「人間も魔族も、学問には金がかかるのであるな」

　アーネストは、エーリッヒ兄さんを気に入ったようだ。確かに、エーリッヒ兄さんなら学者にもなれそうだよな。

「バウマイスター伯爵、なにか用事であるか？　我が輩、ニュルンベルク公爵領にある地下遺跡に関するレポート作成で忙しいのであるな。ここに来る前は、ニュルンベルク公爵から頼まれた仕事が優先であったため、レポートにかけられる時間が少なかったのであるな」

「……」

　アーネストのあまりの言いように、ローデリヒは絶句した。帝国内乱でニュルンベルク公爵に魔道具供給で貢献した人物とは思えない、罪悪感の欠片かけらもない物言いだからだ。

「逃走の心配なら無用であるな。ほぼ手付かずのバウマイスター伯爵領の遺跡群。調査にどれほど時間がかかるか。終わるまで、我が輩から出ていくことはないのであるな」

「暫くは大人しくしていろよ」

「レポート作成に時間がかかるので、まったく問題ないのであるな」

　それ以降はレポート作成作業に没頭してこちらの問いかけにも応じなくなったので、俺たちは部屋を出た。




「というわけだ」

「なるほど。国家に属していないわけですか……」

　ローデリヒは、アーネストという人物について納得した。彼を動かすのは知識欲のみで、そのためなら常識や善悪を無視してしまう危険がある。

　しかし、有能ではあるので、ちゃんと手綱を締めておけば役に立つ人物だということもだ。

「バウマイスター伯爵領の地下遺跡ですか。ほとんど手付かずですからね」

　無人の土地からここまで開発するのに精一杯で、学術調査なんてする余裕がなかった。

　例外は、魔の森の地下遺跡くらいであろう。

「飴を与えておけば、ここから脱走という可能性も低いですか？」

「私は逃走の危険はないと思うな」

　ローデリヒの疑念を、エーリッヒ兄さんが否定した。

「なぜなら、彼はとても頭がいいからだ。確かに彼は魔族で、ヴェルをも上回る魔力がある。だけどニュルンベルク公爵に協力する前ならともかく、今、彼を匿かくまう者なんていないさ」

「帝国を敵に回しますよね」

　こっそりと連れてきたけど、ペーターが気がつかないなんてことがないよな。

　王国としても危険分子は放置できない。

　いかに強力な魔力を持つにしても、数名の上級魔法使いで討伐させれば死あるのみだ。

「静かにしてくれているから、今はこのままでいいと思うな」

　もう少しすれば地下遺跡発掘の許可を与えるから、そうすればもっと大人しくなるはずだ。

「よく帝国がなにも言ってきませんね」

「褒美だからな」

　アーネストの身柄を帝国が確保しても、大戦犯なので処刑するしかない。

　それで溜りゅう飲いんの下がる人は多いが、それだけでなにか帝国の利益になるわけではない。

　俺への褒美として、アーネストの身柄を渡してしまった方がいいと思ったのだ。

　アーネストがバウマイスター伯爵領でなにか発掘すれば、それだけで俺たちの利益になるのだから。

「それで、少し褒美が少なかったのですか……。帝国の新しい皇帝陛下は強したたかなお方ですな」

　ローデリヒの言うとおりだ。俺と同年代とは思えない。

「バウマイスター伯爵領には未発見の地下遺跡が沢山あるようだし、多少の褒美の減少なんて簡単に取り戻せるさ」

「事情はわかりました。魔族の件は今はそれでよろしかろうと思います。それよりも、フィリーネ様の件です」

　そうだよな。

　フィリーネにはなんの罪もないけど、親子の再会ってだけでも面倒が多かった。

　いつ会わせるか詳細な打ち合わせが必要で、これはブライヒレーダー辺境伯家に事情がある。

　いきなり隠し子が現れたわけだから、複数いるブライヒレーダー辺境伯の奥さんたちにお伺いを立てないといけない。子供の序列が変わるかもしれない事案なので、奥さんと子供についている遠戚、有力な家臣などとも入念な裏交渉が必要となる。

　俺たちの仕事じゃないけど、向こうからは『もうちょっと待ってください』って言われたと、ローデリヒが今の状況を説明した。

「しょうがない。どうせフィリーネに基本的なマナーとかを教えないと駄目だし」

　それは現在エリーゼが率先して行っており、多少待たされても問題はないか。

「大変だね」

「エーリッヒ兄さんは手伝って……そうですよねぇ……」

　領地開発の件ならともかく、ブライヒレーダー辺境伯とその隠し子との再会の手伝いだからなぁ……。

　手伝ってもらう根拠がなし、関わらせるわけにもいかないか。

「この件に関しては、私は知らないというスタンスを通すしかないね。下手に事情を知っていると思われると面倒だから」

　エーリッヒ兄さんが帝都に戻った時、ブライヒレーダー辺境伯と仲がよくない貴族から無駄なアプローチが増えて面倒になるからか。

「そんなわけで、私からは頑張ってねとしか……」

「ですよねぇ……」

「お館様、交渉は私の担当なのですが……」

　とにかく今は、フィリーネをブライヒレーダー辺境伯に会わせないといけない。

　そのために、俺……ではなく、ローデリヒが苦労してブライヒレーダー辺境伯家と交渉を続けることになる。




「バウマイスター伯爵様、お父様はどんな方なのでしょうか？」

「ええと、文系の人かな？」

「あなた、そういう言い方ですとフィリーネさんにはわかりづらいですよ。お優しい方ですから」

「（優しい人が、こんなに娘を放置するかな？）」

「（エル、俺もそう思ったが、それを大きな声で言うてはならぬ）」




　面倒な交渉の末、本日、ようやくフィリーネとブライヒレーダー辺境伯との面会が行われる。

　普通に会えばいいような気もするが、大物貴族というだけで色々と面倒なことになる。

　フィリーネ側の準備もあったのでお互い様だが、本当に貴族とは厄介だ。

　俺も気をつけないとな。

　そう思っている俺の前で、エリーゼたちが姦かしましく話をしながらフィリーネを着飾っていた。




「お父様への印象をよくするために、ドレスはあまり派手な色はいけません。かといって、暗い色でも駄目なので水色とか？」

「エリーゼ、アクセサリーは？」

　イーナはエリーゼに、沢山あるアクセサリーからどれを選べばいいのか聞いた。

　貴族としての常識に則のっとった、それでいて相手に好印象を与えるコーディネート。

　こういう時に頼りになるのは、やはり経験のあるエリーゼだ。

　俺？

　俺にそういうものは期待しないでほしい。

「素材は銀が主体のものがいいでしょう。派手なのは駄目ですけど、安物はよくありません」

「リボンとかカチューシャは？」

「お父様と同じ銀色の髪を強調するため、あまり髪を隠すのはよくありません」

「でしたら、私が綺き麗れいに梳すいておきますわ」

「お願いしますね、カタリーナさん」

「私、髪が毎朝大変なので慣れていますのよ」

　カタリーナは、自分の櫛くしでフィリーネの髪を梳き始める。

　手つきが慣れているのは、毎朝髪が寝ぐせで爆発しており、それを自分で直しているからだ。

「エリーゼ様、靴は？」

「ヴィルマさん、靴は綺麗に磨いてください」

「わかった。足元の手を抜くと、相手に侮られるから？」












「よくご存知ですね」

　ヴィルマが念入りに靴を布で磨き始める。

　エリーゼは、ヴィルマが意外と博識なので感心していた。

　エドガー軍務卿の義ぎ娘じょうなので知らないはずはないのだが、彼女にはそういうイメージが薄かったのだ。

「あとはマナーだけど、エリーゼが基本を教えたから大丈夫かな」

　せっかくの親子再会でフィリーネのマナーがなっていないと、それを理由に嫌われてしまうかもしれない。

　そうならないよう、本物の貴族の娘であるエリーゼが今日までちゃんとフィリーネを指導していた。

「そういえば、フィリーネ。また成長した？」

「はい、ルイーゼ様。少し背が伸びました」

「羨うらやましいな。あと、ボクのことは様付きで呼んでは駄目だよ。キミは貴族の娘になるんだから」

　ルイーゼも俺の奥さんなので、お互いに身分的な優劣はほとんどなくなった。

　だから、さん付けで呼ぶようにと忠告する。

「はい、わかりました。ルイーゼさん」

「それでオッケー。無事に準備完了だね」

　そんな感じでフィリーネは女性陣によって着飾られ、その後、俺の『瞬間移動』でブライヒレーダー辺境伯家の領主館まで飛んだ。

　事前に約束していたので、俺たちはすぐに客間に通された。




「でも、ちょっと不安だよな」

「不安？」

「いやさ、フィリーネって母親の身分が低いだろう？」

　着飾ったフィリーネと共にブライヒレーダー辺境伯の登場を待っていると、不意にエルが心配そうに語り始める。

「ブライヒレーダー辺境伯様本人はともかく、奥さんたちは大丈夫なのかな？」

「大丈夫なように交渉に時間をかけたんだぞ」

「ヴェルがか？」

「ローデリヒが」

「とはいえ、やっぱり心配だな……」

　エルは、奥さんたちが『お館様が外で作った娘ですって。本当なのかしら？』、『まあ、母親が下げ賤せんな平民だと娘も下賤に見えるのね』などと嫌みを言って苛いじめるのではないかと心配している。

「ヴェルは、心配じゃないのか？」

「そう言われると確かに……」

　『あなたをブライヒレーダー辺境伯家に迎えるのは、お館様が言うから仕方なくです！』とか言われ、『いいですか？　あなたはお情けで養われているのですよ！』と、奥さんとその子供たちにも苛められる。

　まずい！

　一いっ旦たんそういう想像が脳裏に浮かぶと、どんどんそれが広がっていってしまう。

「（メイドと一緒に屋敷の手伝いとかさせられて、食事も最後に冷たい残りものとか出されるとか……）」

　昔の日本のドラマなら、寒い中、手を霜焼けにしながら拭き掃除を行い、食事は一人で大根葉入りの雑穀飯を食べさせられるとかであろう。

「（うわぁ。ありそうで怖いな）」

　俺の想像を聞いたエルが顔を顰しかめる。

「（掃除が不完全だと、窓の枠を指でなぞってついた埃ほこりを見せながら嫌みを言うとか）」

「（ありそうだな）」

　隣にフィリーネがいるので、俺たちは彼女に聞こえないよう小声で話を続ける。

　もし彼女がそんな境遇になるのであれば、会わせなければよかったと後悔してしまいそうだ。

「（大貴族だからそんなことはないと思いたいけど、逆に言うと、フィリーネを苛めても誰も非難できないだろう？）」

「（それはあるかもなぁ……）」

　俺とエルの頭の中で次第に、フィリーネがブライヒレーダー辺境伯の夫人や子供たちに苛められる光景がハッキリと映像化されてしまった。

「（ううっ……、実は会わせない方がフィリーネにとって幸せとか？）」

　俺の心の中に、後悔の念が浮かんでくる。

　もしそうなったらどうしようか？

　ブライヒレーダー辺境伯には恩があるけど、そういうのを見過ごすのはどうもな。

　この子の将来を拓ひらいてほしいと、村長から頼まれた手前もある。

　エリーゼたちも、妹のようだとよく可愛かわいがって面倒を見ていた。

　このままうちで面倒を見て、成人したら自由に人生を選ばせるという手もあったのだ。

　そんなことを考えていると、誰かが俺の服の袖を引っ張った。

　誰かと確認すると、それは少し顔が青いエリーゼであった。

「あの……あなた……」

「どうしたんだ？　エリーゼ」

「あの……後ろ……」

「後ろ？」

　エリーゼに言われて後ろを振り返ると、そこには見覚えのある三十前後に見える、綺麗に着飾った女性が立っていた。

　少し年は取っているが、もの凄すごい美人である。

「あら。バウマイスター伯爵様は、うちの旦那様よりもよほど文学的な才能に優れているのですね」

「あはははは……、お久しぶりですね」

　エリーゼが、俺とエルの会話を止めようとするはずだ。

　そこには、俺たちがフィリーネを苛めそうだと想像していた、まさにその人が立っていたのだから。

　滅多に顔を合わせないし、昔は身分が上だったので、つい口調が昔に戻ってしまう。

「そんな物語を、昔に読んだ記憶がありますわね」

「ええ、前にそんな話を本で読みましてね。なあ、エル？」

「はい、俺も珍しく本で読んでいて」

　俺とエルは、懸命に先ほどの失言を誤魔化そうとする。

　ブライヒレーダー辺境伯の正妻を、フィリーネを苛める意地悪ババア扱いしたのだ。なんとか取り繕わなくてはいけない。

　俺たちはわざとらしく笑いながら、先の発言を誤魔化そうと努力を続けた。

「そうですか、昔の物語ですか。この娘がフィリーネね」

「初めまして、フィリーネと申します」

　フィリーネは、ブライヒレーダー辺境伯夫人に対し礼儀に則った挨拶をした。

　さすがはエリーゼ、マナー教育でもその才能を発揮したか。

「バウマイスター伯爵様、色々とお手数をおかけしまして」

「いえ、俺はただ帝国から連れて帰っただけですから」

　先ほどの件もあり、俺は大したことはしていませんよと謙遜しておいた。

「内乱のあった帝国から連れて帰っていただいたのです。感謝の言葉もありません。エリーゼさんたちからもよくしていただけたようで」

　ブライヒレーダー辺境伯夫人は、エリーゼたちにも丁寧に礼を述べた。

　続けて、フィリーネの顔をまじまじと見つめ、彼女の髪を手に取って確認した。

「旦那様に目が似ています。髪の色も間違いないですね。旦那様には私を含めて六人の妻がいますけど、子供は男の子ばかり。やっぱり、女の子は可愛いわね」

　ブライヒレーダー辺境伯夫人は、フィリーネを気に入ったようだ。

　あくまでも、表面上はだが。

「バウマイスター伯爵様、ご安心くださいな。この娘はあなたの奥さんになるのですから、成人するまで雑事で扱こき使ったり、ボロを着せたり、残飯を与えたりはしませんので」

「ヴェルぅ、やっぱり聞かれてたよ……」

「（静かに！）あはは、俺は夫人がそんなことをするなんて微み塵じんも思っていませんから」

　ここで狼狽うろたえてどうすると、俺はエルに肘打ちをする。

　一度誤魔化すと決めた以上、最後まで誤魔化し切らないと駄目なのだから。

「そうですわよね。それで、フィリーネが成人したら娶めとっていただけるので？」

「はい、それは勿もち論ろん」

　こうなれば、笑って誤魔化すしかない。

　そして、将来フィリーネがうちに嫁に来る件に異議を唱えてはいけないのだ。

　あれ？　フィリーネが俺の奥さんに？

　なぜ？　いつの間に？

「「「「「……」」」」」

　エリーゼたちは墓穴を掘った俺を呆あきれた表情で見ているが、どうせこうなることは予想していたんだと開き直った。

　それにしても、さすがは大貴族の正妻……完全にしてやられてしまった。

「あの……奥様」

「フィリーネ、私のことはお義か母あさんと呼んでね」

「はい、お義母様。それでお父様は？」

「今、ちょっと他のお義母さんたちとお話ししているから、もう少し待っていてね」

「はい」

　お話とは言うが、大方の予想はつく。

「（バウマイスター伯爵様が思っていらっしゃるとおり、他の畑に無責任に種を撒まいて面倒も見ていない旦那様に対し、少しお灸きゅうを据えているだけですから）」

　ブライヒレーダー辺境伯夫人は、持っていた扇子を俺の耳元で広げ、他に聞こえないように小声で話す。

「（外で子供を作るのは構いません。特に待望の女の子ですからね。問題なのは一切の面倒を見ないで放置していた事実です。まったく、シュルツェ伯爵様たちにも漏れたと聞くではないですか。我が家のとんだ恥ですわ。日記や才能のない自作詩集なんて一セントにもなりませんのに……）」

　シュルツェ伯爵たちに漏れた件は、ブランタークさんから聞いたのだろう。今日は姿が見えないが、どうしているのかな？

　ブライヒレーダー辺境伯がボロカス言われているが、確かに彼ほどの貴族が外で子供を作ってその子が十歳になるまで放置していたのだ。

　世間の評判を考えると、内を預かる夫人としては溜ため息いきものなのであろう。

「（証拠の詩集を拝見しましたけど、確かにあの酷ひどい詩を書けるのはうちの旦那様だけですわね）」

　それは、俺たちでもそう思う。間違いなく、俺が書いた方がまだマシなレベルだ。

　ブライヒレーダー辺境伯は、書籍評論のサロンではかなりの高評価を受けている。

　他人の作品は客観的に評論できるのに、自作の詩はその辺の五歳児にも劣る、というのが、夫人や家臣たちからの評価らしい。

　可哀かわい想そうなので、本人には直接言わないそうだが。

「（ただ、さすがに今回は酷いので、『今度やったら詩集を出版しますよ！』と釘くぎを刺しておきました）」

　あの詩集を出版する……もし俺が作者なら、自殺を考えるはずだ。

「フィリーネ、お父様の詩をどう思うかしら？」

「とても素直に書かれていると思います」

　フィリーネの評価はある意味正しい。バカ正直に書かれているのは事実だからだ。

　どこまでもバカ正直に書いているので、詩としての評価は微妙なわけだが。

　もしかすると、数千年後に評価がひっくり返って天才詩人の称号を……などとは思えない。

　自分で言っていて、まずあり得ないと思ってしまう。

「あなたはとても優しい子なのね。お母様の教育がよかったのかしら？」

　ブライヒレーダー辺境伯夫人は、フィリーネに隔意を持っていないようだ。

　喜んで受け入れるという態度を崩さない。

「（バウマイスター伯爵様、ご心配なのはわかりますが、フィリーネは女の子ですから……）」

　そうであった。

　フィリーネの存在は、次のブライヒレーダー辺境伯になるであろう夫人が産んだ長男の地位を侵さない。

　ライバルですらなく、むしろ政略結婚に使えるので大切にする価値がある。

　なんとも現実的な理由ではあるが、逆に信用できてしまうのは皮肉なものだ。

　俺も、貴族の世界にどっぷりと浸つかってしまったようだ。

「旦那様をこれ以上待たせると可哀想ですか」

　ブライヒレーダー辺境伯は、フィリーネと顔を合わせるのにお預けを食らっているらしい。

　多分、それも罰の一つなのであろうが。

　夫人の合図で、室内にブライヒレーダー辺境伯が入ってくる。

「私の娘ぇ───！」

　普段の冷静さはなく、ブライヒレーダー辺境伯は駆け足でフィリーネの元に駆け寄る。

　どうやら、よっぽど娘の顔を見たかったようだ。

「旦那様、バウマイスター伯爵様が帝国から連れ帰ってきてくれてよかったですね」

「バウマイスター伯爵、本当にありがとう」

　ブライヒレーダー辺境伯は、涙を流しながら俺に礼を言う。

　しかしながら、普段からは想像もつかないほどの必死さだ。

「フィリーネ、私はあなたの父親です」

「お父様、初めまして。フィリーネと申します」

「素晴らしい挨拶です！」

　フィリーネの挨拶に、ブライヒレーダー辺境伯は勝手に一人で盛り上がっていた。

　親バカを誘発したのであろう。

　ただ普通に挨拶しただけなのに……俺も子供ができるとこうなるのであろうか？

「フィリーネ、今まで一度も会ってあげられず申し訳ありませんでした。お母さんは……リィラは亡くなったのですね……」

「はい。でも、私にはお父様がいますから」

「ええ、安心してください。もう二度とフィリーネに不自由はさせませんから」

　よほど娘が可愛いようだ。ブライヒレーダー辺境伯がとにかく必死すぎる。

　あまりに必死すぎて、エリーゼですら少し引いているように見えた。

「旦那様、この娘は成人してもお隣のバウマイスター伯爵様のところに嫁ぐのですから」

　夫人は安心であると言いたかったみたいだが、なぜかブライヒレーダー辺境伯はこの世の終わりのような表情を浮かべる。

「えっ？」

「『えっ？』と言われましても……」

「フィリーネはまだ十歳なのですから、そんな話はまだいいではないですか」

「まだ十歳って……。うちのジーグルトもその年齢の頃には、すでに婚約者が決まっていたではないですか」

　ジーグルトとは、ブライヒレーダー辺境伯の嫡男である。

　まだ十二歳だと聞いているが、ブライヒレーダー辺境伯家ほどの大物貴族の嫡男なら、幼い頃に婚約者が決まっていることも珍しくない。

「ジーグルトは男ではないですか……。フィリーネは娘ですから……」

「一緒ではないですか！　顔を合わせた途端に過剰な庇ひ護ご欲を出して！　そうなるくらいなら、最初からちゃんと責任を取ってですね！」

「すみません！」

　ブライヒレーダー辺境伯の態度に夫人がキレ、あまりに怖かったので俺たちは早々に撤退した。

　フィリーネも、他の夫人たちに連れられて部屋を出ている。

　教育上、よくないと思われたのであろう。

「おっかねえなぁ……、大物貴族の夫人ともなると……。俺、戻ったら優しいハルカさんで癒いやされるんだ……」

　ブライヒレーダー辺境伯に怒鳴る夫人を見て、エルは一人、現実逃避をしていた。

　俺もあとでエリーゼたちに癒されよう。

「イーナさん、ルイーゼさん、ブライヒレーダー辺境伯夫人はあんなに怖い人だったのですか？」

「普段は温和な人だよ」

「あれは、ブライヒレーダー辺境伯様が悪いのよ」

　確かに、『自分の夫に隠し子がいて、もう十歳になりました』と聞いて冷静でいられる人は少ないと思う。

「それは言えてますわね」

　イーナとルイーゼの意見に、カタリーナは納得した表情を浮かべた。

「怒ると怖い部分は、エリーゼさんに似ていますか？」

「えっ？　私って、そんなに怖いですか？」

　どうなのだろう？　俺は、あまり怒らせたことがないし。

「それよりも、フィリーネの嫁ぎ先がヴェル様に決まってしまった」

「あっ！」

　ヴィルマに指摘されて、今思い出した。

　俺の元に嫁がせるという夫人の提案を、一切否定しないまま部屋を出てしまったことをだ。

「五年後には、状況が変わっているかもしれないし……」

「ヴェル様、それはほぼない」

「ですよねぇ」

　それでも、今は現実逃避することにする。

　貴族である俺には、他にも問題が沢山あったからだ。

　今は、親子の感動の再会を助けられた、それでいいじゃないかと思いながら、屋敷へと戻るのであった。





第五話　新産業の創出







「フィリーネは無事に受け入れてもらえたみたいだし、魔族アーネストも大人しい。ようやく普段の生活に戻れた気がする」

「あなた、お茶のおかわりはいかがですか？」

「ありがとう、エリーゼ。貰もらえるかな？」

「はい、どうぞ」




　とある晴れた日の昼下がり、俺たちは屋敷の中でのんびりとすごしていた。

　エリーゼが淹いれてくれたお茶を飲みながらクッキーを口に運ぶ。

　これも、エリーゼとイーナたちが一緒に手作りしたものであった。

「エルとハルカって、何をしているんだろう？」

　姿が見えないので、ふと訪ねてみた。

「今日はお休みだから、バウルブルクの町を案内するって」

　イーナが俺に教えてくれた。

「つまりデートか」

　二人は正式に婚約しており、あとはいつ結婚式を挙げようかという状態であった。

　ただハルカがミズホの人間なので、色々と打ち合わせをしたり段取りの確認で時間がかかる。

　その前に、二人は恋人同士の時間を楽しんでいるわけだ。

「バウルブルクはこの一年で急激に大きくなったから、色々な発見があって楽しいと思うわよ」

　大幅な拡張に備えて俺が整地をしていたからというのもあるが、ローデリヒの頑張りとエーリッヒ兄さんの手伝いとで、バウルブルクは俺たちがいない一年ほどで倍以上の規模に膨らんでいた。

　俺たちもよく知らない店や観光名所すらできており、エルとハルカはそれを見に行ったのだと思われる。

「ふ───ん、お休みの日に恋人とデートっすかぁ……」

　前世の癖だな。

　リア充の話を聞くと途端に腹が立つ。

　例えて言うと、明日はようやくお休みだとワクワクしていたら、不運にも同僚の『明日、彼女とどこにデートに行こうかな？』という声を聞いてしまった時のように。

　しかし、今の俺はバウマイスター伯爵、くだらない嫉妬の感情を周囲に漏らすわけにはいかない。

「ヴェル様、今度のお休みに町の探索がしたい」

「それ、いいなぁ」

　そして、すぐ俺の心を蝕むしばんでいた嫉妬の感情が晴れた。

　そう、今の俺は奥さんが五人もいるのだから。

　しかも、女性の方からデートに誘ってくれる。

　前世ではあり得ない……それを思い出したら、またちょっと悲しくなってきた。

「ヴェンデリンさん、新市街地でしたら今度視察のお仕事があるとローデリヒさんが仰おっしゃっていましたわよ」

「デートと視察は違う」

「そうだな、気に入ったお店があっても買い物もできやしない」

　ヴィルマの言うとおりだ。視察は仕事だからちゃんとやるけど、それだけでは楽しくないじゃないか。

「カタリーナ、視察だけで満足？」

「満足とか、そういう問題ではありませんわ」

「カタリーナは真面目だねぇ。ヴェル、ボクも一緒に行くからね。カタリーナは視察で十分みたいだし」

「そっ、そんなことはありませんわ！」

　おいおい、ルイーゼ。

　カタリーナは真面目でちょっと臨機応変さに欠けるから、あまりからかってやるな。

「じゃあ、今度みんなで新市街地をデートだね。カタリーナも来るでしょう？」

「ええ、まあ……私も一緒に行きますわ」

　こういう時、素直に俺とデートに行きたいって言えるヴィルマとかルイーゼは有利だよな。

「お館やかた様、少し相談したい件が……」

　とここで、書類の束を持ったローデリヒが部屋に入ってきた。

　仕事の相談だと思われる。

「また土木工事か？」

「それはおいおい」

　『もういいです』ってことはなく、おいおいか。もう少ししたら内乱の疲れも取れるだろうから、また魔法で土木工事をする日々が始まるみたいだ。

　ふと横を見ると、カタリーナが『またか……』という表情を浮かべていた。

　彼女は俺と似たタイプで、多くの種類の魔法を器用に使いこなす。内乱中に腕を上げており、抜け目のないローデリヒからロックオンされていた。

　魔法使いを、それも複数、領内の開発に使える貴族なんて滅多にいないから、見逃すはずがない。

「お館様の考えをお聞きしておきたいのです。なにかアイデアがあれば嬉うれしいのですが……」

「ローデリヒさん、お茶はいかがですか？」

「これはありがたい」

　ローデリヒは、エリーゼからお茶を淹れてもらい席に着いた。




「領内で産業を興す、か……」

　ローデリヒからの相談内容とは、バウマイスター伯爵領内においてどのような産業を興すかであった。

「魔の森の産物じゃ駄目なの？」

「ルイーゼ様、駄目とは言いませんが、採集物のみに頼るのは将来的な観点から見ましても……」

　バウマイスター伯爵領の開発は進んでいるが、その産業はというと、農業、漁業、魔の森での狩猟、採集がメインだ。

　開発ラッシュなので土木、建築の仕事は山ほどあるし、集まった人たちに向けた商売もある。

　だが、開発がひと段落すれば人手を他の仕事に振り分けなければいけない。

　それができないと、仕事を失った人たちがスラムを形成して生活するようになり、領内の治安も悪化するであろう。

　雇用を確保し、お金が継続して領内に回るよう、新しい産業が必要だ。

　と、俺は思った考えをみんなに話した。

「なるほど。それで、どうするの？」

「どうしようか？」

「そこでビシっと、こうしようって言えればヴェルは格好よかったのに！」

　すいません、そんな急に領地の産業創出なんて無理です。

「ルイーゼ様、なぜ産業の創出が必要か、お館様はわかっていらっしゃるので問題はありませんとも」

「そういうルイーゼは、なにかアイデアがあるのか？」

「え───っ、ボク、ヴェルの奥さんだからわかんなぁ～～～い」

「頭悪そうな言い方ね」

「イーナちゃん！　それは酷ひどいよ！」

　いや、これはイーナの方が正しいと思うな。

　領民に安定した雇用を与える産業か。人は、衣食住があって初めて理性的になる。

　すべてを与えられなければ領主たり得ない。まあ、与えられるもののレベルに差が出るのは仕方がないけど。

　食料は急ピッチで農作地を増やし、冒険者を集めて狩猟、採集の量も増やしている最中だ。輸送に魔導飛行船しか使えない他領からの輸入にばかり頼っていると、これから人口が増えたときに困ってしまう。

　他の品も同じで、できる限り自領で生産可能な品は自領で生産し、領民たちに仕事を与える。

　金を回して経済を活性化させないと。

「衣食住のなかで、食と住は全力で対策を打っています。問題は衣および生活用品ですかね」

「そうか、どうしても輸送費の問題が出るよな」

　その昔、ブライヒレーダー辺境伯家がバウマイスター騎士爵領に商隊を派遠し、塩を販売していた。

　その塩は少し高かったが、輸送費を考えるとブライヒレーダー辺境伯家が一方的に損をしていた。それでも商隊を送ったのは、寄より親おやとして大貴族としての義務感からであろう。

　ところが、バウマイスター伯爵領ほどの大領地にそういう配慮をしてくれる者はいない。

　一度に大量に、さらに同じ船で運ぶなどの工夫はしていたが、商品単価が安い生活用品や衣類などが割高になるのは避けられなかった。

　それでも、王国とブライヒレーダー辺境伯家があまり値上げをするなと口利きしてくれたり、ローデリヒが上う手まく交渉してくれているので、他領の数倍の値段という事態は避けられている。

「距離を考えると、庶民が使う安価な品は領内で生産した方がいいよな」

「衣服は、他から人を呼び寄せて工房を作らせました。木綿や麻、ナンポウオオクモの糸など魔物の素材を原料にした服は大丈夫です」

「高品質で高価な服は無理か」

「どこにでも輸出できる服を作れる職人は、当然その土地の領主が保護していますから」

　それはそうであろう。

　外貨を稼ぐ貴重な人材なんだから。

　競争が激しい安価で大量に作れる服を縫う職人なら、将来の需要増が見込まれるバウマイスター伯爵領で勝負してみようとなる。

　ローデリヒは、そういう人材を集めたようだ。

「服の生産量を上げるには、いかに服の素材を領内で確保できるかですね。あとは……」

　ローデリヒの視線が、エリーゼがお茶を淹れるのに使うティーポットや、カップ、ソーサー、クッキーを載せている皿に向かった。

「食器ですか？」

「そのとおりです、エリーゼ様」

　人間が毎日食事をとる以上、食器は必要だ。

「これも、領民が普段使う安価な品が不足しているわけか」

「そうですね。食器は重たいので余計にそうです」

　服は魔導飛行船による大量輸送で値段を抑えられる方だが、陶器や磁器は重たいからな。割れるので輸送の途中で駄目になりやすく、これもコストを押し上げる。

　かといって、金属製の食器はもっと重たくて高価だ。

「最近、木製の食器が領内で流行しています」

「建設や開発に使う木材の切れ端や使わない枝の有効活用ですね」

　なるほど、入手できる素材で工夫しているんだな。

　それに気がつくエリーゼも凄すごいけど。

「つまり、領内で陶器や磁器を作らせるわけだ」

　陶器も磁器も、原料となる粘土があれば製造できる。

　昔の俺が、魔法で壺つぼを作ったように。

「ちなみに、よそに売れそうな高価な陶器や磁器は作れるかな？」

「数十年すれば？」

　だよなぁ……。

　そんなに簡単に作れるようなら、高級品が作れる産地を持つ貴族が職人を抱え込むこともないか。

「材料の粘土の質がいまいちで、これは領内を探すともっと質のよい粘土があるはずですが、今は集めた職人たちには質よりも数を優先させている状態です。実は腕も悪くない連中なんですけど」

　ローデリヒによると、陶器や磁器は比較的簡単に作れるので色々な貴族が特産品にしようと競争が激しいそうだ。

　上手く王室、大貴族御用達となったり、ブランド化して高価でも売れる品が作れればいいが、現状ではあまり名の知られていない焼き物の産地が多かった。

　そういう産地では売れる焼き物の数が増えないので、職人が余ってしまう。

　この世界は長男継承が多いので、次男、三男で家の手伝いをしながら技術を学んでいた職人が余るケースが多い。

　そういう人たちがバウマイスター伯爵領に来ているわけだが、中にはいい腕をしている者も一定数いるそうだ。

「では、その人たちに高級品を作らせれば」

「カタリーナ様、人気が高い品はそう簡単には作れません」

　それはそうだ。

　ちょっと腕のいい職人に任せてすぐ高価で売れる陶器や磁器が作れたら、どの世界の人間だって苦労していない。

「それにですね。すでにこういう品が出回っております」

　ローデリヒは、俺がミズホ上級伯爵……今は公爵か……から貰ったミズホ製の焼き物を指差した。それは、伊万里焼にかなり似ている。

「内乱も終わり、帝国との交易も再開しました。ミズホとて新しい領地の整備に、内乱でかかった経費の補ほ塡てんも必要です。ミズホの焼き物は、デザインの珍しさから人気ですから」

「う───ん」

　続けて、ペーターから褒美の一部として貰った帝国の有名な窯の焼き物とエリーゼがお茶を淹れているポットを見比べる。

　エリーゼ愛用のポットは、彼女が嫁入り道具で持参したものだ。

　ホーエンハイム子爵家のみならず、多くの王国貴族家御用達の有名な窯の品だ。

「どう思う？　みんな」

「そうね。帝国の窯の品は、王国ではそんなに売れないと思うわ。ヴェルもそう思わない？」

「そうだな」

　俺もイーナの意見に賛同した。

　帝国と王国の焼き物の品質にはそれほど差はなく、わざわざ王国まで持ってきても輸送費の分高くなるだけで買いにくい。

　品質もそうだが、柄や絵がとてもよく似ており、地球でいうと西洋の白磁器に見られる絵柄に似ている。

　かなり肉厚で、色は白磁器というよりは灰色磁器といった感じだが、これは粘土の質のせいであろう。

「ヴェル様、ミズホの焼き物は少しだけ白い」

「そう言われるとそうだな」

　ヴィルマの言うとおり、ミズホの焼き物は他に比べ少しだけ白っぽいか。

「品質の差というよりも、デザインが珍しいから売れているようですね、あなた」

　ミズホは日本に似た文化なので、焼き物もそれに準じていた。

　ポットではなく急須、カップではなく茶ちゃ碗わん、もしくはそれによく似たものだ。

「ですがこれ、使い方が難しいですわね」

「似合わないというか変だな。内乱中、ミズホ公爵が開いてくれた茶会とかに使うような品が多いか」

　今みたいにマテ茶とクッキーを楽しむ時には、西洋風のティーセットを用いた方がいい。

　ミズホ製は数も少ないし珍しいから金持ちのコレクションにはなるが、普段使うのには向かないか。

「エリーゼ、このティーポットとカップは、もっと白い方がいいよな？」

「どこの工房も、それを目指して日々研けん鑽さんしているとか。なかなか難しいようですけど」

　まだ技術発展の途中というわけか。日本でそこそこの値段で買える磁器の方が白くて品質はいい。

「わかった、ちょっと考えてみる」

「おおっ！　さすがはお館様！」

「考えるだけで、成功は保証できないぞ」

　今ちょっとアイデアを思いついたのだが、この方法を用いれば磁器の品質が上がるかもしれない。

　早速、魔法で試してみることにしよう。




　とはいっても、俺に焼き物製造の技術などあるはずがない。

　昔、魔法で作った壺はあくまでも生活雑器。

　そこで、十八世紀にイギリスで発明された技術を用いることにする。

　『ボーンチャイナ』という、白色粘土が入手困難だったので代用品として牛の骨こっ灰かいを陶土に混ぜて製作した磁器。

　粘土は領内に採れる場所が複数あるので従来のものを使い、これに骨灰を混ぜた粘土を作り成形して焼けば、乳白色の綺き麗れいな磁器ができるはずであった。

　必ず成功する保証はないが、試して損はないはずだ。

「早速、実験だな」

　骨灰の原料である骨は、狩猟で獲れた魔物を解体した時大量に出る。骨にも魔道具や魔法薬の材料、農業用の土壌改良剤としての使い道があったが、余ってゴミとして捨てられているものも多かった。

「（確かボーンチャイナは、リン酸カルシウムを三十パーセント以上含む磁器であったはず。牛の骨はないから魔物の骨灰で代用だな）」

　『極限鋼』の時と同じ魔法で配合比率を変えながら、骨灰入り粘土を沢山製造して板状にし、魔法で焼成反応を再現して磁器を製造する。

　俺に成形技術がないので形は歪いびつであったが、一番白かったミズホ磁器よりもさらに白い磁器の製造に成功した。

「（これが一番いいな。細かな配合比率は覚えたぞ）」

　続けて、その配合比率で大量の粘土を作り、それを職人たちに渡してティーカップ、ソーサー、ティーポット、皿、花瓶などを作らせることにした。

「そういえば、どこで焼き物を作っているんだ？」

「領内に点在しておりますが、今日はバウルブルク近郊にある窯に案内します」

　ローデリヒの案内で窯に移動すると、そこでは多くの職人たちが作業をしていた。

「魔導窯なんだな。普通の窯だと思った」

　魔導窯とは、燃料に薪まきではなく魔力を使用する窯である。

　望む温度を長時間維持しやすいので、品質のいい焼き物を作りやすい。

　魔道具なので非常に高価であり、零細窯では通常の窯を使うのが常識であったが。

　なぜ俺が知っているのかというと、ミズホは一部特殊な焼き物以外は魔導窯を使っていると聞いたからだ。

「高いんじゃないのか？　魔導窯って」

「そこはいつもの戦法です」

「いつもの……ねぇ……」

　競争が激しい高価な焼き物の世界において、先行投資で魔導窯を入手したと思ったら、その維持費用で大赤字になってしまった、という貴族から買い叩たたいたのであろう。

　魔導窯は、魔石か魔力がなければ使用できない。

　魔法使いを抱えていない零細窯には大きな負担となり、それならその辺に生えている木を燃料にした方が安いというのが現実だ。

「これはローデリヒ様と……バウマイスター伯爵様ですか！　ようこそおいでくださいました！」

　この窯の責任者と思われる中年男性が驚き半分で俺たちに挨拶をした。

「焼き物の調子はどうなのかな？」

「今は、領内の人たちが気軽に使える安価な焼き物を大量に作っています」

　他にも十数名の職人たちが作業に没頭していたが、製造された焼き物を見ると、そんなに悪くないように見える。

　あくまでも素人判断ではあったが。

「そんなに変わらないような……」

　魔法の袋から取り出した、帝国でも有名な窯の作品と比べてみる。粘土の質は劣るが、成形技術は劣らないような気がする。

「ほほう、帝国のルベール窯の品ですか」

「褒美で貰ったんだ。よくわかるな」

　俺なら、王国の窯の品だと言われて渡されても絶対に気がつかないはずだ。

「まあ、これが仕事なので。私は王都郊外にあるゾーンファルト窯で働いていましたから」

　確か、エリーゼが嫁入り道具で持参したティーセットがそこの品だったはず。

　大貴族御用達だったはずだ。

「ローデリヒ、実は凄い職人なんじゃないのか？」

「いえ、私はまだそこまでの職人じゃないですよ。冷静に評価して一流半というところです」

　さらに話を聞くと、この責任者はゾーンファルト窯を経営する一家の生まれだという。

「職人も貴族と似たところがあるのです。貴族御用達といえば聞こえはいいですけど、高価な品なので大量に売れるものでもありません。職人を続けられる人数は決まっており、私も子供の頃から修行を続けてまいりましたが、兄たちが優先で、私は外に出なければいけなかった。他の窯も似たような状況でして……焼き物を特産品にしたい貴族から招しょう聘へいされるのを待つのが最高の選択肢なのです」

　焼き物の世界も競争で大変みたいだな。

　余った職人の子供は外に出されてしまうのか。

「これからミズホの焼き物の取引が増えるという話が業界に流れていました。好事家相手の焼き物では、珍しいミズホの焼き物には勝てませんから」

　あとは薄利多売を覚悟して、庶民向けの安い焼き物を量産するしかないわけだ。

「バウマイスター伯爵領の場合、輸送費がかからない分、安く売れるのでじきに輸入品の焼き物を駆逐するでしょうね」

　輸入品は、一部高級品のみになるのか。

「あとは、他の焼き物とは違うもの、もしくは素人目にも品質で圧倒的に優れた品を作るしかありません」

「そうだと思い、俺はこれを準備したんだ」

　魔法の袋から、魔物の骨灰と粘土を混ぜたものを取り出した。

「これを使えば、従来よりも白くて光沢のある焼き物ができるはずだ」

「確かに、これなら以前よりも白い焼き物が作れます。焼き物につけた柄や絵も際立つはずです」

　俺が提供した白い粘土を見て、職人たちはみんなやる気を出したようだ。

　完成品ができたら見せてくれと、俺たちは粘土を置いて屋敷に戻った。




　そして一週間後、試作品が出来上がったという連絡が入ったので、俺とローデリヒは再び窯へと向かう。

「バウマイスター伯爵様、見てください！　こんなに白い焼き物が完成しましたよ！」

　日本で見た乳白色で透明感のある磁器が無事完成し、窯の責任者はとても嬉しそうだ。

「おおっ！　白いな！」

「これなら高く売れますよ！」

　従来の王国製および帝国製の磁器や、ミズホ磁器よりも乳白色で透明感のある磁器。

　『なんちゃってボーンチャイナ』は、無事に完成した。

　まだ改良点はあるが、その辺はプロである職人たちに任せてしまえばいい。

　なにより素晴らしいのは、この品質ならば輸出品として扱える点であろう。

　バウマイスター伯爵領には、魔の森で獲れた魔物の素材、魔法薬の原料となる薬草やキノコ類、珍しい果物、最近ようやく輸出が始まった砂糖くらいしか輸出品がなかったからだ。

「我々もまだまだ精進して、もっといい焼き物を作りますよ」

「そうか、頑張ってくれよ」

　こうして、地球とは違う世界でも魔物の骨灰を用いた磁器が誕生することとなった。

　これまで試した人がいなかったというのは不思議だが、うちが儲もうかるのでラッキーという感じだな。

　粘土の提供を受けた職人たちは様々な焼き物を製作し、その中で売りものになると判断されたものが王都へと輸出された。




「あれ？　エリーゼはティーポットを変えたのか？」

　お茶の時間、エルがエリーゼがお茶を淹れるのに使っているティーポットが変わったことに気がついた。

「私はバウマイスター伯爵家の人間なので、今日から献上していただいたこちらを使います」

　そういえば、これはいい出来でしたと窯の責任者が献上してくれたのを思い出した。

「ヴェルが魔法で配合した粘土で作った焼き物だっけ？　前のティーポットよりも白いな」

「そうですね、これはミズホの焼き物よりも粘土の質がいいようです。成形も厚ぼったくなくてスッキリとしていますし、光沢のある白でポットに描かれた絵が映えますね」

　ハルカは、俺やエルよりも焼き物に詳しかった。

　評価が正確すぎて、みんな納得してしまった。

「詳しいんだな」

「抜刀隊には工芸品や焼き物に詳しい人も大勢いたので、教わって自然と覚えたといいますか……」

　単なる剣術バカのみでなく、芸術的な素養がある人も多いのか。

「じゃあ、タケオミさんもそうなのか？」

「兄様は刀剣には詳しいですけど、他はあまり……」

　なるほど、彼はとことん刀バカというわけか。

「魔物の骨の灰を粘土に混ぜるのか。ヴェルはよくこんなの思いつくな」

　思いついたのではなく、知っていただけなんだけど。

　それでも、最高級品に使う粘土は、完成するまで、何度も魔法で成分を微調整して大変だった。

　掘り出した粘土と骨灰をただ混ぜるだけでは、白がくすんでしまうからだ。

　骨灰に使う魔物の種類によっても焼き上がりの白さに差が出るから、これは職人たちに研究してもらわないと。

「カップが綺麗だと、お茶も美お味いしそうですね」

　エリーゼが、ティーポットのマテ茶をティーカップに注いでみんなに配った。

「こういうカップでお茶を飲むと贅ぜい沢たくな気分ね」

「実家の食器と比べるのも変だけど、道場なんてお弟子さんが沢山いるから数を揃そろえないと駄目だからね」

　イーナとルイーゼも、新しいカップに入ったお茶を楽しんでいる。

「でも、もっといっぱい入る方がいい」

「ヴィルマさん、このカップはそういう意図で作られたものではないのですが……この白さと洗練された絵柄、貴族に相応ふさわしいティーセットではありませんか」

　ヴィルマからすると、カップはデザインよりも実用性というわけか。

　カタリーナは貴族気分に浸れると、大満足であったが。

「あなた、この焼き物には不思議な光沢がありますね。あまり主張しすぎないので、白を余計に際立たせて上品に見えるのがいいです」

「おおっ！　いかにもな評価！」

　エルが驚いているが、エリーゼは本物の貴族令嬢だからな。生まれた頃からそういうものに囲まれて生活しているので、自然と審美眼が身についているわけだ。

「そう言われるとそうですわね」

「カタリーナ、今エリーゼがそう言ったから気がついたんだろう？」

「ヴェンデリンさん、まさかそのようなことはありませんわ」

「本当に？」

「当たり前ではありませんか」

　もの凄く噓うそ臭かったので、エリーゼを除く全員の視線がカタリーナに集中した。

　エリーゼは、そこで人を疑うような性格をしていないから別だけど。

「俺も言われるまで気がつかなかったし」

「そこは気がつけよ。お前が材料を提供したんだから」

　そう言われても、俺に芸術的な素養なんてないから。

「エル、お前なぁ……俺の生まれで芸術的な素養なんて身につくか。そういうのは、エリーゼの担当なの」

　前世から考慮しても、俺に芸術的な才能や審美眼なんてあるはずがない。

「あなたは他に優れたところや、いいところがいっぱいありますから問題ありません。それにお互いにない部分を補うのが夫婦ですから」

　さすがは俺の妻。エリーゼはいいことを言うな。

「今ちょっと魔法で探ってみたんだが、魔物の骨にはわずかに魔力が残留しているから、それが焼き物の光沢に影響しているみたいだな」

「そこまでわかって気がつかなかったとは……」

「白くて綺麗だなくらいはわかるが、原因は魔法で探らなきゃわからないって！　エルこそ気がついていたのか？」

「いいや、俺の生まれは由緒正しい田舎貴族だからな。うちの実家に王都の大貴族御用達の品なんてあると思うか？」

「いいや、うちの実家にもなかったからな」




　こうして完成した『なんちゃってボーンチャイナ』であったが、その白さと光沢、絵柄の鮮やかさが人気となり、我がバウマイスター伯爵領の特産品になったのであった。

　なったのであるが……。




「お館様、注文が多くて粘土が足りないそうです」

「またか？」

「作っても作っても注文が追いつかないそうで」

「しまった！　俺の仕事が増えている！」

　一年ぶりに領地に戻ったため溜たまっていた大量の土木工事に、この最高級品を作る粘土の成分調整という仕事が加わり、俺のスケジュールからは、暫しばらく週一の休みすら消滅した。

　もしかしなくても、俺は商社マン時代よりも忙しくなっていた。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「それで、お館様。もっとアイデアを拝借いたしたく」

「あのな、ローデリヒ。お前は、俺が商売のアイデアを出せる魔法の壺かなんかを持っていると思っているのか？」

「そこまでは思いませんけど、焼き物は大成功だったではないですか」

　ローデリヒが『次のアイデアを早く』と、ワクワクしたような表情で迫ってきた。

　魔物の骨灰を使った焼き物は大人気となった。

　おかげで、バウマイスター伯爵領のドル箱特産品となりそうであったが、同時に他の領地の窯の売り上げを落とすはずだ。

　自分の領地にある窯の売り上げが落ちれば俺を恨むであろうし、職人の引き抜きや、原料や製法のスパイ行為も心配になる。

　ローデリヒは、バウルブルク郊外の窯で働く職人および、バウマイスター伯爵領に点在する窯で働く職人の中で腕がいい者たちを家臣化してしまった。

　庶民向けの焼き物は民間に任せ、魔物の骨灰を使う高級品はバウマイスター伯爵家直営とし、職人は家臣扱いとなった。

　給金は低いが世襲も可能で、焼き物が売れた額に応じて手当ても出す。

　江戸時代、大名が陶工を武士扱いしたのと同じ仕組みだ。

　機密保持のためなので、ちゃんとした待遇で雇わないといけない。

　彼らも独自に魔物の骨灰とバウマイスター伯爵領各地から取り寄せた粘土を混ぜて研究を行っているから、俺の手を借りずに最高級品が作れるようになれば囲い込みも成功だ。

　俺の仕事も減るから一石二鳥だな。




「これは駄目か？」

「あの……フィリーネ様はどうしてメイド服姿なのです？」

　実は、明日一緒に出かける予定があったのでブライヒブルクから連れてきたのだが、バウルブルクの服飾工房で試作させた品を、ルイーゼが面白がってフィリーネに着せたというわけだ。

「そのメイド服、妙に気合が入っておりますな」

「俺が考案した最新型だ」

　この世界のメイド服は、スカート丈が踝くるぶし近くまであり、生地がゴワゴワで装飾も少なく、デザインも俺からすれば古臭い。

　そこで、俺の個人的な意見を参考に、町の服飾工房に改良型の試作を頼み完成した品が、フィリーネが着ているメイド服なのだ。

　本当は、ルイーゼに着せてみる予定だったんだが……。

「ボクも着ているよ。短いスカート丈、フリルもいっぱい、色も黒じゃないんだね」

「メイド服は黒が基本だけど、黒だけというのは思考停止だと思うな。デザインもそうだ。着ていて女性がワクワクするようなメイド服にすることにより、仕事にもやる気が出るのではないかというわけだ」

「と言いつつ、完全にヴェルの趣味だよね？」

「そんなことはないさ。俺は使用人への福利厚生をちゃんと考えているだけさ」

　新しいメイド服が完成すれば少しは商売になるのではないかという考えもあったが、実のところは、せっかく毎日見るものだから現代風のメイド服も欲しいと思っただけだ。

　メイド服は貴族や金持ちの屋敷のメイドだけでなく、町中の店や飲食店でも制服として採用しているところが多いから、客寄せになると期待されて売れれば、こちらも経費が回収できて万々歳だ。

　問題があるとすれば、すぐに真似されてしまうかもしれない点か。

「この前の水着といい、ヴェルって妙な才能があるわね」

　才能じゃなくて、前世で見たものを覚えているだけだけど。

　参考にしたのは、前世でメイド喫茶好きの会社の先輩にそういう店に連れていかれた時の記憶だ。

「勿もち論ろん、イーナの分もあるから」

「私の分も？」

「試着だからお遊びお遊び。エリーゼの分も、ヴィルマの分も、カタリーナの分も、ハルカの分もあるから」

「用意周到よねぇ……まあいいわ、面白そうだし。エリーゼたちはどうする？」

「着てみたいです。昔、ドミニクのメイド服姿を見て、私も一回着てみたかったのですが、お爺じい様に怒られそうだったので……」

　エリーゼも普通の女の子で、色々な服に興味があったというわけだ。

「面白そう」

「どうして私が、使用人の服を……」

「嫌なら着なきゃいい」

「新しいメイド服で領内の服飾工房が栄えれば、回りまわってバウマイスター伯爵家の利益にもなるので、これは高貴な家に生まれた者の義務ですわ」

　ヴィルマから素っ気なく『嫌なら着なきゃいい』と言われたカタリーナであったが、元ボッチゆえか仲間外れは嫌なようだ。

　奇妙な屁へ理屈をこねまわして新しいメイド服の試着を了承した。

「そういえば私、スカートって初めて穿はきます」

　ハルカは基本生真面目なので、主君命令だからとメイド服の試着を了承した。

　スカートは初めてだと言うが、確かにミズホでスカートを穿いている人はいなかったな。

　全員着替えのため別室に向かい、十分ほどで全員が着替え終わって集合した。

「う───ん、至福だな」

　フィリーネはブルー、エリーゼはグリーン、イーナはパープル、ルイーゼはピンク、ヴィルマはイエロー、そしてカタリーナはオレンジであった。

「……」

「……」

「ヴェンデリンさん、エルヴィンさん、なにか私にご不満でも？」

「ヴェル、どう言っていいのかわからないが……」

「あえて言うのなら、またも不自然？」

　みんな可愛かわいくてよく似合っており、奥さんたちや少女に色取り取りのメイド服を着せて悦に入るバウマイスター伯爵と家臣その１という構図になっていたが、カタリーナはその髪型とメイドなのに偉そうな態度のせいでまったく似合っていなかった。

「カタリーナ、他の色のメイド服の方がよかったかな？」

「ヴェル、そういう問題じゃないと思うぞ」

　エルは、色の問題じゃないと断言した。

「そうか！　その髪型をストレートにすればいいんだ！」

　髪型が縦ロールのメイドなんて変だからな。

　髪型をストレートにすれば……。

　あれ？

　この会話の流れ、この前も……。

「お断りしますわ。この髪型は私の拘こだわりですから」

　う──ん、そこまで縦ロールに拘るとは……。

「もしかすると、カタリーナは縦ロールを解ほどくと死んでしまう病？」

「そんな人はいませんわ！」

　やっぱり、そんな病気は存在しないか……。

「ハルカさんはいいなぁ」

　ハルカだけは従来どおりの黒のメイド服姿であったが、エルはそれでもとても嬉しそうであった。

　エリーゼたちのメイド服よりもフリルが少なめで、スカートも長めだ。

　ちょっと改造を抑え気味にしたのだが、ハルカは内股になり、とても恥ずかしそうにしていた。

　彼女からすると、これでもスカートが短すぎるみたいだ。

　元々袴はかましか穿いたことがなく、スカートに慣れていないというのもあるのだろうが。

「恥ずかしがるハルカさん、いいなぁ……」

　駄目だこりゃ、エルは完全に鼻の下を伸ばしている。

「あなた、さすがに黒以外のメイド服を屋敷で採用するのはどうかと思います」

「やっぱりそうか」

「そのくらいはわかっていたんだ」

「ルイーゼ、俺にも一応常識ってものがあるんだけどね！」

「こんなメイド服に改良する時点で怪しいって」

「うぬっ！」

　ルイーゼ、夫に対し随分な言い方じゃないか。

「エリーゼ、これは町中の店舗用だよ」

　若い女の子がウエイトレスをするような飲食店でこそ、この新しいメイド服はとても役に立つのだ。

「男性のお客さんがいっぱい来るからですか？」

　さすがはエリーゼ、一発で俺の意図を見抜いたか。女性だから鋭いってだけかもしれないけど。

「身も蓋ふたもないというか、本当に男性客が沢山来そうね……」

　イーナ、これは悲しい男の性さがなのだよ。

「間違いなく、男性客が増えるから！」

　そうすれば、店側だってメイド服代なんてすぐに回収できる。

「一店舗で複数の女性従業員にこれを着せ、洗濯とかあるから予備も何枚か必要だと考える。毎日違う色のメイド服を着せれば新鮮でお客さんが常連化するかもしれない」

「ヴェル様、それは本当？」

「本当かもしれないし、経営者がそう思ってくれれば新しいメイド服が沢山売れるから」

　そして服飾工房が儲かれば、バウマイスター伯爵家への税収も増える。

「ヴェル様、商売上手」

　ヴェルマ、俺をもっと褒めてくれ。

　俺は領民たちの生活向上に貢献するいい領主様なのだから。

「というわけで、ドミニクやレーアが着るメイド服をこれにしようかと」

「このくらいの改良でしたら、逆に華やかになっていいかもしれませんね」

　エリーゼは、ハルカが着ている新作メイド服を屋敷で採用することに賛成してくれた。

「あの、ヴェル」

「あれ？　イーナは反対か？」

「反対じゃないけど、従来の古いメイド服も残すべきだと思うの」

「わざわざ古いデザインのメイド服をか？　どうして……」

「ドミニクやレーアみたいに若いメイドはいいわよ。でも、このお屋敷には私たちのお母さんよりも年上のメイドさんだっているんだから」

　そういえばそうだった！

　これだけの屋敷、到底ドミニクとレーアだけで回るはずもなく、他にも家臣の娘や奥さんなどもメイドとして大勢雇っている。

　このフリルが多くてスカートが短いメイド服を、ちょっとお年を召されたメイドが着るのは厳しいか……。

「採用されれば、文句も言わずに着ると思うけど……」

　あとはちょっとイーナも言いにくそうだな。それを見る俺たちも厳しいのではと言いたいのであろう。

「イーナ、スカートも従来どおりの長さで、デザインも落ち着いたメイド服を考えるよ」

　こうして、バウマイスター伯爵領内の服飾工房から色違い新作メイド服が発売され、主に飲食店にとてもよく売れた。

　だが、著作権もないこの世界、すぐに真似されてしまい、さほど儲からなかったことは記しておこうと思う。

　そして……。




『バウマイスター伯爵、聞くところによりますと、私の可愛いフィリーネにいかがわしい服を着せて喜んでいたという話ですが……』

「そんなことはないと思うんですけどねぇ……」

　後日、フィリーネに新作のメイド服を試着させたことがブライヒレーダー辺境伯にバレ、その釈明で余計な時間を費やす羽目になってしまった。





第六話　接待旅行







　マハゼは、スズキ目ハゼ科に分類されるハゼの一種で、東アジアの内湾や汽水域に生息する魚だ。

　他にも中国、オーストラリア、アメリカにも生息し、日本では北海道以南に。ハゼ、カジカ、グズ、デキハゼ、ヒネハゼ、ケタハゼ、カマゴツ、ゴズ、クソハゼとその地方や大きさなどによって様々な呼び方をされる。

　手軽な釣りの対象魚であり、ハゼ釣りは江戸時代から庶民の娯楽として存在していた。

　食用としてもポピュラーであり、天ぷら、から揚げ、刺身、吸い物の椀わん種だね、煮付け、甘露煮など色々な料理で食べられる。

　江戸前の天ぷらネタとしては最上のものとして知られ、下町の某高級天ぷら店では八千円以上のコースを頼まないとハゼの天ぷらは出てこない。

　仙台など一部の地方では、ハゼの焼き干しは伝統的な雑煮の出だ汁しとして、なくてはならないものだ。




　と、なぜ俺がここまで詳しく説明するのかといえば……。




「バウマイスター伯爵、ここは大きさも数も出るポイントでな。マズメの時間には入れ食いになることも多い。ミズホ伯国もとい、ミズホ公爵家専用の釣り場なのだよ」

　領地に戻ってようやく生活が落ち着いてきた頃、俺たちはミズホ上級伯爵もとい、ミズホ公爵から接待を受けていた。

　そこは、ミズホ伯国もとい公爵領が、フィリップ公爵家から漁の許可を得た海に繫つながる川の河口であった。

　アユ、ウナギ、ナマズ、アカメ、ハゼ、アナゴ、シロギスなどの魚影が濃く、ミズホ家一族と、その当主に認められた家臣やその家族のみが、投網、釣り、その他の漁を許され、それを調理して楽しむ。

　他にも、ミズホ家にとって重要な客を接待する場にも利用されるそうだ。

「夏はデキハゼ、今の時期は海に落ちる前の大きなハゼが釣れるのだ」

　ミズホ人にとって、ハゼ釣りは領主から庶民までもが行う人気の趣味であった。

　さすがは日本人に似た民族、なかなかに風流な趣味を持っている。

「極限鋼に、あの輝く白さが特徴の磁器。我らも職人たちに研究を重ねさせているが、あのレベルにまで至っていない。是非その製造方法を販売してほしいものだ」

　俺たちは、そんな理由でミズホ公爵から接待されていた。

　領地の加増と陞しょう爵しゃくを果たしたミズホ公爵に対し、お祝いを持参するという理由も混じっている。

「随分と正直に言いますね」

「それに気がつかぬバウマイスター伯爵でもあるまいて。内乱中は大変であったから、単純に息抜きでもある」

　あれだけの内乱があったので、ミズホ公爵も息を抜きたかったのであろう。

　俺もそうだ。

　どういうわけか、休みが減って特産品の開発をさせられたりしているのだから。

「気軽に糸を垂らしながら一杯どうぞ」

「これはご馳ち走そうになります」

　俺は、ミズホ公爵から酒を注ついでもらった。

　河口の岸にある、簡素な仕掛けを投入するとハゼがよく釣れる場所の傍そばには純ミズホ風の家屋が建ち、しかも屋内の窓から冬の寒さを気にしないでハゼが釣れるのだ。

　釣れたハゼは、すぐにミズホ家お抱えの料理人によって、刺身、から揚げ、天ぷら、煮付け、吸い物に調理されて酒と共に出される。

　酒も、ハゼを焼き干しにしたものをお燗かんした酒に入れたハゼ酒であり、美お味いしさのみならず風流も楽しめる仕組みになっていた。

　元日本人である俺にとっては、大変嬉うれしい接待の内容だ。

「釣れた、釣れた。おおっ！　これは新記録か？」

　この世界にも、リール竿ざおが存在している。

　王国にも存在するのだが、ミズホ公爵領製のものは現代日本のリール竿に似ていて使いやすい。

　彼らは魚好き民族なのでよく釣れる仕掛けの研究も盛んで、天てん秤びん仕掛けや針なども日本のものによく似ていた。

「糸も、細くて丈夫ですね」

　二十センチを超えるハゼが釣れたが、釣り糸は極細なのにまったく切れる心配はないようだ。

「マダラ大クモという、魔物の領域に住んでいるクモの糸を特殊加工しておってな。プロの漁師からも重宝されておるよ」

「王国でも需要がありそうですね」

「早速、王国貴族からの引き合いもあってな。講和条約様々だな」

　ミズホ公爵家は帝国の貴族に組み込まれたが、やはり生粋の帝国貴族ではない。

　ペーターはなんとか一体感を演出しようとしているが、王国政府と王国貴族で独自にミズホ公爵家と縁を結ぼうとする動きがあるそうだ。

　王国政府の方は、俺がそうするように陛下に進言したからだけど。

「交易が盛んになって我がミズホ家が儲もうかるのは万々歳だが、バウマイスター伯爵も意外と策士だな」

「そうですか？」

「ヘルムート王国は帝国の内乱に乗じて兵は出さなかったが、経済的には侵略を開始したともいえるからの」

　現在の帝国は、内乱のせいで生産力と流通にダメージを受けている。

　それに乗じる形というか、王国の産品が徐々に輸入されるようになっているそうだ。

　しかし、さすがは商人。

　儲け話には敏感で、そのためなら国境を越えるくらいは厭いとわないようだ。

「まあ、うちは貿易黒字なので上う手まくやっているがね。中央政府は大変だと思うぞ」

　統治体制を固めようと必死のようだが、早速、小規模の反乱が発生したそうだ。

「ベーテル子爵が、改易された貴族やその家臣たちと共に反乱を起こしたようだな。彼は領地を削られて不満があったそうだ。わずか一週間で鎮圧されて首を曝さらされたそうだが」

　帝国軍の最高司令官になったギルベルトが、速攻で戦力を送り出して鎮圧してしまったそうだ。

　あの人は有能な軍人なので、ベーテル子爵が軍事の天才でもなければ当然の結果といえた。

「帝国が落ち着くまでには時間がかかるというわけだ」

「ペーターは大変だな」

「バウマイスター伯爵たちが来るから一緒にと招待したのだが、多忙なようで断られてしまった。『残念、無念』と言っておったぞ」

　同じく、新フィリップ公爵として多忙なアルフォンスも忙しすぎてこの接待に来ていなかった。

「テレーゼ殿も来ないか」

「遠慮しているのですよ」

　自分はもうフィリップ公爵家の人間ではないし、帝国で政治的な活動をするつもりもない。

　それを世間に知らしめるため帝国を出たのに、いくら遊びでもすぐに帝国領内に戻るのはよくないと俺に言っていた。

「なんでも、自分が出席すると沢山の帝国貴族がこの席に出たいとミズホ公爵の元に押しかけるであろうと。迷惑はかけられないそうです」

「それはあるの。テレーゼ殿はバウマイスター伯爵領で息災のようだし、それでいいのかもな」

　あまり政治的な話ばかりしていてもしょうがないので、というか深く関わりすぎるのも問題なので、俺は釣りに没頭することにした。

「エル、釣れたか？」

「そこそこの大きさのが沢山。このハゼのから揚げ美う味まいな」

　エルは、自分で釣ったハゼをから揚げにしてもらい、とても満足そうだ。

「あの……エルさん」

「ああ、餌ね。こいつ、ヌルヌルしてるな。たまに嚙かまれるし」

　ハルカは、餌の活きイソメが苦手のようだ。

　エルに申し訳なさそうに頼み、餌を針につけてもらっていた。

「ハルカさんにも苦手なものがあったんだね」

「私、子供の頃からこのヌルヌルが苦手でして……」

「確かに、苦手な人はいるかもな」

　エルが、活いき餌えが苦手なハルカのために餌をつけてあげ、二人で仲良く釣りをしている。

　その光景は、まさにリア充のカップルそのものであった。

　いまだにボッチ属性が抜け切らない俺の、心の中にすむ嫉妬の鬼が……。

　俺の心をざわつかせるのだ！

「エルさん、釣れました」

「これは大きいな。早速、天ぷらに揚げてもらおうぜ」

　ハルカが釣ったハゼを世話係の女性に渡すと、それをいかにもプロの調理人といった感じの男性が、隙のない動作で捌さばき、衣をつけて揚げていく。

　暫しばらく鍋を見つめ、迷いのない動作で揚がった天ぷらを引き揚げてから、素早く油を切る。

　その熟練の技から、俺は目を離せないでいた。

　そして、揚がったハゼの天ぷらが皿に載って二人の前に差し出される。

「エルさん、天つゆで食べますか？　それともお塩で？」

「最初だから、塩がいいな」

「わかりました。はい、あ───んしてください」

「あ───ん、美味しいな。ハルカさんが食べさせてくれると余計に美味しい」

「そんなことはないですよ」

「いやいや、そんなことはあるって」

　エルに褒められて、顔を赤く染めるハルカ。

　正直、見ているだけで『あ───！』と叫びたくなる光景だ。

　というか、お前らはあの熟練の技を持つ天ぷら職人に対して敬意とか尊敬の念とかを抱かないのか？

　俺はそれがおかしいと思うのだ。

　決して、羨うらやましいとか思っているわけではない。

「若いな。ワシも若い頃、妻にやってもらったことがある」

「そうなんですか？」

　正直に告白すると、前世や結婚する前の俺にはそんな経験はない。

　というか、いくら若い頃でもミズホ公爵には似合わないと思う。

　それを言うと失礼になるから口には出さないけど。












「こういう時のための、タケオミさんなのに……」

　あの妹ラブのシスコンサムライがいれば、二人の不謹慎な行為など阻止、断罪してくれるというのに、なぜか今日はいなかった。

「タケオミなら、フジバヤシ家の連中に吊つるし上げを食らって、今日は欠席だな」

「あの人、何をしたんです？」

「バウマイスター伯爵家と、ミズホ公爵家との融和を邪魔しているな」

　フジバヤシ家は、ハルカとタケオミさんによる内乱での戦功と、俺たちの護衛任務成功で家か禄ろくがかなり上がった。末端とはいえ、上士の仲間入りをしたそうだ。

「その功績の中にハルカとエルヴィンの婚姻もあるのに、次期当主が自らそれを邪魔すれば怒られて当然であろう」

　現当主である父、隠居した前当主の祖父、他ほぼすべての家族から叱しかられたらしい。

「『せっかく仲もいいのに、お前が邪魔をしてどうするんだ！』と叱しっ責せきされたそうだが、誰でもそう言うと思うぞ」

　そんなわけで、彼は上士の仲間入りをしたので参加できるはずの今回の釣ちょう行こうを、欠席させられたそうだ。

「（ちっ！　使えない兄だな。それにしても、エルの分際で……）」

　俺の心の中にすむ嫉妬の魔獣が、徐々に大きくなっていく。

　昔を思い出し、『リア充なんて爆発して死ねばいいのに』と思ってしまうのだ。

　あとは、天ぷら職人への冒ぼう瀆とくもある。

　そう、これこそが一番大切なのだ。

　もう一度言う。これは決して嫉妬などではない。

「あなた、私も天ぷらの作り方を習って実際に作ってみました」

　俺の心にある闇の広がりを察してか、エリーゼが自作した天ぷらを皿に載せて持ってきてくれた。

　さすがは、俺の奥さん。

　俺が、ニュルンベルク公爵並みの心の闇に包まれ、功臣粛清の遠因となるものを除いてくれた。

「へえ、上手に揚がっているな」

「天ぷらって、難しいですね」

　確かに、天ぷらを極めようとすると難しい。

　ネタの細工から、衣の作り方、揚げ方まで細心の注意を払わないといけないからだ。

「揚げている最中に、油の音の変化を聞き分けるのは難しいです」

「もの凄すごくレベルが高いなぁ……」

　初めて天ぷらを自分で揚げているのに、プロの職人のようなことを言うエリーゼ。

　彼女の完璧超人伝説に、もう一つエピソードが加わった。

「油の切り方とか、まともに修行すると時間がかかるみたいだね。では、早速いただきます」

　冷めないうちに、エリーゼが作った天ぷらを食べる。

　サックリ揚がっていて、中の身はほっこりとしている。

　某グルメ漫画のような感想になってしまったが、とても美味しい。

　やはり天ぷらは、最初、塩で食べるべきだなと確信する。

「美味しい。さすがはエリーゼだな」

「よかった。これでバウマイスター伯爵領でもいつでも作れます」

　そう言ってニッコリとほほ笑むエリーゼを見て、俺は勝利を確信した。

「ヴェル、天ぷらを食べてなにを勝ち誇ったような顔をしているんだ？」

　エルが不思議そうな顔をしたが、エリーゼに感謝するといい。お前はリア充なせいで、将来俺に粛清されるかもしれないところを、彼女のおかげでそのフラグがへし折れたのだから。

「なんだかよくわからんな。ところで、イーナたちは？」

「はい、私と一緒に天ぷらを揚げています」

　エリーゼの視線の先では、なぜかイーナとルイーゼが大量の天ぷらを揚げていた。

「これだけ揚げると、エリーゼレベルとまではいかないけど上達したわね」

「ボクも、職人さんに及第点を貰もらえたよ」

「なあ、なぜ二人はそこまで懸命に天ぷらを揚げるんだ？」

　店でも開くのかというほど天ぷらを揚げるのに没頭しているイーナとルイーゼに、俺は近づいて聞いてみる。

「全然足りないのよ」

「揚げても、揚げても、キリがないんだ」

　二人が懸命に天ぷらを揚げている原因、それは導師とヴィルマのせいであった。

　とあるエリアにはブラックホールが存在し、そこではどんな食べ物や飲み物もすぐになくなってしまうのだ。

「某それがしが思うに、このハゼという魚はとても美味しいのであるが、せめて一メートルくらいのものが釣れてくれれば、もっと素晴らしいのである」

「本当、食べれば食べるほどお腹が空すく」

「いや……、そんなに大きなハゼはいませんから……」

　少なくとも、マハゼではあり得ない。二十センチを超えていれば大物なのだから。

「ならば、数を釣るしかないのである！」

「もっと食べたいから釣る」

　巨大なハゼがいないことを導師とヴィルマは残念がっていたが、二人は根がポジティブなので、すぐに沢山釣ればいいと考えを切り替えた。

　二人は釣ったハゼをイーナとルイーゼに渡し、天ぷらとして揚がってきたそれを奪い合うように食べる。

　時おり、導師がハゼ酒を、ヴィルマはお茶と煮付け、甘露煮なども食べながら釣りに没頭していた。

　それにしても、よく食べるな……。

「釣れた」

「ヴィルマは上手いな」

　さすがは、狩猟と漁を生業なりわいと趣味にしている少女。名人レベルの速度でハゼを釣っていく。

　そして、釣れたハゼはすぐに調理され、その胃袋に収まっていた。

「この近辺のハゼ、全滅するんじゃないか？」

「他に釣っている人もいないし、大丈夫だろう」

　エルが絶滅を心配するほどのスピードで、ハゼは導師とヴィルマによって食べられていく。

　だが、この河口はミズホ公爵家専用の釣り場だ。

　そう簡単に、絶滅などはしないであろう。

「釣れたけど、見たことない魚……」

「ああ、シロギスですね。これも天ぷらにすると美味しいですよ」

　給仕役の若い女性が、ヴィルマに魚の種類を教えてくれた。

　ポイントが河口であったため、外げ道どうでシロギスが釣れたというわけだ。

　これも、江戸前では天ぷらネタとして有名だ。

　王国沿岸には生息しておらず、帝国北方でしか獲とれないようだ。

　俺は、王国では見たことがない。

「ヴェル様、味見」

「これも美味しいな」

　ヴィルマは無口なので『あ───んして』とは言わないが、彼女から揚げたてのシロギスの天ぷらを食べさせてもらう。

　これも、白身で味のいい天ぷらネタなので予想どおり美味しかった。

「某も、食べたいのである」

　それを見た導師が、自分もシロギスを食べたいと子供のように我わが儘ままを言う。

「外道だし、そうは釣れない」

「うぬぬぬぅ───！　釣りで一番大切なのは、釣りたいと願う気持ちである！」

　導師がいかにもそれっぽいことを言うが、要は食い意地が張っていてただシロギスを食べたいだけにしか聞こえない。

　しかし、導師は釣りはあまり上手くないようだ。小さな針にチマチマと餌をつけるのが苦手なようで、どうしても一連の動作でヴィルマに負けてしまう。

「ポイントの取り方、アタリが出た時の合わせ方も……。導師、下手ですね……」

「見えない獲物は苦手なのである……」

　そのせいで、導師はヴィルマの五分の一も釣れていなかった。

「と、ここでヒキが！　なのである！　これは大きいのである！」

　導師の持つ竿が大きくしなり、素早くリールを巻くと獲物があがってきた。

　だが、獲物はハゼではなかった。

「フグ？」

「河口だからかな？」

　導師の仕掛けには、フグがぷくっと膨れてかかっていた。

「ええと、これは『川フグ』と言いまして、外道です……」

　世話係の女性が、今度は導師に申し訳なさそうに言う。

「食べられるのであろう？　前にフグは食べたことがあるのである」

「種類が違いまして……。河口でもよく釣れるのですが、毒だらけで食べる部位がありません」

「無念……」

　フグが食べられないと知って、導師がえらく落ち込んでしまう。

「釣れた」

「早いのである」

　導師がそんなことをやっているうちにも、ヴィルマはどんどんと釣果を重ねていく。

「でも、なかなか余らない。焼き干しにして持って帰りたいのに……」

　いくら釣れてもヴィルマがすべて食べてしまうので、ハゼを持ち帰れる可能性は低いようだ。

「ええと、帰りに買って帰ればいいと思うよ」

「さすがは、ヴェル様。いい解決策」

「……」

　それって、褒められるほど凄い意見なのだろうか？

　誰にでも思いつきそうな気がするが……。

「あとは、カタリーナは……」

　最後にカタリーナの姿を探すと、彼女はフィリーネと共に真剣な表情で釣りに挑んでいた。

　今回フィリーネを連れてきたのは、ブライヒレーダー辺境伯の奥さんの意向だ。俺の婚約者になったので、こういう時一緒に出かけるほど仲がいいのだと、内外に知らしめるため。

『バウマイスター伯爵……フィリーネに手を出したら……』

『出しませんよ！』

『ならいいですけど……いいですね、フィリーネと出かけられて……』

　出かける直前、魔導携帯通信機越しにブライヒレーダー辺境伯の恨めしそうな声が聞こえたが、十歳の子供に手を出すわけがない。

　彼は魔法使いや冒険者ではないので、気軽に娘とどこかに出かけることができない点は同情したけど。

　実はもう一つ目的があって、彼女はブライヒレーダー辺境伯の代理人でもある。

　俺の仲介で、ミズホ公爵に加増と陞爵のお祝いを持参し、これから交易なども行って仲良くしましょうというわけだ。

　それが終わった彼女は、年相応の子供らしくカタリーナと釣果を競っていた。

「繊細なアタリをわかりやすく感じるため、糸の周囲に外の風が当たらないように『魔法障壁』を張りましたわ」

「うわぁ、さすがはカタリーナ様ですね」

「これで、私が一番釣れることは確実ですわ」

　遊びでハゼ釣りをしているのに、なぜか一人だけ周囲が引くほど真剣にやっているカタリーナ。

　唯一、一緒にいるフィリーネだけは、カタリーナの魔法に感心していた。

　地味な魔法のために肉眼での確認は非常に難しいのだが、それでも魔法が使えないフィリーネからすると凄いことらしい。

「なぜそこまで勝負に拘こだわるのかわからん」

「ヴェンデリンさん、遊びは真剣にやってこそ面白いのですわ」

　堂々と、らしい正論を吐くカタリーナであったが、それでも勝負の世界は甘くなかった。

　実は彼女、言うほど釣りは上手くないようだ。

　魔法使いは、魔法で獲った方が早い人も多いからな。

「ええと……、言うほど釣れてないけど……」

　俺の釣果と、あまり大差はないように見える。

　これなら、ヴィルマの方が圧倒的に釣っているはずだ。

「……大物でしたら、私の圧倒的な勝利ですわ」

　と言いながら、カタリーナは釣ったハゼの中から一番大きなものを俺に見せる。

「バウマイスター伯爵様、カタリーナ様の釣ったハゼは大きいんですよ」

　フィリーネの言うとおりで、確かに一番大きいのは二十七センチほどある。

　そう滅多には釣れない大物であった。

「デカっ！」

「大物では私の勝ちですわね」

　勝利を確信して胸を張るカタリーナであったが、その天下はわずかな時間で終了した。

「ヴィルマ嬢よ、それは大きいのであるな！」

「天ぷらにすると食べ応えあると思う」

　ヴィルマが三十センチ近いオバケハゼを釣り上げ、その周囲に多くの人が集まってきた。

　カタリーナの三分天下は、明智光秀も真っ青なほどの短さだった。

「ヴィルマは、物心ついた頃から釣りもしていたようだし……」

　彼女は自分の食い扶ぶ持ちを稼ぐため、小さい頃は狩猟に出られないので川で魚を釣って食い扶持を確保していたと聞いた。

　仕掛けを結ぶのも速いし、その腕前も名人クラスだと、同伴しているミズホ家の世話係の人たちが認めているほどなのだから。

「凄いですな、ヴィルマ様」

「ワシは、三十年前にそれよりももう少し小さいのを釣りましたが、それでも当時はお館やかた様に羨ましがられましたぞ」

　お客の世話をしたり、釣りを教える仕事をしている世話係の老人たちが、ヴィルマの腕前と釣ったハゼの大きさを称賛していた。

　彼らもハゼ釣りが趣味なようで、純粋に大きなハゼを釣ったヴィルマが羨ましいようだ。

　物差しで釣れたハゼの長さを計り、とても盛り上がっている。

「この大きさでも、年に数匹あがるかどうかみたいだぞ」

　ここでカタリーナがヘソを曲げると困るので、俺はフォローを入れておく。

　別に、カタリーナがヴィルマに隔意があるわけではないが、彼女は勝負になると周りが見えなくなることがあるからだ。

「……」

「カタリーナ？」

「ならば、私は明日の朝、マズメの時間にこれよりも大きなハゼを釣りましょう！　そう、この川のハゼのボスを釣り上げるくらいの覚悟で！」

「この川に、ハゼのボスなんているのか？」

　そんな話は聞いたことがない。

「ヴェンデリンさん、魔物の領域には必ずいるではないですか。きっと、この川にも人知れずいると、私は思うのです！」

「（いるわけないだろうに……）」

　某釣り漫画でもあるまいし……ここは普通の川で魔物の領域でもない。

　俺は、カタリーナの言い分にただ呆あきれるばかりであった。




「暗い、寒い、まだ日が昇る気配もない」

　そして次の日の早朝、マズメの時間と言われる時刻。

　季節は冬なので、まだ日が昇る気配もない。

　そんな中、俺、導師、カタリーナ、ヴィルマ、フィリーネの五名は、宿泊したゲストハウスから少し離れた川の河口にいた。

「バウマイスター伯爵様、このポイントですだ」

「ここか……」

　昨晩は、『ハゼのボスなんているか！』と思った俺であったが、実は存在すると、普段川を管理している老人に言われ、俺も急きゅう遽きょボス釣りに参加することにしたのだ。

　なぜって？　釣り漫画のような展開で面白かったからだ。

「ハゼは一年から二年で死んでしまうんですが、そのボスハゼは何十年、何百年も生きているって噂うわさでさぁ。ワシの爺じいさんも見たことがあるって言うておりました」

　彼の家は、ミズホ公爵家専用の釣り場であるこの川を普段から管理している一族である。

　毎日、密漁者対策で川を見回りしているそうだが、何回か川底を泳ぐ全長二メートルほどの巨大ハゼを見たことがあるという。

「二メートルは凄いな」

　ハゼは産卵をすると死んでしまうのに、それを放棄して成長、生き続ける個体か。

　段々と話が盛り上がってきたな。

「でも、二メートルのハゼだと昨日の仕掛けでは通用しないか」

「そう思って、準備しておいた」

　さすがは、釣りでは妥協しない女、別名『釣りガール、ヴィルマ』。

　昨日のうちに、世話係の老人に頼んで仕掛けを準備していたようだ。

「しかし、なぜヴィルマが準備を？　ボスを釣るって言っていたのはカタリーナだったような」

「私、今まで魚は魔法でしか獲ったことがないのです。そこで、ライバルであるヴィルマさんに頼みましたわ」

「おい……」

　物は言いようというか、超初心者が超ベテランをライバルだと言い張れるのだから、カタリーナは凄い。

「つまり、カタリーナ嬢はビギナーズラックを狙っているのであるか。ならば、某にもチャンスがあるのである！」

「導師様、私も大物釣りたいです」

　導師とフィリーネも竿を取り、ボス釣りに参加を表明する。

　今回、エリーゼ、イーナ、ルイーゼ、ハルカ、そしてエルは不参加であった。

『なにか釣れたら、朝食用に調理しますね』

　エリーゼたちは、もう少し遅く起きてから朝食の準備をするそうだ。

　そのメニューは、俺たちの釣果にかかっている。

「ゴツい仕掛けですね、ヴィルマ様」

「このくらいじゃないと、ボスがかかると対処できないから」

　磯竿のようにゴツい竿、デカいリール、昨日使ったマダラ大クモの糸を六本もより合わせてから特殊な加工を施した釣り糸、重いオモリ、大きな針と。

　これなら、ちっとやそっとの大物でも逃げられる心配はないであろう。

「餌は？」

「これ」

　ヴィルマが差し出したバケツの中には、小さな蛇に見える大ミミズが入っていた。

「このくらい大きくないと、大物が食わない」

「ハルカは連れてこなくて正解だったな」

　普通のイソメでも駄目なのに、こんな化け物ミミズを見たら卒倒するかもしれない。

　そして、エルがそれを介抱する……そんなリア充の光景など、ボス釣りのロマンには不要なのだ。

「針を隠すようにつけてから、仕掛けを狙ったポイントに投入する」

　針に大ミミズをつけたヴィルマは、ゴツい竿を軽く振って狙いのポイントに仕掛けを下ろす。

　狙いどおりのポイントに投げられたようで、やはり彼女はイカす（死語）釣りガールであった。

「餌が底に沈むのを待ってから、釣り糸のたるみを取ってアタリを待つ」

「誘いは必要ないのか？」

「水の中で大ミミズが暴れるから必要ない」

　なるほど、これほどのお化けミミズだ。さぞや暴れて、魚の興味を引くのであろう。

「そして、待ちながら甘酒を飲む」

「ヴィルマ様、甘酒が美味しいですね」

「これも寒い時期の釣りの楽しみ」

　最後のはいらないような気もするが、今は冬の早朝なので寒い。

　世話係の老人が甘酒を温めており、みんなに配ってくれた。

　空腹に、温かくて甘い甘酒は最高だ。

「じゃあ、俺たちも始めるか」

　ヴィルマの見本に従って、俺たちも餌をつけてから仕掛けを投入する。

「（『きゃあ───、ミミズ怖い』とか言う女子はいないね……）」

「ヴェンデリンさん、なにか仰おっしゃいましたか？」

「ううん、なにも」

　いたらいたでムカっとするのかもしれないが、一人もいないというか、唯一そういうことを言うのがエルの婚約者という時点で少しモヤっとした。カタリーナも、平気な顔をして針に大ミミズをつけている。

　この世界の女性は逞たくましい。

「狙った場所に仕掛けを投げ入れるのは難しいな」

　大きな竿に慣れず、なかなか思ったポイントに仕掛けを投入できないが、多少ズレていてもなんとかなるであろう。

「最後に、某が絶妙なポイントに投入するのである。ふんぬ！」

　などと言っていたくせに、導師は川の向こう岸まで仕掛けを飛ばしてしまう。

　相変わらずのバカ力だ。

　釣りなのだから、最低限水の中に仕掛けを入れないと意味がないのに。

「導師……」

「仕掛けが切れていないか心配」

「私よりも下手ですわね……」

　つい冷たい視線で見てしまう俺たちであったが、唯一の例外がいた。

「導師様、凄い力ですね」

「であろう？　やはりフィリーネはわかっているのである」

　なぜか、フィリーネだけが目を輝かせて喜んでいた。

　導師も褒められて満更でもないようで、この二人、血は繫がっていないがまるで親子のように息が合う。

「次は、もう少し力を抑えて投げるのである」

　幸い、木の枝などには引っかかっていなかったようで、導師はリールを巻いて仕掛けを回収しようとした。

　すると、突然もの凄いヒキが導師を襲う。

「なにか釣れたのである！」

「凄いです、導師様」

　導師のファーストヒットにフィリーネも喜んでいるが、なにかがおかしい。

　地面を這はっている仕掛けに、魚がかかるわけがないからだ。

「明らかに魚ではありませんわよね？」

「水の中じゃないから当然」

「何が釣れたかは、リールを巻いてみればいいのである！」

　もの凄いヒキのようだが、導師のパワーにかかれば特に問題もないようだ。

　ゴリゴリと音を立てながら止まることなくリールが巻かれていき、俺たちの視界にようやく獲物の姿が見えた。

「猪いのしし？」

　掛かっていたのは、少し小さめの猪であった。

「なんで猪が？」

「この辺の猪は、この大ミミズが好物なんでさぁ」

　世話係の老人が、猪がかかった理由を教えてくれた。

「大ミミズが生息するこの近辺は猪の猟場でもありまして、猪はよく地面を掘って大ミミズを探しているんでさぁ」

　猪狩りに来た猟師は大ミミズがいそうなポイントを探し、成果が芳しくない時には大ミミズを獲って釣り具屋に売りに行くそうだ。

「猪が獲れない時でも、お小遣い程度にはなりますので」

「へえ、そうなんだ」

　そんな話をしているうちに、憐あわれな猪は導師によって向こう岸から川の中に引きずり込まれ、段々とこちらに引き寄せられていく。

　よく見ると、その口に大きな針が刺さっていた。

　獲物が獲物なので針は外れるかと思ったが、思ったよりも深く突き刺さって抜けないらしい。

　導師の傍まで引き寄せられた猪は、彼の一撃で沈黙する。

　憐れな猪は、すぐに近くの木にロープで吊るされて血を抜かれていた。

「某が、一番最初に釣ったのである」

「導師様、凄いです」

「明らかに釣りの成果じゃないですし、本来の目的は巨大ハゼなんですけど……」

　釣りに来て猪を釣るなんて奇跡を起こせるのは、間違いなく導師だけであろう。

　カタリーナとヴィルマも俺と同じ意見のようだが、なぜかフィリーネだけは導師を褒めていた。

「アタリがきましたわ！」

　釣りを再開した直後、本当の意味での最初の釣果はカタリーナが獲得した。

「巨大ハゼではないと思いますが……」

　カタリーナも暫くリールを巻いて奮闘していたが、あがった獲物はスズキによく似た魚……いやどう見てもスズキであった。

「いいサイズの『シロ』ですな」

　世話係の老人が、タモで八十センチほどのスズキを掬すくう。

　この世界では、スズキではなくシロが正式名称のようだ。

「洗い、煮魚、焼き魚、揚げもの。なんにでも料理できる白身の魚なのでシロという名前だとか」

「一つ勉強になったな」

　世話係の老人から豆知識を得てから、俺たちは釣りを続行する。

　その間、老人は猪の解体を行い、カタリーナが釣ったシロを締めてから血を抜き、内臓とエラを取る作業を熟練の技で行っていた。

「おっ！　釣れたぞ！」

「バウマイスター伯爵様、私も釣れました」

「某も釣れたのである」

　マズメの時間なので、アタリは多い。

　すべて大型のシロであったが、大物ばかり釣れるので意外と面白い。

　これだけ釣れれば、エリーゼたちへのお土産も十分であろう。

「これは大物」

　ヴィルマは一メートルを超えるシロを連続して釣って、その腕前のよさを証明した。

　これだけ大きい魚なのでヒキも凄いが、怪力のヴィルマは釣り糸の強さも利用し、すべてゴボウ抜きにしてしまう。

「大漁で、ご案内した甲か斐いがありますなぁ」

　釣れた魚を締めながら、世話係の老人が安あん堵どした表情を浮かべる。

　事前にミズホ公爵から、俺たちが大切な客だと言われていたのであろう。

「お化けハゼは釣れていないけど、まあしょうがないか」

　警戒心が強いからこそ、今まで釣れていなかったのだ。

　昨日今日で、そう簡単に釣れるものでもないのであろう。

「お化けハゼは、この川にいてこそのボスなのだと思いますわ」

　最初に自分が釣りたいと言ったくせに、カタリーナは大物のシロを釣ると満足してしまったようだ。

　負け惜しみなのか、悟ってしまったのかよくわからないが、釣り漫画で描かれるヌシがいるポイント近くに住む地元住民のようなことを言っている。

「結構釣れたし、朝飯でこれを塩焼きにしよう」

「美味しそうですね、導師様」

「うむ、楽しみなのである」

　こちらも、大物が釣れて満足したのであろう。

　導師は、素直に仕掛けを巻き取り帰る準備を始める。

　フィリーネも、導師と一緒に釣り竿の片付けを始めた。

「じゃあ、そろそろ終わりにする」

　ヴィルマもリールを巻いて回収し始めた時、唯一釣りを続けていたカタリーナの竿にアタリがくるが、それほど大物というわけでもないようだ。

「三十センチくらいのシロですわ」

　抵抗もあまりないようで、カタリーナはリールを巻いて簡単に魚を水面まで手繰り寄せた。

「そのくらいですと、我らは『シロコ』って呼ぶんでさぁ」

　スズキと同じく、成長の度合いに応じて呼び方が変わるようだ。

　ただ、スズキのようにいくつも呼び方が分かれてはいない。

　三十センチ以下のものをシロコと呼ぶだけだそうだ。

「このくらいのサイズですと、リリースですわね」

　魚の口を水面の上に出しながら、カタリーナが余裕でリールを巻いていた。

　あとは、一いっ旦たん取り込んでから針を外して放流するだけだとみんなが思ったその時、突然水中から巨大な影が現れ、カタリーナが釣った小さなシロコを吞のみ込んだ。

「バウマイスター伯爵様、もの凄く大きな魚が釣れましたよ」

「凄い、ツキがイマイチのカタリーナが奇跡を起こした」

　フィリーネは大喜びで、ヴィルマは何気に酷ひどいことを言っている。

　大きな魚は瞬時に小さなシロコを吞み込み、そのまま水底へと泳いでいく。

　運よく小さなシロコにかかっていたハリがそのまま大きな魚にもかかり、カタリーナは川に引き込まれるかのようなヒキに襲われた。

「ヴェンデリンさん！　やりましたわよ！」

「偶然とはいえ、凄いな」

　取り込み中の小さな魚を食べようとして、本命の大魚、巨大ハゼがかかった。

　今日ばかりは、カタリーナの運が勝ったというわけだ。

「頑張って取り込むんだ」

「えっ？　手伝ってくださらないのですか？」

「あれ？　自分一人で釣らないと意味がないのでは？」

　カタリーナが自分で釣ったと自慢するためには、一人で釣りきらないと意味がない。

　それに、カタリーナには魔法がある。十分に一人で釣れるはずだ。

「『身体強化』があるじゃないか」

「私、風の系統が得意なので、機動力を上げる魔法しか習得しておりませんの」

「系統は関係ないだろうが……」

　火はパワーで、風はスピードとか、『身体強化』に系統なんて関係ない。

　ただ、カタリーナが習得できなかっただけだ。

　まあ彼女の場合、後方で魔法を放つ戦法を行使することが多いので、導師のような『身体強化』を使う必要はないのだが。

「ヴェンデリンさん、急いでくれないと私が川に引き込まれるのですが……」

「凄いパワーだな」

　たかがハゼとはいえ、さすがに全長ニメートルを超えているとパワーも凄いようだ。

　カタリーナが川の方に引きずり込まれそうになり、リールからも釣り糸が出っ放しである。

　俺は急ぎ自分に『身体強化』をかけ、カタリーナから竿を受け取る。

「本当にいるとなれば、この川のボス、釣らせてもらうぜ！」

　ただ、俺の釣りの腕前も素人に毛が生えた程度であった。

　魔法で強化したパワーを使い、リールを強引にゴリゴリと巻いていくだけだ。

　それでも、針がかかった場所がよかったのか、逃げられることなく獲物を引き揚げるのに成功した。

「デカっ！」

　日本どころか世界中でもあり得ない、全長二メートルを超えるハゼは実在した。

　したのだが……。

「若干グロいな……」

「そうですわね……」

　せっかくの大物が釣れたのだが、なぜかあまり感動しない。

　物語だと何日も粘ってようやく釣れることが多いが、俺たちは一日目で釣れてしまったからなのか？　それとも、釣れた獲物をよく見ると、もの凄く怖い顔をしているからなのか？

　いや、普通のマハゼだって、よく見ると口がギザギザだったりして意外と怖いのだ。

　それが二メートルもあれば、怖くて当たり前か……。

「嚙まれたら怪我をしそう」

　相手は、三十センチ近い魚を丸吞みするような奴だ。

　口のギザギザも鋭いし、ヴィルマの言うとおり嚙まれると大怪我をするかもしれない。

「導師様、このハゼ、可愛かわいいですね」

　ところが、フィリーネだけは少し美的感覚がズレており、楽しそうに河原にあがったハゼを眺めている。さすがは、導師がお気に入りだけのことはあった。

　彼女は色々な意味でゲテモノ好きなのだと思う。

「これ、どうする？」

「うん？　食べないのであるか？」

　導師の問いに、誰も答えなかった。

「いや、実際に釣ってみて思ったんですけど……食べたくない？」

「調理も大変ではないですか？」

　シロなら切り身にすればいいわけで……ああ、この巨大ハゼも切り身に？

　してもいいと思うのだが、なぜかあまり食べる気にならない。

　やはり、見た目の問題なのであろうか？

「から揚げや天ぷらにすると、美味いと思うのである」

「火が通りにくそうですなぁ」

「「「それだ！」」」

　世話係の老人の意見に、俺、カタリーナ、ヴィルマが同意する。

「切り身にすればいいのである」

「それだと風情がない」

　そう、ハゼは頭を取り、背開きにして、中骨を取り、それを天ぷらにするのが美味しいのだ。

　切り身にしてしまうと、なんの魚を天ぷらにしたのかわからなくなってしまう。

　ヴィルマは大食いだが、実はそういう部分も大切にする人であった。

　だからこそ、俺の嫁が務まるのだ。

「頭と骨が硬そうだから、から揚げは不可能に近い」

「これを丸揚げは難しいよな……」

　これだけのハゼを丸ごと揚げられる特別製の鍋など、そう簡単には手に入らないであろう。

　ミズホ公爵に頼んだとしても、絶対に注文生産になるはず。

　どうにか調理できたとしても、食べると骨があたりそうで嫌だ。

「白身なら、切り身でシロが沢山ある」

　五人で二十匹以上も釣り上げ、平均サイズは八十センチほどだ。

　暫くは、塩焼きに、煮魚に、フライにと材料に困らないはず。

　だから、無理にこの巨大ハゼを食べる必要はなかった。

「ヴェンデリンさん、最初は不気味だと思ったのですが、よく見ると意外と愛あい嬌きょうのある顔をしていますわよ」

「そう言われるとそうだな」

　目も真ん丸だし、釣り上げて河原に鎮座させているのに、動かないでこちらを見ている姿は可愛いかもしれない。

　段々と、フィリーネに毒されてきたのかも。

「バウマイスター伯爵様、このお魚さんは長年この川に住んでいたんですよね？」

「これだけ大きいと、相当長生きしているはずだからなぁ」

　まさか、一年でこんなに大きくなるはずはないよな。ここは魔物の領域ではないのだから。












「長年、ボスとしてこの川を見守っていたはずである！」

「バウマイスター伯爵様、導師様、逃がしてあげましょう」

「バウマイスター伯爵、某もフィリーネの意見に賛成である」

　普段は皆殺しが基本なのに、珍しく導師が巨大ハゼを逃がそうと言った。

　このデストロイヤーに仏心を出させるなんて、実はフィリーネは凄い少女なのかもしれない。

「その存在は確認できたし、朝ごはんのおかずはシロで十分」

「ヴェンデリンさん、たまには逃がすのも悪くありませんわ」

「そうだな、逃がしてやるか」

　ヴィルマとカタリーナにも促され、運よく巨大ハゼは放流されることとなった。

　こちらの会話がわかっているのか？

　巨大ハゼは針を外す時にもまったく抵抗せず、そのまま導師に抱えられて川へと戻された。

「導師様、あれ」

「おおっ！」

　ハゼが放流されるとそのハゼを迎えるように、それよりももう一回り大きな巨大ハゼが姿を見せる。

「二匹いたのか！」

「私もこの川の管理を始めて六十年以上経ちますが、二匹いたとは知りませんでしたなぁ」

　世話係の老人も、巨大ハゼが二匹いたことに驚いていた。

「ヴェンデリンさん、あのハゼたちは夫婦なのでしょうか？」

「かもしれないな」

　実は親子かもと思わなくもないが、俺には大きい方のハゼが奥さんを心配して見にきたようにしか見えなかった。

　地球のハゼにはそんな習性はないが、どう考えてもそうだとしか思えなかったのだ。

「ハゼさんたち、これからも仲良くね」

「この川の行く末を見守ってくださいね」

　フィリーネとカタリーナが、日の出の美しい光景の中、川の深い流心部分へと向かう二匹の巨大ハゼに声をかける。

　俺たちも二匹で寄り添うように泳ぐハゼを見送りながら、早朝の釣りを終えるのであった。

　この川でいつまでも、あの巨大ハゼが生きていけることを願って。




「えっ？　巨大ハゼが釣れたけど逃がした？　なんかなぁ……」

　せっかくの感動話なのに、俺たちがゲストハウスに戻ってエルにその話をすると、彼は明らかに噓うそ臭いといった表情を浮かべた。

「いや、本当に釣ったんだって！　噂どおりに二メートル以上あったし！」

「う───ん」

「何が引っかかるんだよ？」

「いやね。導師、ヴィルマ、ヴェルの三人がいて、せっかく釣れた獲物を逃がすなんて、教会の聖人のような真似をするのかなと……」

　食べられるものを獲っておきながら、それを可哀かわい想そうだと逃がしてしまう。

　エルからすると、俺たちがそんなことをするわけがないと思っているようだ。

「俺が導師と一ひと括くくりにされている点はあとで問うとして、フィリーネもいたんだ。情操教育に必要だったとは思わないのか？」

「ヴェルなら『食べ物を得るためには、生き物を殺さないといけないのです』とか言って、容赦なく殺すと思うけど……」

「うっ！」

　なまじエルの言っていることに納得できる部分があったため、俺の反論は鈍ってしまう。

「とにかく、カタリーナだって、フィリーネだって実際現場に居合わせているんだ。巨大ハゼは釣れたんだ」

「いや、世話係の爺さんもそう言っているから疑ってはいないぜ。ただ、釈然としないだけ」

「釈然としないのは俺の方だよ！」

　某釣り漫画のように、その川を守ってきたボスを釣り上げたあとに放流する感動のシーンだったのに、どうしてこの世界の人間には理解してもらえないのか？

　俺、父親に勧められて読んだ『釣りキ〇〇平』大好きだったのに……。




「それでも、楽しい釣り接待だったな」

　ハゼとシロは沢山釣れたし、お土産も沢山貰い、大量に購入もできた。

　婚約して初めての小旅行でフィリーネも喜んでいたし、いい接待旅行であった。

　ブライヒレーダー辺境伯の心境は複雑かもしれないが、彼の奥さんの判断は間違っていないなぁ……などと思いながら、今日はバウマイスター伯爵領内で魔法による土木工事を行っているが、突然、魔導携帯通信機に着信が入る。

「もしもし？」

「こらぁ───！　バウマイスター伯爵！」

　突然、魔導携帯通信機越しに怒鳴り声が聞こえる。

　声の主は、エドガー軍務卿であった。

「俺は、バウマイスター伯爵の義理とはいえ父親だぞ！　楽しそうな接待旅行に俺を誘わないとかあり得ないだろうが！」

　なぜ自分を接待旅行に連れていかなかったのかと、エドガー軍務卿から大声で怒鳴られてしまう。

　この怖さたるや、ヤクザでも震え上がりそうだ。

　意外にも、ヘタレな一般人であるはずの俺は大丈夫だった。

　どうやら、実戦を潜くぐり抜けたせいで、ある程度度胸がついたようだ。

「えっ？　そんな時間があるんですか？」

「誘われれば、予定を空けたに決まっているだろうが！　ヴィルマが土産を渡してくれなかったら、もっと怒っているところだ！」

「ええっ！　でも……」

　内乱後の軍備、軍政改革が忙しいから誘っても来ないと思ったのだが、不覚だったかもしれない。

「アームストロング伯爵も怒っているぞ！　弟はハゼの天ぷら食べ放題なのに、こっちは土産だけかって！」

「ええと……次は必ず誘いますので」

「なるべく早くにな！」

　暴風のようなエドガー軍務卿からの通話が切れて安堵していると、今度はルックナー財務卿、ホーエンハイム枢機卿からも続けて通信が入る。

「もう大分付き合いも長いのに、ワシを誘わないとは……」

「エリーゼを大切にしてくれているのはわかるが、たまには義祖父孝行も必要だと思うぞ、婿殿」

　体育会系肌で直接苦情を言うエドガー軍務卿と違って、文系肌の二人は言い方は遠回しだったが、接待釣行に誘わなかった件を恨んでいるのは同じのようだ。

　それにしても、年寄りというのはそんなに釣りが好きなのであろうか？

　酒と、旅行先の美味しい食事が目当てかもしれないが。

「必ず、次はお誘いしますので」

「必ずだぞ！」

「なるべく早めに頼むぞ、婿殿」

　連続した着信が切れて安堵していると、今度は初めての番号から通信が入ってくる。

「もしもし？」

「私だ」

　いや、私だと言われても誰だかわからなかった。

「ええと、どちら様で？」

「バウマイスター伯爵、そなたも他の貴族たちと同じことを言うのだな。確かに、私は父である陛下に比べて目立たないと言われている。なぜか友達も少ないしな。だが、この前の帝国との講和交渉では、そなたの権利確保のために努力もしたのだ。ここは、接待釣行に誘うくらいの配慮があっても……」

「王太子殿下ですか？」

　まさかそんな偉い人から通信がくるとは思わなかった。

　言い訳じゃないけど、あの程度の軽い接待旅行に王太子殿下がついてくるとは俺も思っておらず、その前に次の王様が軽々しく外国に行くのもどうかと思い、やはり声をかけていなかったのだ。

　どうせ陛下から許可が出ないだろうとも。

　決して、その存在すら忘れていたわけではない。

「いかにも。そもそも他に誰がいる？」

「申し訳ありません！」

　つい、前世の商社マン時代の癖で頭を下げてしまう。

　魔導携帯通信機越しなので、相手にはまったく見えないから意味がないのだが、それでも昔の習性とは恐ろしいものだ。

「必ず次はお誘いしますので」

「本当か？　期待して待っているからな！」

　王太子殿下は、なぜか必死であった。

　『誘うくらいはしろよな、俺は忙しいから行けないけど』というスタンスではなく、本当に誘ったらついてくる気のようだ。

　王太子殿下という身分にあるのだから、この程度の誘いはいくらでもあるような気がするのだが……。

「待っているからな！　絶対に私も誘うのだぞ！」

「勿もち論ろんです、殿下」

「その言葉が聞きたかった」

　満足したような声を最後に、殿下からの通信が切れる。

　どうやら、次は誘ってもらえると聞いてとても嬉しかったようだ。

「王族なのにボッチなのか……」

　そういえば、今まで何度か顔を合わせたことがあるのに一度も会話をした記憶がなかった。

　どんな人かよくわからなかったのだが、俺と同じようなボッチ気質であることを知ったら、なぜか少し親近感を覚えてしまった。

「陛下が許可を出さないかもしれないけど、次はちゃんと誘うか……」

　まあ、その時はその時。

　誘うこと自体が重要で、ちゃんと声をかけておけば失礼に当たらないか。

　などと思ってしまう俺は、いまだ前世のサラリーマン気質が抜けきっていないのかもしれない。

　そう思うのと同時に、貴族も王族の前ではサラリーマンとそう違わないのかもと思ってしまうのであった。





第七話　トンネル騒動







「本当にあったわね、未発見の地下遺跡が」

「バウルブルク近郊の地下に、こんな遺跡があるなんてね」




　接待旅行から戻ってきて数日後、俺たちはアーネストの案内で未発見の地下遺跡の探索を行っていた。

　屋敷の奥の部屋に籠こもりきりであった彼は、その間にコツコツとバウマイスター伯爵領内にある地下遺跡の特定作業を行っていたわけだ。

『大体とはいえ、どうして位置がわかるんだ？』

『魔族の国には、古代魔法文明時代の地図が伝わっているのであるな』

『軍事情報じゃないか。それを民間人の学者が入手可能なのか？』

『一万年以上も昔、古代魔法文明が崩壊した時、調査に入った先祖が拾ってきた地図が現存しているのであるな。ただ地図は印刷が薄れて見えない部分もあり、古代魔法文明崩壊の余波で目印となる自然物等も吹き飛んでおり、地下遺跡のある場所の大まかな位置の特定が限度であるな。加えて、もし地下遺跡が見つかっても、バウマイスター伯爵が喜ぶものが出る保証もないのであるな』

　アーネストの説明によれば、古代魔法文明は一瞬で吹き飛んで崩壊したように聞こえるな。

　古代魔法文明時代の連中は、何をやらかしたのであろうか？

『驕おごれる者は久しからず。一カ所に集めた膨大な魔力が破裂した。技術の進歩のためとはいえ、その代償は大きかったのであるな』

　そして、多くのものが吹き飛んだリンガイア大陸に、魔族は一万年以上も興味を失ったままなのか。

　これからはわからないけど。

『破壊を免れた、地下にある建造物が地下遺跡というわけだ』

『そういうことであるな。バウマイスター伯爵領内のものは、大半が未発見であるな。当たり前ではあるな』




　そんな事情を聞いたのち、今日はバウルブルク近郊にあるはずの地下遺跡探索に出かけ、これはすぐに見つかった。

　『ライト』で地下に下りてお宝を探す作業が始まり、イーナとルイーゼは、冒険者らしい仕事でワクワクしているようだ。

　先陣を切って地下遺跡へと下りていくのだが……。

「ヴェル、外れっぽいよ」

「そうね。『状態保存』が完全に死んでいて、埃ほこりとカビが酷ひどいわ」

　ルイーゼとイーナが、鼻と口をハンカチで塞ふさぎながら俺に報告した。

「ヴェル、なんか古すぎるんじゃないか？」

「正解であるな、エルヴィン。ここは、古代魔法文明成立よりもさらに数千年前の遺跡。どうやら古代魔法文明時代に一度発掘はされていたようであるな」

　アーネストが、地下遺跡の床と壁を構成する石材を見ながら解説を始める。

　これも学者の性さがなのであろうが、俺たちの中に興味がある人間は一人もいなかった。

　学校でつまらない授業を聞いているような感覚だ。

「おおっ！　この文様は、一万七千年ほど前に滅んだ邪教『ブースト教』の地下神殿に用いられたものであるな！」

　古すぎて壁と床に刻まれた文様は消えかかっていたが、専門家であるアーネストにはわかるようだ。

　それがわかったから、だからなんだという話なんだが……。

「ヴェンデリンさん、壁と床に刻まれた模様のなにが嬉うれしいのでしょうか？」

「さあ？」

　カタリーナも俺も考古学者じゃないからなぁ。お宝のない、埃とカビだらけの地下遺跡に興味なんてない。

「よく見ると、教会でレリーフに用いる模様に似ていますね」

「ブースト教が邪教と呼ばれるようになったのは、今のカソリックとの争いに敗れたからなのであるな。元々同じ宗教から派生したのであるから、似ている部分があって当然なのであるな」

「（すげえつまらない話なのに、それに付き合えるエリーゼって聖人じゃねえの？）」

　確かにエルの言うとおり、宗教の歴史なんて聞いてもなぁ……。

　というか、他の宗教を押しのけて成り上がった教会の話なんて、神官であるエリーゼが聞いていいものなのだろうか？

　ホーエンハイム枢機卿とかが怒らないのか、心配になってしまう。

「それで、この地下遺跡は貴重なの？」

「ここまで古い遺跡は、魔族の国でもほとんどないのであるな」

「でも、お宝はないよね？」

「この壁と床と天井に刻まれた文様は、貴重な文化的資料であるな」

　冒険者であるルイーゼからすればお宝のない地下遺跡なんて価値がないが、考古学者であるアーネストからすればこの地下遺跡は調べる価値のあるものだ。

　二人の価値観はまったく嚙み合っておらず、というかアーネスト以外はルイーゼと同じ意見であった。

「まだこの大陸に魔族が住んでいた頃、ブースト教の信者となった者も多くおり、彼らは宗教的な弾圧を恐れてこの大陸を出たのであるな。しかしながら、今の魔族はあまり宗教を好まないのであるな」

　魔族は近代的な生活を送っているから、宗教に頼る人が減ったのかもしれない。

　地球にも無宗教の人は多かったから、それと同じなのだろう。

「そうですか……魔族の方々は神を信じていないのですか……」

　魔族は神を信じていない人が多い。

　エリーゼからすれば、それは他宗教だとしても悲しい事実のようだ。

　実は俺も、ほぼ無宗教だけど。

「ゼロではないのであるな。日々の生活でストレスを溜ため、新しい宗教を信仰する者も増えているのであるな」

「そうですか」

　エリーゼは嬉しそうだが、それって胡う散さん臭い新興宗教も交じっているような……。

「ヴェル様、なにもない」

「そうね、古代魔法文明時代にこの地下遺跡が発掘されたのは事実みたい。なにもないもの」

　魔物の反応もないので探索を続けてくれていたイーナとヴィルマが戻ってきたが、この地下遺跡にはなにもないようだ。

「宗教施設なら、祭壇や道具くらい残っていても不思議ではないですからね」

「もう運び出されたんだろうな」

「でしょうね」

　カタリーナも、この地下遺跡は外れだと残念そうな表情を浮かべた。

「貴重な文化的資料であるな！　人類と魔族が同じ宗教を信仰し、共に生きていた時代の貴重な証拠なのであるな！」

「そうか。じゃあ、あとでいくらでも調査させてやるから」

　ただし、俺たちがいない時にな。まったく興味がないし。

「ヴェル、他の地下遺跡に移動しようぜ」

　お宝がない以上、俺たちの価値観ではこの地下遺跡はハズレ。

　とっとと他の地下遺跡に向かうとしよう。

　こんなこともあるさ。

「アーネスト、次に行くぞ」

「う───む、この文様は今までのパターンと比べると……」

「ほれ、行くぞ」

「バウマイスター伯爵はせっかちなのであるな」

　俺は食い入るように床に刻まれている風化した文様を確認するアーネストを引きずり、次の地下遺跡へと案内させるのであった。




「ヴェル、またハズレね」

「ヴェル様、なにもない」

「ただの地下室だよな、これ」

　イーナとヴィルマが、やる気のなさそうな声で俺に話しかけてきた。

　時間の許す限り、俺たちはアーネストに地下遺跡がありそうな場所に案内をさせた。

　地下遺跡といっても、所しょ詮せんは大昔の地下室でしかない。

　お宝がある当たりもあるが、それ以上になにもないハズレもある。

　連続してハズレを引くと、一人貴重な文化的資料だとはしゃぐアーネスト以外、テンションが下がって当然であった。

「本当、考古学者は理解できない」

　実はアーネストを匿かくまう条件の一つとして、王国領にある他の未発見地下遺跡の位置を陛下に報告することになっていた。

　その地下遺跡にお宝があるかどうかは実際に発掘してみないとわからないのだが、一から未発見の地下遺跡を探すよりは圧倒的に手間が少なくて済む。

　先ほど、俺が報告した情報から無事未発見の地下遺跡が見つかったと、調査を担当しているアカデミーのお偉いさんから、魔導携帯通信機で連絡がきた。

『古代魔法文明成立以前の貴重な地下遺跡が見つかり、これを調査すれば、我らの祖先の謎が……』

　人間も魔族も、考古学者という職業に変わりはないらしい。

　お宝が見つかったわけでもないのに、魔導携帯通信機越しの声はとても嬉しそうだった。

　俺たちからすると、なにが嬉しいのか理解に苦しむわけだが。

「種族の違いはあれど、考古学のロマンは同じなのであるな」

　同類がいて、アーネストはとても嬉しそうであった。

「詳細な調査報告が楽しみであるな。他人のレポートを読むのも、考古学者の楽しみの一つなのであるな」

　本当、なにが楽しいのかさっぱりわからん。

「それよりも、ちょっとはタメになる地下遺跡を見つけろよ」

　近場にある未発見地下遺跡を順番に探っているので、アーネストがわざと価値がない地下遺跡に案内しているとは思わない。

　ようやく見つけた地下遺跡にお宝がないなんてよくあることなので、俺たちが極端に運が悪いということでもないが、バウマイスター伯爵家はリスクを背負ってアーネストを保護しているのだ。

「その辺を踏まえて、こっちの利益になる地下遺跡を見つけてくれ」

「これだけ候補があるので、時間の問題であるな」

　アーネストが持つ古地図には大量の印が書かれており、その中には未発見のものも多そうだ。

「この中から、お宝がありそうな地下遺跡は絞れないの？」

「場所の特定は可能であるが、そこに何が埋まっているかなんて、調べてみなければわからないのであるな」

　ルイーゼの無茶ぶりに対し、アーネストが反論した。

「これはもしかしてというのもないわけではないのであるが、発掘と調査には時間と人手がかかるものが多いのであるな」

　有力な未発見遺跡の大半は魔物の領域内にあり、中には山頂や海底にあるものまであった。

　俺たちだけで行って、どうにかなるものでもない。

「バウマイスター伯爵の援助が必要なのであるな。発掘はお金がかかるのであるな」

　大規模な発掘ほど金がかかる。パトロンが必要であり、だからアーネストはニュルンベルク公爵に協力したわけだ。

「ニュルンベルク公爵には気前よく色々な発掘品を渡したようですが、こちらになにもないのはヴェンデリンさんの援助が足りないからと仰おっしゃるので？」

　反乱者ニュルンベルク公爵には大量の魔道具を提供したのに、こちらにはまだ埃臭い地下室がいくつかだけ。

　カタリーナは、自分たちがアーネストに舐なめられているのではないかと思ったようだ。

　彼女は俺たちと出会うまで、家を復興させるべく一人で冒険者として生きてきた。

　これまで、女だからと侮られたり、舐められたりしたこともあったのであろう。

　だからこそ、これまでのアーネストの言動に怒っていた。

　自分とその夫が、魔族とはいえ学者如ごときに舐められたら貴族としての沽こ券けんに関わると思ったのだ。

「奥方、それは誤解なのであるな。我が輩は、ただバウルブルクから近い未発見地下遺跡を順番に案内しているのであるな」

　さすがのアーネストも、カタリーナの態度を見て真面目に疑惑を晴らそうとした。

「本当ですか？」

「ニュルンベルク公爵については、大量の魔道具と例の妨害装置が出た地下遺跡が、たまたま館に近いクライム山脈だっただけであるな。それが見つかるまで、ニュルンベルク公爵に言わせるとハズレの地下遺跡もいくつも探ったのであるな」

　そういえばこいつ、何年かニュルンベルク公爵の世話になっていたんだったな。

「あのクライム山脈って、いかにも巨大な地下遺跡がありそうな雰囲気だったけど、ニュルンベルク公爵の前に発掘を試みた人はいなかったのか？」

「かなり昔のニュルンベルク公爵家当主が小規模の発掘を行ったと、亡くなったニュルンベルク公爵から聞いたのであるな。それ以降、『クライム山脈の地下を探るな！　探ればニュルンベルク公爵家は滅ぶ！』という家訓が残ったそうであるな」

　あれだけの兵器だからな。その家訓を残した昔のニュルンベルク公爵は、それを手にした子孫が暴走するのを恐れ、以後の発掘を禁止したのであろう。

「あのニュルンベルク公爵が、そんな家訓守るはずがない」

　ヴィルマの言うとおり、ニュルンベルク公爵は家訓を守らず家を滅ぼしてしまったわけだ。

「古くからの戒めや家訓には、ちゃんとした根拠があるものも多いですね」

「とはいえ、奥方。ここで突き進まねば、人間も魔族も進歩がないのであるな」

　エリーゼは、大量の古代兵器を発掘させないよう子孫に遺言を残した古いにしえのニュルンベルク公爵家当主を評価した。

　だがアーネストは、確かに発掘された兵器で犠牲者が多数出たが、世に出たそれら魔道具が研究されれば技術も進歩し、長い目で見れば発展に繫つながると考えている。

　この辺は、宗教家と学者の意見の相違という他ない。

「カタリーナが心配してくれるのはありがたいけど、まだ発掘一日目だからな。ハズレばかりではあるが、一日でこんなに未発見の地下遺跡が見つかるのは珍しい。そのうち、凄すごいのが出るさ」

　俺は、カタリーナにそう説明して落ち着かせた。

「まあ、ヴェンデリンさんがそう仰るのであれば……」

　それにだ。

　アーネストにはもう行く場所がない。

　ここから帝国に逃げれば、ペーターのことだ。未発見地下遺跡の場所だけ聞き出してから、アーネストを処刑することを躊躇ためらわないであろう。

　ニュルンベルク公爵の共犯だと、みんなに説明してから処刑すれば支持率も上がるからな。

　王国に関しても、すでに未発見地下遺跡は報告済み。

　逃げるのであれば、上級魔法使い数名に抹殺指令を出せばいい。

　アーネストは、バウマイスター伯爵家のためにならなければ生きていけないというわけだ。

　彼ほど頭のいい男がそれに気がついていないはずがなく、逃げたり、こちらに利益をもたらさなければ、大好きな地下遺跡の発掘や調査もできなくなることはわかっているだろう。

「とはいえ、ちょっとはタメになりそうな地下遺跡の情報も欲しいわね」

　あなたを匿うのも無料じゃないのよと、イーナがアーネストに厳しい視線を向けた。

　実はアーネストを匿う経費を捻出しているローデリヒからも、できれば早期になにかしら成果がほしいと言われていたから、アーネストはイーナの要求を受けたようだ。

「奥方の言い分にも一理あるのであるな。発掘の世界でも、スポンサーは重要なのであるな。では、我が輩の欲望と、バウマイスター伯爵の利益の双方を満足させる地下遺跡を教えるのであるな」

　そういうと、アーネストは古地図を地面に広げて多数記された地下遺跡の場所から、お宝が出そうな地下遺跡の特定作業に入った。

「う───む。バウマイスター伯爵領は、帝国も含めたその他地域と地下遺跡の特徴……文化様式の違いが顕著なので、これまでに発見した地下遺跡の特徴も参考にしつつ……」

　アーネストは、ぶつぶつ独り言を言いながら古地図を見ている。

「とはいえ、そんなに都合よくお宝とか出るのかしら？」

「さあ？」

「魔の森で見つけたお宝なんて、ヴェルの悪運の賜たま物ものだものね」

「イーナ、悪運は酷くないか？」

「いいも悪いも、ヴェルには色々とありすぎなのよ」

「否定はできないよなぁ……」

「イーナちゃん、だからこそ、お宝が出る可能性が高いんじゃん」

　ルイーゼのイメージだと、地下遺跡を発掘、金銀財宝がザックザクなイメージなのであろうが、そう簡単に金銀財宝は出てこないよな。

　アーネストは、その辺をどう考えているのであろうか？

「これなら、ローデリヒ殿も大喜びであるな」

　暫しばらく多くの印がついた古地図を見つめていたアーネストであったが、とあるバツ印がついた場所を俺たちに指し示した。

「リーグ大山脈の麓ふもと？」

　アーネストが指差したのは、リーグ大山脈の麓であった。こんなところにも地下遺跡なんてあるんだな。

「ここに金銀財宝がザックザク？」

「奥方、そういうお宝ではないのであるな。為政者が上う手まく利用すれば、金銀財宝以上の価値があるのであるな。旧カプチラス山脈を貫く、古代魔法文明時代の土木技術の粋を集めた大縦貫トンネルであるな」

　あの山脈を貫くトンネルか。

　確かに、普通の冒険者なら手に余るだろうが、バウマイスター伯爵家としてなら金銀財宝以上のお宝といえる。

　ルイーゼは『トンネルがお宝に？　どうして？』という表情を浮かべていたが。

「トンネル？　そんなものがあるのか？　カプチラス山脈？」

　カプチラス山脈という山脈名に、俺たちは聞き覚えがなかった。

「カプチラス山脈は古代魔法文明時代の呼び方であるな。今は、リーグ大山脈であるな。発掘作業第一号は、この大縦貫トンネルであるな」

　アーネストからの提案により、次の発掘作業はリーグ大山脈にあるという縦貫トンネルの発掘とその調査に決まるのであった。




「えっ？　うちの領地の近くにそんなものがあるのか？」

「らしいですよ」

「らしいってねぇ……」

　早速、俺たちは耳を隠す変装をしたアーネストを連れ、古代魔法文明時代に掘られたという大縦貫トンネルの発掘に赴く。

　場所は、パウル兄さんの領地からそれほど遠くない場所にあるリーグ大山脈の麓であった。

　パウル兄さんのバウマイスター準男爵領に顔を出すと、領地の開発は相当に進み、人口も増えているようだった。

　出迎えたパウル兄さんの傍そばには、家臣となった警備隊の元同僚たちが一緒にいた。

「そんなトンネルの痕跡があったかな？」

「残念なことにうちの領内ではないからな。念入りに調査したわけでもないし、見つけられなかったのだろう」

　パウル兄さんを守るように、バウマイスター準男爵家の従士長になったオットマーさんと、警護隊長兼剣術指南役のジークハルトさんもいた。

「とはいえ、近くではあります。もしトンネルが使えるものだとすれば、我がバウマイスター準男爵領飛躍のチャンスです」

　商家の出であるルーディさんは、執事兼財政なども見ているそうだ。

　やはりここは田舎なので、セバスチャンのように執事服は着ていなかったが。

「チャンス？」

「お館やかた様、もしそのトンネルが使えれば、魔導飛行船よりは少し時間がかかりますが、安い経費で物資と人の移動が可能になります。出入口付近にあるうちとしましては……」

「休憩や宿泊施設の運営で利益が出そうだな」

　トンネルに近いので、ドライブインのような施設を運営すれば儲もうかるかもしれない。

　ルーディさんからの提案を聞き、パウル兄さんはかなり期待しているようだ。

「本当に見つかるかとか、見つかっても使用可能なのかという課題もありますけど。あれ？　ゴットハルトさんは？」

「あいつは、今、開墾作業の指揮を執っている」

「意外な人選ですね」

　前に会った印象では、武芸の方が得意で、口調もぶっきら棒なので領民たちを指揮するのに向いていないような気がしたからだ。

「あいつ、ああ見えて俺たちの中で一番のインテリだからな」

　子爵家の出なので高度な教育を受けている。

　闊かっ達たつに喋しゃべる方ではないが、なぜか領民たちは怖がらずに効率よく仕事をこなすらしい。

「意外と人を使うのが上手いんだよな。見た感じだと、ボソっと最低限の指示を出しているだけのようだけど」

「あれこれ喋る人よりも、やることがわかりやすいとか？」

「かもしれないな。ヴェル、そのトンネル発掘の前に父上と母上に会っていけ」

「はい」

「あと……。アマーリエ義ね姉えさんとか、カールたちにも……」

　パウル兄さんは、一瞬だけエリーゼたちに視線を送ってからついでのように言う。

　まあ、アマーリエ義姉さんに関しては、帰国してから色々と忙しかったのもあって、まだ会いに行っていなかったのだけど。

「帝国で買ったお土産もありますしね」

「内乱に巻き込まれて大変だったのに、すまないな」

　そのあとは、パウル兄さんの案内で完成した屋敷へと向かう。

　将来のことを考えて、かなり大き目に作ってあるようだ。

　屋敷の前庭では、父が甥おいのカールとオスカーに剣の稽古をつけていた。

　約一年ぶりであったが、子供の成長は早い。

　二人の甥たちは、前に会った時よりも大分背が伸びていた。

「父上、カール、オスカー」

「ヴェンデリンか、よく来たな」

「ヴェンデリン叔父さん！　帝国でのお話を聞かせてください」

「戦争で大活躍したって本当ですか？　僕もお話を聞きたいです」

　二人の甥たちにとって、俺はどう取り繕っても父親の仇かたきでしかない。

　それでも、こうして慕われている分、まだ気分が楽であった。

　アマーリエ義姉さんに感謝しないといけないのであろう。

「カール、オスカー、それはあとでな。バウマイスター伯爵殿は忙しいのだから」

　父が気を使ってくれたようだ。

　二人の話を遮って、すぐ客間に案内してくれた。

　貴族は戦争になれば剣を振るって戦わなければいけない。

　だが、二人はまだ子供だ。

　子供は遠い場所で起こった戦争の話を聞くのが大好きだ。

　日本ではそれをよくないと言う人が多かったが、子供はテレビで戦車や戦闘機が映れば格好いいと思うし、自衛隊の基地祭は親子連れで賑にぎわっていたりする。

　自分が被害を受けていない勝った戦争の話など、大人でも大好きな人が多いのだから。

　あの死体の山を見なければ、大半の人はそんなものだ。

「カールもオスカーもすまないな。帝国のお土産を買ってきたから、お話はまた次にな」

「「ありがとうございます」」

　二人にお土産を渡すと、父が彼らを部屋の外に出す。

　それとほぼ同時に、ティーセットを持ったアマーリエ義姉さんが入ってきた。

「お久しぶりです、バウマイスター伯爵様」

「お久しぶりです、アマーリエ義姉さん」

　白々しい挨拶だが、本当に久しぶりなのも事実だ。

　一年ぶりだが、彼女はあまり変わっていないように見える。

「エリーゼ様たちも、帝国では大変だったとか？」

　アマーリエ義姉さんは、エリーゼの前に茶を出しながらさり気なく話しかけた。

「大変でしたけど、夫と苦難を共にするのも妻の務めですので」

「旦那様との絆も深まったと思います」

「それはあるかも」

「どこでも、私はヴェル様についていくから問題ない」

「おかげで、こうして戻ってきてからも仲良く一緒に行動していますわ」

　エリーゼの発言を皮切りに、イーナたちもにこやかにアマーリエ義姉さんに返答する。

「仲がよくて、羨うらやましい限りです」

　同じく笑顔で答えるアマーリエ義姉さんに、俺の胃が痛くなってくる。

　エリーゼたちからすると、アマーリエ義姉さんはいまだに俺と関係を続ける目障りな女でしかないのだから。

　だが、そういう感情はおくびにも出さない。この場合は出した方が負けだと思っているのであろう。

　アマーリエ義姉さんの方も上手く受け流しており、本当に女性とは逞たくましいと思ってしまう。

　唯一、俺だけがハラハラしていた。

　いや違うか。

　男性陣はみんなハラハラしていた。

「あっ、このお茶菓子美お味いしい」

「発掘の前に、適度な糖分の補給は大切なのであるな」

　事情を知っているエルは、巻き込まれたくないので出されたお菓子に夢中である。

　これから発掘するトンネルにしか興味がないアーネストも、俺を無視してお茶菓子を食べながらマテ茶を飲んでいた。

「おほんっ！　そういえば、今日は仕事だとか？」

　俺とアマーリエ義姉さんをくっつけた主犯である父は、自分も気まずいのであろう、パウル兄さんに視線を送りながら話題を変える。

「昔のトンネルの発掘だってさ」

　パウル兄さんは、父たちに今日俺たちがここに来た最大の理由を説明した。

「大昔のトンネルか。私は素人なのでよくわからないのだが、そんな大昔のトンネルが崩れずに残っているものなのか？」

　実は、その疑問は俺も感じていた。

　なにしろ、約一万年前のトンネルなのだから。

「もし残っていたとしても、いつ崩れるかわからないトンネルなど誰も使わないのでは？」

　父の意見に、みんなが納得したような表情を浮かべる。

「どうなんだ？　アーネスト」

「ヴェンデリン、彼は？」

「帝国で知り合った考古学者です。これからバウマイスター伯爵領内での発掘作業を行うので、その責任者です」

「なるほどな。地下遺跡は当たりを引くと金になると聞くからな」

　領内にそんな素晴らしいものがあるのであれば、領主はそれを発掘して当たり前。

　父はそのように感じたようだ。

　アーネストの変装も完璧で、まさか彼が魔族だとは思っていないだろう。

「普通のトンネルでは絶対に崩壊しているのであるが、これから探すトンネルに関しては特別なのであるな」

　アーネストは、一枚の古いチラシのようなものを俺たちに見せる。

「古い紙だな。チラシ？」

「正確には、古代魔法文明時代の政府広報であるな」

　一万年以上も昔の紙が残っているというのが凄い。

　魔族の国に残っていたのであろうか？

「これによると、『カプチラス山脈を貫き、安価に大量に人と物資を送ることが可能になる、大縦貫トンネル』とあるのである。古代魔法文明時代で一番有名な魔道具のみならず、その他の分野でも高名であったイシュルバーク伯爵と、古代魔法文明時代の中心国家に劣らない技術力を持つ、現バウマイスター伯爵領に存在したアキツシマ共和国。双方が人と金と技術を出し合って掘られたトンネルであるので、一万年くらいでは崩れないのであるな。入り口が埋まっているので、それを探す方が困難であるな」

「イシュルバーク伯爵って、冒険者デビュー戦で散々な目に遭ったあの地下遺跡の持ち主だよな？」

「ああ」

「あの遊園地の……」

「ああ……」

　当然、エルは覚えていた。

　あの地下遺跡は最低でも一万年前のものなのに、その施設はまったく劣化していなかった。

　いまだ異次元を漂っている遊園地も同じで、使われていた『状態保存』魔法が優れていたからだ。

　もしその魔法をトンネルに使っていたとすると、見つけて土砂をどければすぐに使用可能になる可能性もあった。

「当然、情報提供をした我が輩の調査が先であるな」

「それはわかってるさ」

　こういう時にも釘くぎを刺すのを忘れないアーネストは、さすがはニュルンベルク公爵と組めるだけはある……と思っていいのであろうか？

　ただ一つ言えるのは、『いい度胸をしている』であったが。

「一日で見つかるかどうかわからないので、泊めてください」

「それはいいが、そんなに大きなトンネルが一日で見つからないのか？」

「ご尊父、大体の位置は古代魔法文明時代の地図に記載されているのであるが、なにしろ一万年も経っているのであるな。地形の変動などで、想定よりも大分ズレた位置にある可能性もあるのであるな」

「面倒なのだな」

　父から暫く泊めてもらう許可を得てから、俺たちは現場に向けて出発する。

「これがアクセルで、ブレーキ、ギア……。サイドブレーキってなんに使うんだ？」

　多少距離があるし、まだ行ったことのない場所なので『瞬間移動』は使えず、現地には前に発掘した魔導四輪で行くことにした。

　燃料ではなくて魔力で動く車であったが、操作マニュアルを見ながらエルが試し運転をしている。

　この世界では免許もクソもないし、どうせここは誰もいない草原だ。

　いきなり動かして運転を覚えても構わないであろう。

　幸いというか、エルは運動神経がいいので、すぐに運転が上手くなった。

　俺も前世では免許持ちであったし、少し空白期間があってペーパードライバー状態であったが、ちょっと練習したら普通に運転できるようになった。

　意外と体は覚えているものだ。

　もう少し練習しないと、日本の道路を走れるとは思えないが。

「ボクも覚えたい」

「順番に練習していこう」

「昔の人って、便利なものを作っていたんだね」

　便利といえば便利かもしれないが、車の類たぐいなので実はちゃんと道を整備していないと案外使い勝手が悪かったりする。

　悪路で使用するのが前提だったようで、魔の森の地下で発掘された車両類はジープや大型トラックに似たものが大半だ。

　もしそうでなければ、悪路に次ぐ悪路で使えなかったかもしれない。

「ヴェル、便利だけど酔うねぇ……」

　アーネストが指定するポイントはリーグ大山脈の麓で、ほぼ手付かずの無人地帯なので魔導四輪を走らせると恐ろしく揺れる。

　ルイーゼですら乗り物酔いで気持ち悪そうなので、他の人たちは言うまでもなかった。

「一万年の時の流れは残酷であるな。大陸で一、二を争う発展を遂げていた場所が手付かずの大自然になったのであるな」

　アーネストは車酔いとは無縁で、一人レポートの作成に勤いそしんでいた。

「アーネストさん、よく酔いませんわね……」

　一番酷い車酔いに襲われているカタリーナは、まったく車酔いしないアーネストに驚いていた。

「子供の頃は乗り物酔いが酷かったのであるな。今は大丈夫なのであるな」

　このアーネスト、あまり自分の故郷の話をしないのだが、たまに断片的な情報が入ってくる。

　魔族の国では、魔導四輪が当たり前のように普及しているようだ。

「酔っている人はどうするのですか？」

「酔い止めを飲むのであるな。必要であるかな？」

「先に渡してほしかったですわ……」

　アーネストがみんなに酔い止めを渡し、それを飲むとたちまち全員が乗り物酔いから解放された。

　もう一台、エルが運転している魔導四輪に乗り込んでいるメンバーにも渡す。

　それにしても、よく効く酔い止めだな。

　魔族の国は製薬技術も優れているようだ。

「ヴェンデリンさんは酔っていないようですわね」

「運転しているからかな？」

　前世では、子供の頃は乗り物酔いが酷かった記憶がある。

　それなのに、車の運転免許を取って自分で運転するようになると酔わなくなるから不思議だ。

「到着したのであるな」

　予定ポイントには二十分ほどで到着するが、現場はただの山の斜面であった。

　木々も大量に生い茂り、とてもこの下に古代魔法文明時代のトンネルがあるとは思えない。

　一万年も経っているので、完全に山の下に埋まっているのであろう。

「大体この位置というのはわかるのであるが、正確にどこと言われると困るのであるな」

「この辺りをすべて掘ってみるしかないのか……」

　ある程度位置を特定できるだけ、他の冒険者や考古学者よりもマシである。

　そう思いながら作業を開始する。

　ただ、むやみに魔法で土砂を吹き飛ばせばいいというわけではない。

　まずは、斜面に大量に生い茂っている木々を『ウィンドカッター』で切り倒して魔法の袋に回収していく。

「木材や薪まきの材料にはなるか……」

　続けて、岩や土砂なども削り取って回収していく。

「ヴェンデリンさん、もっと一度に大量に行いませんか？」

「いや、それをすると下のトンネルが傷つくかもしれないし」

　大学時代の友人に考古学を専攻していた奴がいたが、発掘で重機を使う時には慎重に行わないと駄目だそうだ。

　面倒臭がって一度に大量に掘ると、せっかくの遺構や出土品が壊れて『貴重な資料が！』ということになりかねない。

　まだ、木のヘラで慎重に土を剝はぐ作業をしないだけマシかもしれない。

「地味だな」

「エルたちは地味じゃなくていいよな」

　トンネル探しは、俺、カタリーナ、アーネストが魔法で行い、エルたちは、たまにこちらにやってくる飛竜とワイバーンの相手をしていた。

　リーグ大山脈は準魔物の領域ともいうべき場所で、麓で人間が騒いでいれば餌が来たと思ってやってくるワイバーンもいたからだ。

　他の領域に比べると分布にムラがあるが、やはりここは魔物の領域でもある。

　危険な山道や、安全でも運賃が高い魔導飛行船以外の移動方法も整備しておくべきであろう。

「トンネルができて、それをバウマイスター伯爵家が保持すれば儲かるから」

　ヴィルマの言うとおりである。

　人は、利益がないとなかなか動かない生き物であった。

「そして我が輩は認められ、ますます発掘に集中できるのであるな」

　俺は便利なトンネルとそこから上がる利益のため、アーネストはさらなる発掘作業を俺から認めてもらうため、こうして懸命に発掘を行っているのだ。

「あなた、残土も回収ですか？」

「ローデリヒなら、なにかしら使い道を見つけるだろう」

　前に、埋め立てをしたい場所があると言っていたのを思い出した。

　そこに持っていって埋め立ててしまえば、無駄な土砂も残らない。

　下手な場所に積んでおいて、それが雨でぬかるんで土砂崩れにでもなったら堪たまらない。

「う───ん、ここも外れであるな」

　夕暮れまでにかなりの範囲を掘ってみたが、肝心のトンネルは見つからなかった。

　あとは明日にしようと、『瞬間移動』でバウマイスター準男爵領へと飛ぶ。

　魔導四輪を使わなかったのは、皆、間違いなく悪路による乗り物酔いが嫌だからだ。

　一度現地に来ているから、明日からは一瞬で現場に飛んでこられるから問題ない。

　せっかく便利な乗り物なのに、インフラ整備が行われていないため嫌われることもあるのだと俺は知る。車は、道が悪いと凄く酔う。

　他の問題としては、盗難対策問題というものもある。

　現場に置いておくと、魔法の袋で盗まれるなんて普通にあるだろう。

「なかなか見つからないものなのだな」

「大体という位置の範囲が広いですからね……」

　俺たちはバウマイスター準男爵領に戻り、父たちと共に夕食をとる。

　さすがにメニューは大分改善されており、他家と遜色ないメニューになっていた。

　俺は、父と今日の発掘作業について話を続ける。

「一万年も経てば、トンネルも埋まって、その上に山や森もできるというわけか」

「そのくらい埋まっていないと、誰かしら過去の人たちが見つけていたでしょうし……」

「見つかって使えるようになれば、この領地にも客が沢山来るのか。私が若い頃には想像もつかなかった出来事だ」

　想像もつかない。

　狭いバウマイスター騎士爵領の維持に、父は汲々としていた。

　ただそれだけで必死だったのだということであろう。

「今の私は、別の領主として独立したパウルに養われている隠居ジジイに過ぎないからな。手伝いが精々であろう。そういえば、クラウスはどうした？」

「大人しくしていますね……」

　反乱を起こした後に臨時で雇用したクラウスであったが、俺たちが帝国に行っている間はローデリヒに細々とした仕事を貰もらい、ただそれをこなす存在であったらしい。

　ブロワ辺境伯家との騒乱で高額の褒美を貰ったので、それで十分というわけだ。

「ローデリヒは多少警戒しているようですけど……」

　ローデリヒほどの人物からすると、過去に散々やらかしているクラウスは要警戒人物なのであろう。

　細々とした仕事を与えているのも、監視も兼ねてなのだから。

「あまり心配することはないと思うがな」

「どうしてですか？」

「私とクラウスは反りが合わなかったが、奴のことは最近理解できるようになった」

　父によると、彼の野望はもう成就しているのだそうだ。

「バウマイスター騎士爵領も含めて、未開地の開発が進んで外部との交流が始まる。これが奴の野望だった。この野望のために、私やクルトなど排除しても構わないと冷徹に考えられるのがクラウスだ」

「もう目的は達成していると？」

「あの男はそのために手段を選ばなかったが、達成してしまえばそれまでだ。奴は誰よりも頭がいい。いい歳でもあるし、あとは大人しくしているはずだ」

　父の顔が、一瞬苦い表情になった。

　その頭のよさがクラウスの気に入らない部分なのであろう。

　自分は息子を失う羽目になったが、クラウスの孫たちは新しい村の代官になって生活がよくなっている。

　もしかすると、父はクラウスとの能力の差に嫉妬しているのかもしれない。

　クラウスは孫たちを助けられて、自分は息子を助けられなかったと。

「どちらにせよ、もう終わったことだ。私もクラウスも老いて死んでいく。しかし、トンネルか。地図によるとブライヒレーダー辺境伯領に繫がっている可能性が高いが、上手くこの領地の繁栄に役立ってほしいものだ。個人的には、私の小遣いも増えるであろうからな」

　そんな話をしながら夕食を終え、俺は屋敷の裏庭で夕涼みをする。

　外では、エルがカールとオスカーに剣の稽古をつけていた。

「エル、どうだ？」

　俺はエルに、二人の甥たちの剣の才能について聞いてみる。

「ヴェルやエーリッヒさんよりも才能はあるな」

「う───ん。それだと、比較対象が駄目すぎてわからないぞ」

　俺の剣の才能については言うまでもない。

　そして、そんな俺に輪をかけて酷いのがエーリッヒ兄さんなのだから。

「このまま頑張れば、武芸大会で三、四回戦まではいくと思う」

「ならば安心だな。お母さんの血の方が強いのか？」

「それはないでしょう。私の父も若い頃に武芸大会に出て二回戦敗退ですから」

　いつの間にか、隣にアマーリエ義姉さんがいた。

　本当はもっと話をしたかったのだが、さっきはエリーゼたちもいたし、他人の目もあった。

　目の前ではエルが甥たちに稽古をつけているが、今は周りには誰もいない。

　これで二人きりで話をできるというわけか。

　エリーゼたちは気を使ってくれたのかもしれない。

「お義と父う様が、時間さえあれば稽古をつけてくれたのです」

　父にも剣の才能はないが、孫たちに剣術の基礎を教えるくらいは問題ないのだろう。

「文字や計算も、私やお義か母あ様が教えています。お義父様もほとんど不自由なく計算などもできるようになりました」

　隠居状態で暇とはいえ、まだ拡張中で忙しいバウマイスター準男爵領の手伝いをしながら孫たちに剣と弓の稽古までしている。

　見かけ以上に忙しいのに自分も勉強をしているということは、やはりクルトの件で自分の至らなさのようなものを感じているのかもしれなかった。

「そうですか」

　ただ、その推論を口にはしない。

　父に対して失礼にあたるからだ。

「ですが、その時間ももう少しで終わります」

「終わる？」

「はい。カールとオスカーは私の実家に預けられるのです」

　カールは成人後、バウマイスター伯爵領から領地が分与され騎士の爵位を与えられる。

　オスカーもその新設される騎士爵の従士長となって兄を支える予定だが、それまでの間はアマーリエ義姉さんの実家であるマインバッハ家に預けられることになったそうだ。

「まだ早くありませんか？」

　まだ十歳にもなっていない子供を他家に預けるなんて、俺には早いと感じてしまうのだ。

「あら、ヴェル君はもっと子供の頃から一人で未開地に出かけていたじゃない」

「でも、毎日家には戻っていましたよ」

「たまに戻ってこなかったわよね？」

「野宿した日もありましたけどね」

　ようやくアマーリエ義姉さんの口調が二人きりの時のものに変わった。

　エルたちが稽古に夢中で、こちらの話を聞いていないことに気がついてくれたようだ。

「少し早いけど、実家の父が絶対だと言うから」

　新しい騎士爵領は、アマーリエ義姉さんの実家マインバッハの家名を継ぐ。

　同じ騎士爵家ながら実質分家のようなものができて、その家はバウマイスター伯爵家の縁戚でもある。

　彼らからすれば、失敗など万が一にもあってはならないと危機感を抱いているそうだ。

「身内では甘やかすからと……父親の企たくらみもあるのでしょうけど……」

　家臣や領民の過半数は、マインバッハ騎士爵領から出すそうだ。

　彼らは次男以下なので本来不遇な立場のはずが、降って湧いたチャンスのおかげで新しい居場所を得ようとしている。

「大変だなぁ」

　まだ幼いのにと思ってしまうが、これが領主になるということなのであろう。

　子供の頃は父やクルトのやり方に疑問を感じていたが、当事者からすればそれは必死に行ってきた結果なのだろう。

「アマーリエ義姉さんはついていくのですか？」

「いえ。母親の私が一番甘やかす可能性が高いからと……」

「でもなぁ……」

　あんまり厳しいのはどうかと思う。

　たまに、それで壊れてしまう貴族も存在するからだ。

　前に王都で、変な貴族に遭遇したからよくわかる。

「それは父も考慮していて、月に一度くらいなら会いにきても構わないと。でも……」

　リーグ大山脈の向こうにある、マインバッハ騎士爵領に月に一度行くというのは難しい話だ。

　魔導飛行船はバウマイスター騎士爵領の近くから週に一度小型のものがブライヒブルクまで出ているが、そこからさらに馬車でマインバッハ騎士爵領まで行くとなると、時間もそうだがお金の問題も出てくる。

　いくら多少余裕ができたとはいえ、子供に会いに行く交通費で年に二十万セント近くもアマーリエ義姉さんが使うのは難しい。

　なにしろ、今の彼女はパウル兄さんの家に居候をしている立場なのだから。

「父の思惑どおりで忸じく怩じたる思いですけど、私はヴェル君に縋すがるしか……」

　つまりマインバッハ卿が、アマーリエ義姉さんがここではなく俺の傍にいるように画策した？

　俺ならば、彼女が子供たちに会う時に魔法で簡単に送り迎えができる。

　アマーリエ義姉さんの父であるマインバッハ卿は、俺と自分の娘との関係に気がついており、それを利用しようと考えている。

　無理に実家に戻して再嫁先を探すよりも、非公式の立場でも俺の傍に置いていた方が利益になると。

　見事なまでの貴族的な思考だが、彼の肩にはマインバッハ騎士爵領の家臣と領民たちの存在が重くのしかかっている。

　娘を利用してでも、家のために、領民たちのために動くというわけだ。

「俺の父よりも、貴族らしいか……」

「最近は特に悩んでいて……」

　マインバッハ騎士爵領は小さな領地なので、もうあまり開発などができない。

　養える人口に限りがあって、余った人は外に出ていかなければならなかった。

「『王都で一旗あげてやる！』とか言って意気込んで出ていくけど、半分以上は連絡不能になるの。スラムででも生活できていればいいけれど……」

　もしかすると、死んでいる人が多いかもしれないと。

　嫁ぐ前のアマーリエ義姉さんは、なんとかできないかと悩む自分の父親を何度か見たことがあると話す。

「ですから、絶対に失敗はできないと」

　カールとオスカーへのさらなる教育を行い、家臣と名主候補、それに生え抜きとなる領民たちと早くから接しさせて、効率よく新領地の運営と開発が行われるようにする。

　マインバッハ騎士爵領で余った領民を送り出せる、新マインバッハ騎士爵領の開発に失敗などあってはならない。

　ついでに言うと、俺の心変わりで話がなくなるなど、もっとあってはいけないのだと。

　そのためには、自分の娘を俺に差し出すくらい平気でできるのであろう。

「いいですよ、うちに来ても」

「ヴェル君の方が力があるのだから、強引に断ってもいいのよ？」

「それも考えなくもないのですが……」

　帝国の内乱では、反乱軍と解放軍に翻ほん弄ろうされながら自分の領地の保持に必死になる貴族を沢山見てきた。

　勿もち論ろん、領地と爵位を失うのが怖いのであろが、同時に領民たちの生活に責任があるからこそ、彼らは必死なのだと。

　そういうのを見ているので、どうにも断りにくい気持ちがあったのだ。

「どこも大変なのね」

「それが柵しがらみとなって、俺に絡みつくわけですよ。それで、どうせなら領主らしく自分の好きに決めようかなと」

「好きに？」

「アマーリエ義姉さんが傍にいた方が俺には都合がいいわけで」

「本当に変わっているわね。こんなオバさんを傍に置くなんて……」

「いいじゃないですか。俺がいいと決めたのだから」

「バウマイスター伯爵様のご命令どおりに。でも、大丈夫？」

「はははっ、俺はバウマイスター伯爵様ですよ」

　などと、アマーリエ義姉さんの前では強気でいたが、それから一時間としないうちに割り当てられた宿泊用の室内でエリーゼたちに綺き麗れいな土下座を行う羽目になった。

　まあ、俺の力なんてそんなものだ。

「という事情でして……」

　アマーリエ義姉さんが傍にいると嬉しいという個人的な感情を絶対に口にせず、色々と貴族的な事情があって受け入れないといけなくなりました、可愛かわいい甥たちのためでもあるのですよと、懇切丁寧に説明をする。

　エリーゼたちは、静かに俺の話を聞いていた。

　なにも言わないので、俺は少し恐怖を感じている。

「私からは特に反対する理由もありません」

「私も」

「ボクもないかな」

「ヴェル様の好きにすればいい」

「そうですわね。私たちが口を挟む理由もありませんし」

「おおっ！」

　まさかの一発了承に、俺は喜びの声をあげてしまう。

「今さらという気もしますし」

「そうよね。でも、非公式から私たちの目に留まるようになったのはいいわね」

「『バウマイスター伯爵様』が夜中に抜け出して非公式の愛人と逢おう瀬せとか、ローデリヒさんがそろそろ困っていたから」

「警備上の問題もある。ヴェル様になにかあると困る。ここだと周囲が無人に近いから、暗殺者の配置も簡単」

「というわけですので、私たちからすれば状況が改善されたと考えます」

「そう言っていただけると……」

　結構厳しい指摘であったが、了承はしてくれたのでよしとしよう。

　頑張って土下座をした甲か斐いがあったというものである。

「それに、アマーリエさんに関しては『仕方がないかな』と思えますので」

「仕方がない？」

「はい。感情の問題ですけど、これは重要です。なにしろ、これから屋敷で一緒に住むのですから」

　嫌だと思っている人とは一緒に住めない。

　貴族の妻たちにはそういう関係の人たちも多く、そうなると屋敷の中がギクシャクして雰囲気が悪くなってしまうそうだ。

　本物の貴族令嬢であった、エリーゼならではの割り切り方かもしれない。

「ヴェルはお義母さんとの関係が希薄な部分があるから、アマーリエさんでそういう部分を解消しているのかなと」

「イーナちゃん、こういうのは『年上属性』って言うんだよ」

　色々と俺について解析されてしまっているが、『年上属性』って……ルイーゼはどこで覚えたのかと思ってしまう。

「でも、それならテレーゼもそう？」

「ない。今はともかく、帝国にいた頃のテレーゼは駄目」

「鬱うっ陶とうしい上に、ヴェンデリンさんへの露骨なアプローチでイラッときましたわよね」

　ヴィルマとカタリーナによる、過去のテレーゼ評はボロカスであった。

　間違いなく、エリーゼたちも同じ思いのはずであったが。

「でも、帝国にいた頃は、か。今は？」

「今は大人しい。無毒」

「そういえば、前ほど嫌な感情は覚えませんわね」

　今のテレーゼは、近所に小さな屋敷を購入して静かに暮らしている。

　念のために警備は入れているが、外部からの客もなく、たまに俺がお土産を持って話しに行くくらいであろうか。

「テレーゼさんには立場もあったのでしょうから。アマーリエさんの件は、そこまで事情が複雑でもありませんし」

　俺には複雑なような気がするが、エリーゼに言わせるとさほど複雑な事情でもないというわけか。

　やはり、貴族の世界とは色々と面倒だ。

「奥向きのことを行うメイド長扱いで構わないと思います。そうやって愛人を囲う貴族も多いですから」

　形式上はメイドを束ねる身分にあるが、実は貴族の愛人である、という女性は多い。

　その女性の子供や、もし新たに子供が産まれた場合の身分は当主である貴族の権限なので、あまり他の者は口を出せないそうだ。

「アマーリエさんにはあなたからお話しいただくとして、明日からも発掘作業ですので、早く寝ましょうか？」

　さすがに今日は例の逢瀬小屋には行かず、明日に備えて早めに寝てしまうことにする。

　こんな時にホイホイ行ったら、エリーゼたちからもの凄く怒られそうだし。




「今日も張り切って発掘するのであるな！」

　翌朝、今日は『瞬間移動』で現地に飛んで発掘を再開する。

　相変わらずアーネストは元気はつらつであったが、エルの方は眠そうな目を擦こすっていた。

「カールたちの稽古で疲れたか？」

「違う。俺の同室が誰だか覚えているか？　ヴェル」

「ああ……」

　一応監視役も兼ね、エルとアーネストは同室であった。

「夜中まで、ずっとなにかを調べたり書いたりしていてな。気になって眠れなかった……」

「エルヴィンはおかしなことを言うのであるな。今日に備えて、推定埋没地点の計算をしていただけであるな」

　アーネストの手には、それが記載されたこの辺の地図が握られていた。

「地道な解析が、未来の大成果を生むのであるな」

「それはそうなんだろうけど……」

　普通に寝かせてくれよと、エルは不満そうだ。

　一人だけ妙にテンションが高いアーネストが、推定した地点を魔法で掘り続ける。

　途中、疎まばらにワイバーンと飛竜も姿を見せるが、それらはすべてイーナによる槍やりの投とう擲てき、ヴィルマの狙撃、ルイーゼとエルの攻撃によってただの素材と化した。

「導師もいればよかったのにね」

「あとは、ブランタークさんか」

「あの二人は、今は忙しいから」

　二人は、帝国内乱についてあちこちに赴き説明する仕事をしていた。

　説明というか、講演のような仕事というのが正しいかもしれない。

　地球よりも娯楽が少ない世界なので、こういう話を楽しみにしている人も多いのだ。

　俺は在地領主で忙しいからと、そうでない二人が割を食った形だ。

　特にブランタークさんは、ブライヒレーダー辺境伯から頼まれてあちこちに出向いている。

　ブランタークさんの勇名が上がれば、彼を雇用しているブライヒレーダー辺境伯は安泰というわけだ。

　一時はブランタークさんの貴族への襲爵案も出ていたが、それは彼自身が断っている。

『なにが悲しくて、伯爵様のような苦労をしないといけないのかね』

　現在五十歳を超えている彼が貴族になっても、自分が死ぬまでに領地が安定しない可能性が高い。

　子供の代で潰つぶれる可能性もあるので、無理をしないというのが本音であろうか？

「いい加減、飽きましたわね」

　風魔法をドリルのような形にして山の斜面を削っていく。

　元々考古学者であるアーネストの得意魔法であったが、そんなに難しい魔法でもないので三人で山の斜面をひたすら掘っていく。

　この手の作業が苦にならないアーネストはともかく、カタリーナは飽きがきたようだ。

「カタリーナ殿、発掘とは地味な作業の連続。しかしながら、なにかが出土した時の感動は忘れられないものなのであるな」

「地味な昔の食器とか、錆さびた剣とかでもですか？」

「その道具を古代の人がどう使っていたのか？　それを考えるだけでも楽しいのであるな」

「私には合わない趣味ですわね……」

　前世で同じ大学に、学芸員の資格を取って夏休みに実習で遺跡の発掘をしている同級生がいた。

　彼はそういうことが好きなので楽しそうであったが、俺は少なくとも話を聞く限り、楽しそうには感じなかった。

　これは、個人の嗜し好こうの差だから仕方がない。

「それは残念なのであるな。おっ！　遂ついに出たのである！」

　削られた部分に、トンネルの枠に似た人工物が一部分だけ出て光っている。

　遂に、一万年も埋もれていた巨大トンネルが姿を現したのだ。

「しかし、こんな山の真ん中ではわからないだろう」

「この一万年で、崩れてきた土砂が集まって山となり、そこに木々が生えてしまったようであるな。まさに、自然の脅威！」

　『愚公、山を移す』ではないが、小さいとはいえ一つ山を崩すつもりで作業しないと出てこないのでは、今まで見つけられなくても当然か。

「入り口前の土砂を、すべてどかそう」

「わかりましたわ」

「カタリーナが急にやる気を出したな」

「さすがに、物が出てくれば中身は気になりますもの」

　確かにそれはあるかもしれない。

　俺も気合が入り、三人による作業でトンネルを埋めていた土砂と木々などは、すべて魔法の袋に仕舞われた。

「デタラメな量が入りますわね……」

　帝国の内乱で魔法を多用したせいであろう。

　俺の魔力は、すぐにわかるほど増えていた。

「魔族でも、なかなかいない魔力の持ち主であるな」

「とはいえ、アーネストには勝てないがな」

「我が輩、魔法の修練はサボっていたのであるが、これでも魔族の国では五本の指に入る魔力の持ち主だったのであるな」

「よく国を出られたな」

　それだけの魔力の持ち主なら、国が手放さないと思うのだが。

「だから、密出国なのであるな」

　遺跡発掘のために、国のルールすら無視する。

　アーネストは、ある意味本物の学者なのであろう。

「早速入るのであるな」

　入り口の土砂は、完全に除去された。

　あとはトンネルに入るのみである。

「魔物とかはいないよな？」

「いるわけないのであるな」

　エルの心配は、アーネストによって完全に否定される。

　念のため全員で警戒しながら内部に入るが、中は暗くてよく見えない。

　すぐに『ライト』の魔法で明かりを確保する。

　エルとヴィルマが、念のため予備のランプに火を灯ともした。

「一万年前にしては綺麗だな」

「だから言ったのであるな。これは、国家の大プロジェクトであったと。見るのであるな」

　アーネストがトンネルの壁を触るように言うが、見た目も感触も見覚えがあった。

　コンクリート製なのだ。

「昔の漆しっ喰くい？」

　コンクリートと言うと、勘のいいアーネストがなにか勘づくかもしれない。

　俺は、わざと漆喰と言い直す。

「似たようなものであるな。これは、コンクリートというものであるな。さらに言うと、これはこういった壊れてほしくない施設などに使う『特殊コンクリート』の一種であるな」

「特殊ということは、コンクリートとやらになにか混ぜているとか？」

「バウマイスター伯爵は優秀な生徒であるな。ああ、貴殿は極限鋼の合成に成功していたのであるな。それと同じであるな」

　通常のコンクリートに、ごく少量のオリハルコンとミスリルの他、十数種類の希土類を混ぜて作る。そうすることで、このように一万年経っても壊れないトンネルが完成したのだそうだ。

「もっとも、これの建造にはイシュルバーク伯爵が関わっているのであるな。彼の『超状態保存』魔法が生きているという理由もあるのであるな。他にも、極限鋼製の鉄筋も入っているはずなのであるな」

　なるほど、このトンネルは極限鋼製の鉄筋を入れた特殊コンクリート製なので恐ろしく頑丈であるということらしい。

「となると、すぐに使えるのかな？」

「大丈夫なはずであるな。できれば一ヵ月ほど調査したいのであるな」

「それは構わないさ」

　いくらすぐに使えるとはいえ、いきなりトンネルをオープンさせるわけにもいかない。

　王国への根回しに、トンネルが暗いので明かりの確保、トンネルすべての安全チェック、警備体制と利用者への入領、出領をチェックする部署の立ち上げに人員の確保。

　そしてそれは、出口側の貴族にも準備してもらわないと意味がないから、向こうの都合もある。

　いきなり『トンネルが開きましたので自由にどうぞ』では、密輸や犯罪者の密入国が横行することになってしまう。

　前世で度々批判されていた役人と行政の仕事であったが、かくも多くの手間と時間がかかるものなのである。

「まずは、進めるところまで進むか……」

「しかし広いトンネルだな」

「政府広報には、片側五車線と書かれているのであるな」

　『ライト』で地面を照らすと、日本で見慣れた白線が書かれていた。

　大型トラックでも余裕で通れる車幅が合計で十車線、他にも故障・事故車両用の避難車線まで確保されている。

「（地球の高速道路みたい……）」

　〝あの〟イシュルバーク伯爵と、ミズホ人の祖先が作ったものなので、気合が入っていても不思議ではないのか。

「ついでに言うと、明かりもあるようなのであるな」

　天井には、魔導灯が等間隔に埋め込まれていた。

「多分、奥に魔力を供給する魔晶石があるのであるな」

　他にも、空気の入れ替えを行う通気口も一定間隔で設置されていた。

　これらを動かす魔晶石がどこかに設置されているはずだと、アーネストは推論する。

「なるほど……」

　俺は、すぐに魔導携帯電話を取り出してローデリヒに報告を行った。

『すぐに警備隊を送ります』

　利用可能な大トンネルと聞き、魔導携帯通信機越しのローデリヒの声はとても嬉しそうであった。

「任せた。その間にできる限り調査はしておく」

「しておくって、歩くのか？」

「いいや、こういう時こそ魔導四輪だろうに」

　二台の魔導四輪に分乗し、俺たちはトンネルを奥へと進んでいく。

　今度は完全に舗装された道路なので、誰も乗り物酔いはしなかった。

「快適だぜぇ───！」

　エルが運転しながら窓から顔を出し、一人はしゃいでいた。

「思ったよりも、操作が簡単だね」

　二台目は俺の代わりにルイーゼがハンドルを握り、元々運動神経もいいので、すぐに上手に運転できるようになり、エルの後ろを、同じスピードでついていく。

「あれ？　なにかあるな？」

　暫くトンネルを進むと、端の避難用の車線に十数台の車やトラックが放置されているのを確認する。

　俺たちが降りて様子を探ると、ドアは開けられ運転席にはキーが刺さったままであった。

「アーネスト、これは？」

「う───ん」

　アーネストは、自分用の魔法の袋を探って数百枚の紙を束ねた資料を取り出す。

　素早く捲めくって読みながら、ある項目を見つけてその説明を始めた。

「緊急災害時の避難マニュアルに従ったのであるな」

「緊急災害時の避難マニュアル？」

「地震など災害の時に魔導四輪で避難をすると、余震でトンネルの壁に激突という可能性もあるのであるな。そこで、自分の魔導四輪を避難用の車線に置き、作業する救援隊などが動かしやすいように鍵は刺したままにする。これが決まりなのだと書かれているのであるな」

「変なルール、高価な魔導四輪が盗まれたらどうするんだろう？」

　今の時代では、エルの考え方の方が一般的である。

　アーネストを除く全員が同じ意見のようだ。

「今の魔族の国よりも、古代魔法文明時代はもっと文明が進んでいたのであるな。災害時という緊急事態だからこそ、国民たちに節度ある行動を求めて大半がこれに応えられる。実は盗難保険があるので、みんな特に気にしないでお上かみの命令に従うのであるな」

「保険ってなに？」

「毎月、いくらかのお金を払っておくと、なにかあった時に損害を補ほ塡てんしてくれる制度であるな」

「よくわからないや。それって、普通に次の購入資金を貯ためておいた方がよくない？」

「月に支払う金額は、微々たるものであるな」

「それだと、車が古くなったら盗まれましたと言って、新品の資金を出させる人がいると思うけど……」

「ないとは言わないのであるが、そこは上手く運営して利益を出す仕組みがあったのであるな」

　ルイーゼは、保険制度の仕組みに疑問を抱いたようだ。

　確かに、今のこのリンガイア大陸では保険会社経営は難しいかもしれない。

「保険という制度はともかく、なにかあったから魔導四輪を避難車線に停とめてトンネルの外に退避した。出たあとに、なにかしらの理由でトンネルが埋まってしまったと？」

「なにかしらというか、古代魔法文明を崩壊させた大爆発であろうな」

　アーネストは、古代魔法文明の中心国家が行った大規模魔導装置実験の失敗による爆発、中心国家とその首都周辺の消滅、その後の混乱と文明の崩壊などを説明する。

「そんな大爆発があって、よくこのトンネルは無事だったな」

「比較的早期に、両側の入り口が埋まってしまったと想像するのであるな。元々頑丈にできており、『超状態保存』の魔法もあったのであるな」

　古代魔法文明崩壊時に埋まってしまい、なにかの事情があってその復旧ができなかった。

　次第に入り口を埋める土砂の量が増え、段々とトンネルの存在を覚えている人がいなくなり、遂には遺跡となってしまったというわけか。

「魔導四輪も、よく残っていたな」

「『超状態保存』の効果がトンネルの空間にも及んでいたのと、入り口が塞がったのがよかったのであるな」

　さすがに一万年も吹きさらしでは、魔導四輪も無事ではなかったであろう。

　その前に、盗掘者たちによって持ち去られていたであろうが。

　避難車線に置かれている魔導四輪は、ほとんどが普通に動きそうだ。

　状態は、当時のままのようであった。

　新品に近いものもあれば、使い古して年季の入ったトラックもある。

「車両の回収は、ローデリヒが派遣する警備隊に任せるとするか。奥に進もう」

　と思って自分たちの魔導四輪に戻ろうとすると、なぜかエルだけは少し離れた車両のドアを開けてなにかを見ていた。

「エル、何を見ているんだ？」

「ヴェル、古代魔法文明時代の書籍って凄いな！」

　エルが見ていたのは、カラー印刷された写真週刊誌のようなものであった。

　日本でいうと○ライデーや○ォーカスのような雑誌で、歌手や俳優が恋人と夜中に密会していたとか、政治家や貴族の汚職に、あとはお約束の水着とヌードグラビアのページもある。

「素晴らしいな。これを持ち出さないとは勿もっ体たいない」

　エルは、自分が見つけた雑誌のヌードグラビアページに夢中であった。

　車内に置いてあったが、車の持ち主は避難する際に持ち出すまでの価値はないと思ったのであろう。

　日本でも、読んですぐに捨てるようなものであったし。

「安物の雑誌であるな。魔族の国にもあるのであるな」

　熱心にヌードグラビアを見ているエルの後ろから、アーネストが雑誌を覗のぞき込みながら言う。

「魔族の国にもあるのか」

「ただ、ヌード写真は禁止であるな」

「なぜだ？」

「女性団体がうるさいのであるな。女性の人権に対する蹂じゅう躙りんであると」

　なんか、どこかで聞いたような話である。

「有権者の半分は女性なので、政治家もそれなりに配慮する必要があるのであるな。他にも、風俗業の禁止なども数十年ほど前から始まっているのであるな。一部男性識者からは、これこそが少子化の原因だという声もあがっているのであるが、検証が困難な上に、お上がこういうものを規制すると、地下でアングラ出版をしたり、違法風俗店の営業を行う者が出るのであるな。こういう問題は古来から解決が非常に難しい問題であるな」

　本当、どこかで聞いたような話である。

「エル、それは持ち帰って家で見ろよ」

「家には持ち帰れないから、ここで見ておく」

　今回の発掘に戦力になるはずのハルカが参加していないのは、結婚式に備えて準備をしているからだ。

　エルは俺の護衛という仕事もあり、その手の準備を彼女に一任してしまっていた。

「そのくらいのもの、持ち帰って普通に見ればいいだろうが」

「いや！　ハルカさんに怒られるから！」

「どれだけ尻に敷かれているんだよ……」

「ヴェル、俺は尻に敷かれてなどいない！」

　エロ写真を見ているくらいで嫁に怒られるのだから、そう思われても仕方がないだろう。

　なにしろ俺などは……ああ、別にエロ写真なんていらないか。

　エルに早く魔導四輪を運転するように言い、その場をあとにしようとする。

「ヴェルも、エリーゼたちが怖いんだろう？」

「まさか、急になにを言うのかと思えば……」

　伯爵にして、五人の妻と一人の愛人を持つこの俺が女性が怖い？

　それはない。エロ写真なんて、本当に必要ないと思っているのだから。

「ヴェル、それは本心かな？」

「当たり前じゃないか」

「この雑誌、今週号はコスプレ特集と書いてあるけど……コスプレって言葉の意味はわからないけど、なんか楽しそうだな」

「出土品は、領主たる俺に権利があるな。エル、必要ならば俺に借りるんだ」

　少し興味が湧いたので、念のためにとっておくことにする。

　もしかすると、文学的な価値があるかもしれないからな。

「了解」

　俺は急ぎ週刊誌を魔法の袋に仕舞い、トンネルの奥に向けて出発する。

　勿論、エロ本のことはエリーゼたちに内緒である。

「長いトンネルだな」

　魔導四輪のライトのみを頼りに、二台の魔導四輪はトンネルの奥へと向かう。

　次第に避難車線のみならず他の車線にも放棄車両が出てきたので、俺は運転しているルイーゼにスピードを落とすように指示した。

　時速四十キロ平均ですでに半日、約四百八十キロを進んだことになる。

　なんという長いトンネルだと思うが、リーグ大山脈は山道を歩けば片道一ヵ月半もかかるのだ。

　当然といえば当然か。

「見えたのであるな」

　ようやく、『関係者以外立ち入り禁止』と書かれたドアがトンネルの端に見つかった。

「開けますわよ」

　久々に『開錠』魔法でカタリーナが扉を開けると、内部には大きな魔晶石と、いくつかの周辺機器が見つかる。

「故障はないのであるな。魔力を補充すれば、このとおりに……」

　魔力が空の魔晶石にアーネストが魔力を注ぐと、すぐに赤い輝きを取り戻す。

　部屋を出ると、トンネル内の魔導灯と空調装置が復活していた。

「なるほど、これでトンネルが明るくなったな」

　さすがに半日走り詰めなので疲れた。

　その日はそのまま野営となり、翌朝また魔導四輪を走らせ始める。

　目標は、反対側の出口だ。

「運転が簡単、馬ほど難しくない」

　魔銃の取り扱いと簡単な整備までこなせるようになったヴィルマからすると、魔導四輪の運転はそれほどの難事でもないようだ。エルと運転を代わっていたが、上手に動かしている。

「ん？　エンストか？」

「おかしいですわね……」

「ギアをチェンジしたら、もっとゆっくりとクラッチを戻すんだ」

　一方、ルイーゼと運転を交替したカタリーナは最初にエンストを頻発させた。

　この魔導四輪、オートマ車は存在しないようだ。

　俺も前世ではオートマ車ばかり乗っていたので、やはり最初は何回かエンストをしてしまったのを思い出した。

「こうですか？」

「そうそう。別にエンストしても大したことでもないから焦らないで。ある程度運転すれば、すぐに慣れる」

「はい」

　最初は戸惑っていたようだが、カタリーナもすぐに普通に走らせられるようになっていた。

「でも、本当に長いトンネルね」

　カタリーナも運転に慣れたので、今度はイーナに変わった。

　彼女はルイーゼと同じく運動神経がいいので、すぐ普通に運転できるようになっている。

「ブライヒレーダー辺境伯領に出るのよね？」

「アーネストが資料を参考に作った地図によるとそうだな」

　助手席に座っている俺は、一枚の手描き地図を確認する。

　少し東部の小領主混合領域寄りではあるが、計算によるとブライヒレーダー辺境伯領内の山麓に出るはずだ。彼ならば、トンネルの反対側でも諸もろ々もろの交渉や手続きが面倒でなくていい。

「到着したわよ」

「では、ここで暫く待機だな」

　いきなり反対側の土砂をどけてしまうと、色々と面倒な問題が起こるかもしれない。

　そこで、ローデリヒが派遣する警備隊が調査、魔導車両の回収を終えるまではここで待機することにする。あと、アーネストとカタリーナと共に行う作業もあった。

「念のために安全確認は必要であるな」

　というわけで、三人だけで今度はトンネルを戻っていく。

　途中、『探知』『感知』『探査』などの魔法をかけて、トンネルに破損部分や内部の罅ひびなどがないか確認を始めたのだ。

「さすがはイシュルバーク伯爵、素晴らしい工事であるな」

　アーネストは、独自に音波探知のような魔法を使ってトンネルの状態を探っていた。

　この魔法は風系統だそうだ。彼は人の精神を操る闇魔法以外では、風系統が得意らしい。

　なんでも、遺跡発掘に一番使える魔法なのだという。

「土と水も一部使える魔法があるのであるな。火は我が輩には役に立たないのであるな。野営した時に火つけをするくらいであるな」

　魔族の特性魔法である闇以外は、遺跡発掘に必要な魔法しか覚えない。

　ある意味、清すが々すがしいまでの考え方だ。

「お館様！」

　チェックをしながらほぼ真ん中まで戻ると、そこに数百人の警備兵を連れたトーマスとニコラウスが姿を見せる。

「なるほど、これは凄い古代の遺跡ですね」

　トーマスが警備隊長で、ニコラウスが副隊長扱いのようだ。

　兵士たちを動かし、早速、車両の回収作業を行っていた。

「また人員が増えたのか？」

「はい、バウマイスター伯爵領は急速に発展していますからね」

　常に家臣の新規雇用が行われ、彼らは人格と能力に沿って役割を与えられていく。

　守る場所が多く、新規入植者が多いため治安も少し悪いので、警備隊や諸侯軍の編成は急務であった。

「今や、私たちでも古参扱いですからね」

「すでに、後輩の方が圧倒的に多いですから」

「うちは、一番古参のローデリヒでも仕官して五年以下だからな」

　トーマスたちは、勤続期間でいえばトリスタンたちとそう違いはない。

「それにしても、これだけのトンネルですか。警備が大変そうだなぁ」

「まだ出口側の土砂排除を行っていないし、それが終わったらトンネル所有の割合とか、警備、管理の責任分担とかがあるけど、今はできる限りのことをしてくれ」

「ああ、所有の分担があるのですよね。ですが、ブライヒレーダー辺境伯様なら交渉が楽な方では？」

　トンネルは、リーグ大山脈を貫いている。

　では、そのリーグ大山脈の所有者はというと、これは一応決まっていた。

　山頂より南側がバウマイスター伯爵領で、あとはブライヒレーダー辺境伯領や、小領主連合の誰かの領地だったりする。

　ただ、リーグ大山脈自体が登頂困難な山道であり、加えて飛竜とワイバーンの住処すみかとなっていて、他にも凶暴な野生動物も多い。

　実効支配している貴族がいるのかと言われれば、答えはノーであった。

「ブライヒレーダー辺境伯様と半分ずつですか？」

「俺たちが発見者だ。最低でも、動力室部分まではいただく」

　トンネル内にある魔導灯と空調設備のエネルギー源となっている魔晶石が置かれた部屋、ここは重要なので絶対に所有権を取らなければならない。

「ならば、急ぎ実効支配してしまいましょう」

　ブロワ辺境伯家との紛争を経験したせいか、トーマスはえらく理解が早かった。

　止まっている車両の回収とトンネルのチェックを手伝いつつ、警備兵たちを配置してトンネルを実効支配していく。同時に、警備兵たちに魔導四輪の訓練を行っていた。

「これをある程度配備してほしいですね」

「それは確実に行う」

　トンネルが長すぎるので、車両ででも移動しないと緊急の事態に対応できないからだ。

　馬を使ってもいいのだが、それだと時間がかかってしまう。

「いよいよ、出口側を掘削するか」

　トーマスたちが来てから三日後、トンネルはすべて安全だと判断された。

　入り口と各所に警備兵が配置され、彼らは運転を覚えた魔導四輪で定期巡回を行う。

　魔晶石が置かれた動力室にも警備の手が入り、俺たちはいよいよ出口側の土砂の掘削を始めた。

「掘っても、掘っても、土砂が流れ込んでくるな……」

　一万年で、出口側も土砂が大量に降り積もって山になっているのかもしれない。

　大量に出る土砂を魔法の袋に入れ、溜まると入り口分も含めてローデリヒに渡しに行く。

「土砂は埋め立てに使いましょう」

　やはりローデリヒは、埋め立て工事の計画も進めていた。

　現場まで『瞬間移動』で飛んでから、トンネルの出入り口で採取した土砂を流し込み、木々は木材として商人が買っていく。

　膨大な建築需要のせいで木材はいくらあっても足りない状態であり、商人たちは喜んで購入してくれた。

「我々が生き埋めにならないように注意しつつ、掘り続けるしかない」

　出口側の土砂をどけると、また土砂が落ちてきて元の状態に戻ってしまう。

　これを暫く繰り返していたが、ようやく出口から日の光が見え始めてきた。

「光だ！」

　トンネルが開通し、全員が漏れる光に感動する。

「道を確保するんだ」

　さらに大量の土砂を避よけると、やはり出口側も溜まった土砂が山になっていたようだ。

　それらをすべてどかすと、ようやくトンネルは再開通した。

「開通したけど……」

「のどかだねぇ……」

　一番乗り狙いでトンネルを出たルイーゼは、目の前に広がる光景に驚きを隠せない。

　そこは山奥にあるような田舎の農村地帯で、数名の農民たちがノンビリと畑を耕していたからだ。

「あんれまぁ、突然山の斜面がなくなったと思ったら、洞窟があるだ」

「お館様にお知らせしねぇと」

「あの人たちは、地底人だべか？」

　彼らは突然開通したトンネルに驚き、一人の農民が領主を呼びに猛スピードで走っていく。

「あれ？　ここはブライヒレーダー辺境伯領じゃないのかな？」

「お館様、代官地なのでは？」

　俺とトーマスたちは、出口側の田舎ぶりに驚きを隠せない。

　なんとなく嫌な予感がしてくるが、予想どおり、また貴族特有の厄介ごとに巻き込まれるとは、今の時点では想像もつかなかった。





巻末おまけ　メイド見習いレーアの奮闘（？）日記







「大変です！　ドミニク姉さん！」

「何事ですか？　レーア」

「エルヴィン様がぁ───！」




　以前、お館やかた様から私のお婿さん候補としてご紹介いただいたエルヴィン様。

　この一年ほど、帝国内乱に巻き込まれてお会いできず、ようやく戻られてこれからお付き合いも深くなり、プロポーズも時間の問題だと思ったら……。

「先を越されました！　変わった服装で、綺き麗れいな黒い髪をしていて、胸も結構大きいです！　ドミニク姉さんよりも上です！　そんな人があがっ！」

　突然、脳天に稲妻のような痛みが！

　これは、久々に振り下ろされたドミニク姉さんの一撃！

「私の胸の大きさなどどうでもいいのです！　それよりもレーア、あなたは思い違いをしています」

　思い違い？　もしかすると、あのエルヴィンさんと一緒にいる黒髪の美人さんは、バウマイスター伯爵様が見染めた新しい奥さん？

「さすがは、お館様。相変わらずの好色ぶりですね」

「ふんっ！」

「痛いですぅ……八歳の誕生日に、両親からクマのヌイグルミを貰もらった思い出が……」

　ドミニク姉さん、久々にしてはゲンコツの間隔が短すぎます。

「覚えているではないですか。ハルカ様は、バウマイスター伯爵家とミズホ公爵家との交流の懸け橋となるお方。エルヴィン様とも家柄も近く、正妻となる予定。レーア、あなたの身分では側室にしかなれないのは当たり前ではないですか」

「そんなに偉い方なのですか？」

　変わった服装だけど、腰に変わった剣を差しているし、お貴族様か、陪臣の娘ということですか。

　ううっ……せっかく帝国から戻ったエルヴィン様から、デートに連れていってもらおうと思ったのに……。

　別に正妻の地位なんて望んでいないけど、せっかく戻ってきたのだから、私をデートに連れていってほしいです。

　婚約する前に、デートするとかいいですよね。

　お館様だって、エリーゼ様とは結婚前によくデートをしていたと聞きますから。

「というか、私は忘れられていないでしょうか？」

　よく見ると、あの人、やっぱり胸が大きい……。

　私も成長するはずですけど、果たしてあの女ひ性とに勝てるでしょうか？

「ドミニク姉さん、やっぱり胸は押さえつけた方が成長するのでしょうか？」

「そんなことは知りません。ハルカ様の服装は、ミズホ服というそうです」

　エルヴィン様は、異国情緒溢あふれるハルカ様に夢中ですか。

　きっと、これからバウルブルクの町を案内がてらデートとかするのでしょう。

「私も連れていってほしいです」

「ハルカ様がお先です」

「でも、エルヴィン様はバウルブルクの町に詳しくないですよ」

　一年以上もお留守でしたからね。

　その間、ローデリヒ様が頑張って、超イケメンのエーリッヒ様もお手伝いしまくって、バウルブルクの町はとても大きくなりました。

　拡張が早すぎて、たまに屋敷の使用人が買い物や用事で出かけたら迷子になりかけたなんてこともありましたね。

　そういえばエーリッヒ様、屋敷のメイドたちに大人気でした。

　上う手まく気に入られて側室になれないかなと、世話役を誰がやるか争っていたのを思い出します。

　私にはエルヴィン様がいるから、そんな勝利確率が低そうな争いには参加していませんけど。

「拡張した新しい町のこととか、エルヴィン様はご存知ありませんから、私が案内した方がいいと思います」

　という名目で、私もデートに連れていってもらうわけです。

　我ながら、ナイスアイデア。

「むしろ知らない方が、二人で新しい発見などがあって楽しいということもあります」

「おおっ！　さすがはドミニク姉さん！　大人の意見です！」

　って、感心している場合じゃありません！

　このままだと、二人に同行できないじゃないですか。

　本当は二人きりがいいですけど、ここは私が案内するという体ていで参加し、私の存在をアピールする。

　これなら不自然じゃない。

「初めての場所で男性が不慣れだと、ただ歩き回るだけで女性がつまらないと感じる危険もありますよ。ここは、バウルブルクの町に詳しい私が案内した方が」

「レーア、あなたはそんなにバウルブルクの町に詳しいのですか？」

「任せてください。休日は勿もち論ろんのこと、ドミニク姉さんから買い物や所用を仰せつかった時も、必ず寄り道して、美お味いしそうなお菓子屋さんで買い食いしたり、新しいお店で可愛かわいい小物を見て、今度のお休みに買おうかなと、検討したりしていましたから」

　これぞ、時間を無駄にしないメイドの極意というわけです。

「ほう……どうりでいつも外にお使いを頼むと、帰りが遅いなと思ったら……」

　あれ？

　私、今、自分が仕事中にサボっていたことをペラペラと暴露してしまった？

「そこまで詳しくないかも……歩きながらちょっと視線を送るくらいで……お菓子も、試食しないかって、お店の人から熱心に勧められたので仕方がなくですよ。本当」

「そんな噓うそが通用すると思っているのですか？」

「ごめんなさい！」

　本日、三発目のゲンコツが私の頭上に落ちてしまうのでした。

　うう……。

　久々に頭がヒリヒリします。




「しかしながら、ここで諦めるような私ではありません！　なぜなら、私は若い情熱を持っているから！」

　エルヴィン様とハルカ様がデートに出かけられたという情報が入り、私は急ぎ追跡に入ります。

　あとでドミニク姉さんから怒られるかもしれませんが、その時はその時ということで。

「うわぁ、バウルブルクの町も広がったなぁ」

「エルさん、大きな町ですね」

「ローデリヒさんとエーリッヒさん、頑張ったんだな」

　エルヴィン様とハルカ様は、この一年で拡張したバウルブルクの町並みに感心しています。

　それにしても、もうエルヴィン様を愛称で呼ぶなんて……。

　さすがは正妻候補。

　さて、これからどうやって二人に合流するか。

　ちょっと脳内でシミュレーションしてみましょう。

　ドミニク姉さんに買い物を頼まれて町に出たら、たまたま二人と鉢合わせしてしまった。

　買い物はそんなに急ぐようなものではないので、私が新市街などをご案内しましょう、と声をかける。

　これが自然で一番いいですね。

「（我ながら、いい策を思いつきました……あとは、ちょっと先回りして偶然出会った風を装いつつ……）」

「なあ、レーア。何しているんだ？」

「はい、実はですねって……ええっ！」

　どうして？

　私は隠れながら二人を監視……じゃなかった！

　様子を探っていたのに！

　どうしてエルヴィン様は私に気がついたのでしょうか？

「いやあ……ちょっと、ドミニク姉さんから買い物を頼まれまして。私は買い物のことを考えていたので、全然エルヴィン様に気がつきませんでした」

　勿論、大噓ですけどね。

　それにしても、結構遠距離から監視していたのに……。

「ハルカさんが、屋敷で見た子がいるって言うからさ」

「ちょっと目に入ったので、エルさんにお伝えしたんですよ」

　この人、とても目がいいのか、実は私が監視しているのに気がついて声をかけたのか。

　もの凄すごく優しそうな笑顔で私を見ているけど、心の奥底では私を警戒している？

　ドミニク姉さん、私ではこの人に勝てません！

　初めから勝つつもりはないですけど。

「お屋敷に勤めています、レーアと申します」

　ここは、無難に自己紹介をして様子を見ましょう。

「エルさんの婚約者のハルカと申します」

　うっ！

　もう旧姓は名乗らず、もうすぐアルニム姓になるから名乗る必要はないってことですか。

　それにしても……やはり胸が大きいですね……。

　私は……あと二、三年しないと結果はわかりませんし、ルイーゼ様と比べれば！

「いやあ、ハルカさんを案内しようと思ったんだけど、新市街とか全然わからないや。店も増えたなぁ」

「そうですね。一年ほどしか経っていないのに凄いですよね」

　これも、お館様のご威光と、ローデリヒ様とエーリッヒ様のおかげですね。

「ところでレーア、女性が好きそうな甘いものとかを出すお店はないのかな？」

「そうですねぇ……いくつかありますけど……」

　エルヴィン様からお勧めのお店を聞かれましたが、『これはチャンス！』とか思えなくなってきました。

　なんか、私の行動がハルカ様に見透かされているような気が……。

　ここはお勧めのお店をいくつか紹介して、さり気ないタイミングでフェイドアウトするのが最善のように思えてきました。

「そうですね。最近は魔の森のフルーツも大量に出回るようになり、前よりもお安く食べられるようになりました。特にお勧めは、あのお店です」

　私が指差したお店では、店頭で搾りたてのフルーツジュースを出してくれるのです。

　気軽に飲めるから、よくお使いの途中で飲んでいますね。

　私だけじゃなく、屋敷のメイドたちもほぼ全員利用しています。お菓子よりも太りにくいっていいですね。私たちは年頃ですから、体型もそれなりに気になりますし。

「へえ、そんな店があるのか」

「エルさん、寄っていきましょう。レーアさんもご一緒に」

「はい」

　なし崩し的に同行することになりましたが、やっぱり魔の森で採れたフルーツのジュースは美味しいですね。

「搾りたてで美味しいですね」

「贅ぜい沢たくな気分になれるよな」

　ハルカ様にもエルヴィン様にも満足していただけてよかったです。

「他には、お勧めのお店とか、観光スポットとかはあるのかな？」

「ありますね」

「案内してよ、レーア。今日は俺が奢おごるから」

「お願いしますね、レーアさん」

　実際にお話をしてみますと、ハルカ様は物腰も柔らかく、私のようなメイドにも優しい綺麗なお姉さんでした。あまり出しゃばらずにエルヴィン様を立て、いかにもできる妻といった感じです。

　あと、エリーゼ様ほどじゃないけど胸が大きいです。

「新市街にも教会？」

「プロテスタントの教会です。移民した人たちにはプロテスタントの方々も多くて、急きゅう遽きょ建設されたんです」

「大丈夫なのかな？」

「そこは、お互い大人の対応でということのようです」

　新市街にある小さいながらも綺麗なプロテスタントの教会に、かなり大きめに作られた『ヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスター伯爵記念公園』。

　ここは、お館様が竜を退治した様子を象かたどった銅像が名所となっています。

「よく似ているけど……」

「お館様は嫌がるかもしれませんね」

「そうなのですか？」

　竜を二匹も倒すなんてもの凄い偉業なので、お館様も堂々と誇っていいと思うのですが……。

　そもそも公園を領民に下賜できる貴族様って、滅多にいませんからね。

　そこに銅像を建てるくらい、普通だと思うのですが。

「ヴェルはそういうのを嫌がるからなぁ」

「ですが、そのうち視察がありますよね？」

「ローデリヒさんが予定を組まないはずがない。そして、本人はこれを見て悶もん絶ぜつするな」

　お館様は、とても奥ゆかしい方なのですね。

　好色というイメージばかり先行していました。

「この公園の近くに女性に人気の小物屋があるんです。お手頃価格の香水とか、石せっ鹼けんとかも販売していますよ。魔の森産フルーツの香りがついた石鹼が特に人気で」

「それはちょっと見てみたいですね。レーアさん、案内してもらえませんか？」

「任せてください」

　最初は警戒していましたけど、ハルカ様はとても優しい方のようです。

　これなら、私が側室になっても安心というもの。

　結局この日は高価なレストランで夕食をご馳ち走そうになり、お土産に新市街で有名なお菓子屋のケーキや、先ほどの小物屋でも石鹼とか、髪飾りとかも買ってもらいました。

　今日はルンルン気分でお屋敷に戻れます。

「ドミニク姉さん、見てくださいよ。エルヴィン様とハルカ様を新市街にご案内したら、こんなにお土産を頂いてしまいました」

　屋敷に戻った私は、ご機嫌でドミニク姉さんに今日のことを報告しました。

「エルヴィン様も私のことを気にかけていてくれたようですし、ハルカ様もお優しい方でよかったです。あっ、ドミニク姉さん、ケーキ食べますか？」

「ほう……それはよかったですね」

「はい」

「ところで、レーアは三十分とかからずに戻れる買い物に出ただけのはずなのに、今は夜。しかも、今日はレーアのお休みの日ではありません。この件に関して、なにか言い訳はありますか？」












　しまった！

　ちょっと二人の様子を探るはずが、全力で楽しんでしまって今は夜。

　ドミニク姉さん、もの凄く怒っている。

「あはは……お二人が新市街に詳しくないので、案内していたら時間がかかってしまいました。いやあ、これは予想外でしたね」

　まずいです！

　ここはなんとか誤魔化さないと！

「ところで、新市街の高級レストラン『フォルスト』でデザートをおかわりするのも、案内のうちなのですか？」

　私の行動が全部バレている！

　だって、デザートが美味しかったから！

「レーア、納得のいく説明をお願いします」




　ううっ、どうしましょう。

　誰か、私をドミニク姉さんの追及から救ってください！
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